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プロローグ


第一章　合同勇者説明会in東京ビッグサイト!!　あなたの未来はここから始まる！

第二章　ようこそ光峰勇者学校へ！　一流の講師陣と万全のカリキュラム！　君も勇者になれる!!

第三章　実践的な授業こそ、勇者職への近道！　気が付けば実力アップ!!

第四章　インターンシップで勇者体験！　快適な環境と先輩のサポートで安心です！

第五章　勇者はホワイトなお仕事です。ブラックではありません！　本当です！

第六章　封印解除
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　俺たちは、死し霊りようの巣と呼ばれる森で、骸がい骨こつ騎き士しと睨にらみ合っていた。

　銀色に輝かがやく鎧よろいを身に着けた人骨、すなわちアンデッドモンスター。中級者向けのモンスターである。

　学生がバイトついでに、モンスターが出そうなフィールドまで足を延ばしちゃいました、てへっ！　ってなシチュエーションでは出て欲しくない奴やつだ。

　この俺、日ひ暮ぐれ英えい治じのパーティ仲間であり、黒くろ髪かみロングの美少女、初はつ音ね鶯うぐいすが俺に向かって叫さけんだ。

「ちょっとエイジ！　いきなり強そうなのとエンカウントしちゃったじゃない！　どうするのよ!?」

　その顔には冷や汗あせが浮うかび、焦あせった様子がありありと浮かんでいる。

　俺だって想定外だ。しかし──、

「こいつを倒たおせば、いい経験値アップになる！　来週の『合同勇者説明会』で勇者の採用担当にいいアピールが出来るぞ！」

　俺の前向きな発言を無視し、鶯は涙なみだ目めで俺に摑つかみかかった。

「アピールする前に死んだらどうすんのよ!?」

　泣き言を言う鶯の前に、銀ぎん髪ぱつをなびかせ、スタイル抜ばつ群ぐんの女剣けん士しが立ちふさがった。

「大だい丈じよう夫ぶよウグイスちゃん！　私がみんなを守るから！」

　鶯と同じくパーティ仲間の、マリア・ノーラン──俺より一つ上の十七歳。

　マリアは幅はば広びろの大剣『ミレニアムマリアージュ』を骸骨騎士に向かって構える。

　骨だけの喉のどのどこから出ているのか、骸骨騎士は低く響ひびく声で笑った。

「グハハハハ！　この俺とやりあう気か、小こ娘むすめ！」

「うちの子たちに手出しはさせません！　私はみんなのお母さんですから！」

「いや！　お前、俺たちのお母さんじゃないから！」

　俺はすかさず、マリアの妄もう言げんにツッコミを入れた。

　一いつ瞬しゆん、骸骨騎士が戸と惑まどったようにも見えた。しかし気を取り直したように、マリアに向かって剣を真横に振ふり抜ぬく。

　激しい金属音と火花が散り、マリアのミレニアムマリアージュが骸骨騎士の剣を受け止めた。

「よし！　いいぞマリア、反はん撃げきだ！」

　しかしマリアはきりっとした顔で、俺を振り向いた。

「出来ないわ、エーちゃん！」

　え？

「なっ、なんで!?」

「私、剣を持ってないの！」

「は!?　お前何言ってんだ!?　その両手で握にぎっているそれは何なんだよ!?」

「これは盾たてよ!!」

　──？？？？？

「すみません。意味が分かりません。分かるように言ってもらっていいですか？」

「これは剣の形をしているだけなの。両手持ちの盾なの」

　──な、

　なんだって──っ!?

「ちょ、お前！　剣士コースのくせに、剣を持ってねーのかよ!?　今まで盾しか持ってなかったの!?　つか、紛まぎらわし過ぎんだよっ!!」

　マリアは手を胸に当て、聖母のような微笑ほほえみを浮かべた。

「だって命を奪うばうのは良くないことよ。私は大きな愛で、全すべての生きとし生けるものを救いたいの」

「そいつもう死んでるから！　骸骨だから！」

　しかしマリアは聞く耳を持たない。それどころか、神の祝福を受けたように全身が光り輝き始めた。まったくもってありがたいが、今はうざい。

「ダメだ、マリアは頼たよりにならん！　こうなったら──」

　俺はもう一人の仲間に声をかけた。

「ひより！」

「まかせるのです！」

　魔ま法ほう使つかいの大きな帽ぼう子しに、一見ハンマーのような杖つえ。どうみても小学生の体にランドセルを背負った桜さくら木ぎひよりが、ポーズをキメた。

「我われこそは暗黒よりも深き闇やみより生まれ、光を憎にくみ、全ての祝福を裏切る戦士。神を殺し、仏を殺し、悪魔を殺し、鬼おにを斬きる。この世全ての悪逆と非道を極きわめし──」

　そこまで聞くのが、俺の忍にん耐たいの限界だった。

「いい！　それはいいから！　中二病的なポエムはいらないから！　早く攻こう撃げきしろよ！」

　ひよりはマジ顔を、キッと俺に向けた。

「しかしえいたん、魔法には詠えい唱しようが必要なのです。これは必要なプロセスなのです」

「必要ねえよ！　それとえいたんと呼ぶのはよせ！」

　同じ魔法使いコースの鶯も、ひよりに向かって説教を垂れる。

「そんなカッコだけで魔法が使えるわけないわ！　魔法を舐なめないで！」

「うぐぅはうるさいのです」

　鶯は目をつり上げた。

「うぐぅって何よ!?　鶯様って呼びなさいよ！　ちゃんと魔法を使いこなせるこのあたしを、もっと敬うやまいなさい！　尊敬しなさい！　チヤホヤして！」

「しかし、うぐぅだってまともに魔法が使えないのです」

「つ、使えるわよ!!」

　鶯の体の周りに、青白い放電が走った。

「あたしは電撃魔法を使いこなす、稀き少しような魔法使いなんだから！　見てなさい！」

　まずい！

　鶯は、魔法を使いこなせてなんかない。制せい御ぎよがまるで出来ないのだ。いわばノーコンピッチャーの大暴投。どこに魔法が飛んで行くか、分かったもんじゃない。敵に倒される前に、鶯に倒される！

「やめろ！　鶯！」

　俺は鶯を後ろから羽は交がい締じめにしようとした──が、

　勢い余った俺の手の平に、ふわっと、すんごい柔やわらかいものが握られた。

　──鶯の胸は、意外と大きかった。

「あ、あ、あ、わ、わわ……」

　鶯は耳まで真っ赤にして、ガタガタと震ふるえた。

　そして周囲に走る放電がみるみる膨ふくれあがってゆく。

「待てっ！　落ち着くんだ、うぐ──」

　凄すさまじい電流が、俺たち全員を包み込んだ。

「うぎゃぁあが!!ばこぁごでけうぼお!!ばこじあがぎふぐぉあげおいうご!!」

　痛いてえぇええええええええええええ！

　うおっ！　まぶしっ！　つか目が開けてられねえぇええ！

　雷かみなりの音がうるさくて、鼓こ膜まくが破けそうだぁあああ！

　強きよう烈れつな電流による感電と、強烈な光の明めい滅めつ、そして目の前に雷が落ちたような爆ばく音おんが轟とどろき、俺たちは地面に倒れた。

「く……くそ」

　黒くろ焦こげになり、煙けむりを上げながらも、俺は何とか立ち上がった。

「て、てめぇ、鶯！　制御が出来ねえくせに、なんで威い力りよくばっかでかいんだよ！」

「知らないわよ！　あんたこそ魔法使いなさいよ！　肩かたのところに留めてる本、それ魔導書なんでしょ!?」

　俺は戦士と魔法使いのハイブリッド。いわば賢けん者じやスタイル。肩にはそれをアピールするように、革かわのベルトで本を留めている。

　俺はその本をベルトから引き抜くと、鶯に開いて見せた。

「これはマンガだ!!　暇ひまなときの時間つぶし用のな！」

「あんたって本物のバカなの!?　死ぬの!?」

　くそう、自爆魔法のくせに偉えらそうに！

　いやいや、落ち着け。こんな使えない奴の相手をしても仕方がない。

　それよりも、今は戦せん闘とう中。

　自爆だったとはいえ、敵も巻き込まれたに違ちがいない。その証しよう拠こに、これだけぐだぐだしているのに、攻撃してこない。

　まさか、登場の名乗りや変身するのを待ってくれる、子供向けヒーロー番組の怪かい人じんってわけじゃないだろう。

「……あ、話済んだ？」

　暇そうに立っている骸骨騎士が、気付いたように顔を上げた。

　……待っててくれたのか。

　むちゃくちゃ決まりが悪いが、俺は鋼はがねの精神力でシリアスな顔を保った。

「ふ、骸骨騎士よ。鶯の電撃魔法に耐たえるとは、さすがだな」

　骸骨なのに困こん惑わくの汗を垂らし、頰ほお骨ぼねをかきながら骸骨騎士が答えた。

「いやー、それが……おたくのとこの剣士さんが守ってくれたんだけど……」

　骸骨騎士を守るように、手前にマリアが剣を地面に突つき刺さし立っている。

「マリアァァアアアアアアアアアッ!?　てめぇええなに考えていやがんだぁあああ!?」

　俺に怒ど鳴なられ、マリアはおろおろしたように答えた。

「だ、だって！　私たちのせいで、ケガとかしちゃったら……」

「いいんだよ！　ってゆーか殺そうとしてるから！　ケガとかそういう次元じゃないから！」

　骸骨騎士が大きな溜ため息を吐ついた。骸骨なのに。

「君たちさぁ……もしかして学生さん？」

　世間話のような質問をされた。モンスターから。

「え……あ、ああ。まぁ……はい」

「あーやっぱり？　気持ちは分かるけどさぁ、ちゃんとこの世界の勇者の資格を取ってからにしてよ。でないと、こっちも怒おこられるからさ」

　確かに、この世界の神様と正式な契けい約やくを結ばないと、勇者として魔物と戦うことは許されていない。でも、そこは案外ゆるいはずだが……こいつ硬かたいな。骨だけに。

　俺は出来るだけ凜り々りしい表情で、骸骨騎士を睨にらみ付けた。

「ま、まあ、確かに規則はそうかもしれないが、勇者志望として、魔物に苦しめられている人々を、黙だまって見ているわけには──」

　そのとき、場違いな電子音が響いた。

「あ、ごめん。ちょっと待ってね」

　骸骨騎士が鎧よろいの内側を、ごそごそと探さぐる。そして小さな箱のようなものを取り出し、耳に当てると話し始めた。

「あ、もしもし。あ！　どーも！　いつもお世話になっております」

　鶯が俺の耳元で囁ささやいた。

「ねぇ、あれって電話よね？　この世界に電話ってあったの？」

「みたいだな……知らんけど」

　俺たちのことを忘れたように、骸がい骨こつ騎き士しは誰だれもいない空間に向かって、ぺこぺこ頭を下げた。

「はい、今からですか？　全然大だい丈じよう夫ぶですよ！　いやいや、悪魔軍の隊長さんのご依い頼らいなら、断れませんよー。あははは。はいっ、すぐに参ります。失礼しまーす」

　カチッとスイッチを切ると、骸骨騎士はふーっと息を吐いた。

「ちょっと仕事入ったんで、俺行くから。じゃ」

　そう言い残し、骸骨騎士はがしゃがしゃ音を立てながら走り去って行った。

　ぽつんと取り残された俺たちは、呆ぼう然ぜんとして佇たたずんだ。

　しばらくして、俺はこの微び妙みような空気をごまかすようにつぶやいた。

「……に、逃にげられたな」

　待っていたかのように、鶯が俺のセリフに食いついてくる。

「そ、そうね！　逃げ足の速い奴やつだったわ！」

　ひよりも帽子を深く被かぶり、カッコイイポーズをキメた。

「今日のところは見み逃のがしてやるのです」

　ぱんと手を合わせ、マリアが明るく微笑む。

「もう戻もどりましょう？　アルバイトの薬草集めを済ませないと、元の世界に帰る時間に間に合わなくなっちゃうわ」

　俺たちはぞろぞろと森を出た。

　バイトにかこつけて、ちょいとモンスターを一狩かり──という計画は失敗した。

　それに、偶ぐう然ぜんこの世界の偉い人と知り合って、有力なコネが出来ちゃったり!?　なんてことも想像していたが、そんなことはなかった。

　だが俺は諦あきらめない。

　このファンタジー世界で勇者の職を手に入れるのだ。




　──但ただし、




　真っ当な努力はせずに、楽をして。
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　俺は、『合同勇者説明会』と書かれた看板を見上げた。

　ここは有明、東京ビッグサイト。

「ついにこの日が来たか……」

　軽い緊きん張ちようを感じながら、俺は会場へ足を踏ふみ入れる。

　この俺、日ひ暮ぐれ英えい治じはここへ勇者の職を求めてやって来た。

　ガラスに映る自分の姿を確かく認にんする。

　自分で言うのも何だが、なかなかキマっている。

　クールにキメたモノトーンの服。過か酷こくなフィールドを乗り越こえるための、革のグローブとロングブーツ。そしてベルトで肩に留めた魔ま導どう書しよが、さりげなくインテリジェンスを匂におわせる……中身はマンガだがバレはしないだろう。

　この装備が、俺にとってのリクルートスーツ。

　お洒落しやれすぎず、でも清潔感があり、ダサくない。採用担当者にウケはいいはずだ。

　それにこのデザインなら、まだギリ外を歩ける……とは言うものの、実際にこの格好で街を歩き、電車に乗るのは恥はずかしかった。

　だが、これも勇者として採用されるためだ。

　会場近くで着き替がえる、なんて日和ひよったことをしていては、勇者になりたいという情熱に欠けると思われる──と、学校で教わった。

　ここで言う学校とは、普ふ通つうの学校のことではない。

　俺は『光みつ峰みね勇者学校』という勇者養成の専門学校に通っている。光峰勇者学校は、職業勇者安定所──通つう称しよう『ハローワーク』の所属機関であり、今日の合同説明会もそのツテによる学校からの紹しよう介かいだ。

　入り口で配置図を受け取り、会場に入った。

「おぅ……」

　思わず声が出た。

　だだっ広いホールに沢たく山さんのブースが並んでいる。

　その様子は、普通の企き業ぎようが学生に向けて行っている企業説明会と変わりはない。

　だが、出展しているのは企業ではなく、神様。

　説明する内容は会社ではなく、神様が運営する『世界』についてである。

『世界』とは、俺たちが住むこの世界とは別の世界のことだ。世の中には神様が大勢いて、それぞれの神様が自分の世界を運営している。

　神様は、自分の世界に住む人々が幸せに暮らせるように管理し、監かん視しし、問題を解決し、ホスピタリティとサービスの向上に努めている。

　それはなぜか？

　人々の幸せや、経済活動、その世界が好きだという感情、そういったものが神様への信しん仰こう心となり、それがすなわち神様の力そのものとなるからだ。

　力が強くなれば、神様としての地位も上がる。人間と同じで、神様は他ほかの神様よりも強く、そして偉くなりたいのだ。

　分かりやすく言うなら、世界とは企業であり、神様がオーナー社長、その世界に住む人々が顧こ客きやくに相当する。

　そんな神様に雇やとわれて、人々のために働く社員が『勇者』である。

　主な仕事は、世界を乗っ取ろうとする悪魔や、人々を脅おびやかす魔物と戦うこと。

　──そこで、この『合同勇者説明会』。

　ここは勇者を求める神様と、勇者の職を求める俺たち学生とのマッチングの場。

　俺にとっては千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスであり、絶対に負けられない戦いの場である。

　何としても俺は勇者になりたいのだ。

　だが残念ながら、俺には実力がない。そこで今回、俺がこの会場で手に入れようとしている魔法のアイテムがある。

　成績が悪くても、実技がダメでも、実績がなくても、そんなもの全すべて無効化する魔法のカード。その名は、コネクション！

　──すなわちコネ!!

　説明員の中には、人事の偉えらい人が紛まぎれ込んでいたり、まれに神様が化けている場合もあるらしい。

　そんな人に気に入られれば、内定なんか出たも同然。

　──この合同勇者説明会で、絶対にそのきっかけを作ってやる！

　そう心に誓ちかい、通路の両側に目を配らせながら歩いて行く。

　それぞれのブースには、その世界の服を着た説明員が立ち、自分の世界をアピールしている。俺はその中の一つのブースで足を止めた。

　四つ並んだ椅い子すには誰も座っておらず、閑かん散さんとした雰ふん囲い気きがある。空中に浮うかぶキャッチコピーを見上げた。

『明るく楽しい世界です！　君も神エンリルのもとで英えい雄ゆうになろう！　十四歳以上の男女なら誰でも応おう募ぼ資格あり!!』

　エンリル界……聞いたことはないが、まずはここからいくか。

　学生が寄りつかないのには、何かの理由があるはずだ。だが、今は一つでも多く内定が欲しい。よりいい条件の世界が見つかれば、ここは蹴ければいい。

　暇ひまそうにしている説明員に声をかけると、すぐに椅子を勧すすめられた。

　説明員は、エンリル界から来ている女騎き士しだそうだ。そのお姉さんが、パンフレットのページをめくって、エンリル界のことを説明してくれた。

「──というように、神エンリルが運営する、私たちのエンリル界において、勇者の仕事は大変な面もあります。強力なモンスターもいますし、すでに百年という長期政権を維い持じしている魔王もいます」

　俺は深くうなずくと、マジメな顔で相づちを打つ。

「なるほど、なかなか過酷な戦いを強しいられそうですね……しかし、逆にやり甲が斐いがあるとも言えます」

　そう答えると、お姉さんは安心したように微笑ほほえんだ。

「ええ、まさにその通りです。エイジさんは、とてもポジティブでいいですね」

　ファーストインプレッションはまずまずの手て応ごたえ。

　この人は下っ端ぱみたいだが、今話している内容も評価として報告が上がるだろうから、油断は禁物だ。

　お姉さんは別のパンフレットを開いた。

「でも、その分福利厚こう生せいが充じゆう実じつしているのが、うちの世界の売りなんですよ？　住宅補助として温泉付きの屋や敷しきが無む償しようで提供されますし、医い療りよう手当として、エンリル界の主要都市では無料で治療が受けられます」

　なかなか条件がいいな。だが、クエストが多くて滅めつ多たに家に帰れないとか、ケガを負う危険性が高い……ということかも知れない。

　いい神様が運営する世界ならいいが、中には胡う散さん臭くさい神様もいて、超ちようブラックな世界もあるらしいからな……。

　俺が損得勘かん定じようをしていると、お姉さんはさらに畳たたみかける。

「それと大きな特典としては、一定期間を過ぎて現げん役えき勇者を引退すると、その後は平和で優ゆう雅がな別べつ荘そう暮らしをご用意します。勿もち論ろん、まだ現役を続けたければ、他の仕事を斡あつ旋せんしま……あら？」

　お姉さんは俺の後ろに気を取られると、話を中断した。

「うちの世界にご興味が？　よろしければご一いつ緒しよにどうぞ」

　くそ、どこの学生だ！　俺のコネ作りをジャマしやがる奴やつは!?

「あっ、やっぱりエーちゃんだわ！　うふふ、みーつけた♪」

「マリア!?」

　大きな胸を揺ゆらし、銀ぎん髪ぱつの美少女が俺の隣となりに座った。見慣れていても、近くで見るとその美しく、派手な容姿に圧あつ倒とうされる。

「あら、エイジさんのお知り合い？　同じ学校の生徒さんかしら？」

　首を傾かしげるお姉さんに、マリアは包容力にあふれた微笑みを浮かべた。

「はい、私は剣けん士しコースですけど、同じ光峰勇者学校です。ね？　エーちゃん」

　可愛かわいらしく首を傾げると、肩かたをすり寄せてきた。

「ち、近いって！　ほら、説明員の方が呆あきれているじゃないか。それと、こんな場所でエーちゃんはやめろ」

　しかしお姉さんは、微笑ましく見つめている。それが逆に恥ずかしい。

「仲がよろしいのですね。でも、パーティを組むにも、冒ぼう険けんをするにも、コミュニケーション能力は必要ですから、悪いことではありませんよ」

「あ、でもエーちゃんったらひどいんですよ？　一緒に説明会に行こうって約束してたのに、一人で行っちゃうんだもん」

　マリアは拗すねたような顔で、俺の袖そでをつまむ。

　くそう！　お前が一緒だと俺の計画が失敗すると思って、振ふり切って来たのに！　見ろ、お姉さんもさすがに微び妙みような表情を浮かべているじゃないか!!

「仲がいいというより……恋こい人びとなのかしら？」

「い、いやっ！　そういうわけじゃ……っ！」

　慌あわてる俺に向かって、マリアは母性にあふれた微笑みを浮かべた。

「あ、エーちゃんったら髪かみが乱れてる」

　手を伸のばして、俺の髪をいじりだした。

「い、いや。平気だって。というか、今そういうことする場じゃないから」

「だめです。ちゃんとしておかないと、エーちゃんの良い所が採用担当の方に伝わらないでしょ？　ほら、襟えりもひっくり返っちゃってるわ」

　今度は首に手を回して、襟の形を整え始めた。

「あと、担当者の方には礼れい儀ぎ正しくね。エーちゃんはやれば出来る子なんだから。頑がん張ばってね」

「その担当者の目の前で何を言ってるんだよ！　お前は!?」

　お姉さんは微妙な表情で首を傾げた。

「恋人というより……お母さん？」

　マリアは満面の笑えみでうなずいた。

「はい。エーちゃんをよろしくお願いします」

「そんな自然に返事をするな！　本当みたいじゃねえか！」

　ああっ、くそ！　なんだか俺もすっかり地が出てしまってる!!

　イイ感じで進んでいた話が、マリアが来た途と端たんにぐだぐだだ！

　このままでは……俺の印象が！　コネがぁああ!!

　そんな俺の心の叫さけびも知らず、マリアは聖母のように微笑んだ。

「私は、エーちゃんの実の母ではないけれど、心の母だと思ってるわ」

「思うなよ！　ってゆーか、母親だって言うなら、子供の就職説明会に来んなよ!!」

　さすがのお姉さんも、やや呆れたようだ。

「それでマリアさん、心の母は勇者になって何をしたいのかしら？」

　胸に手を当て、マリアは静かに目を閉じた。

「私は全ての世界から、飢うえや貧困、差別や争いをなくしたいのです。全ての人が、平和に、幸せに暮らせる世界を作りたい。それが私が勇者になる理由です」

　神の啓けい示じを告げるが如ごとく語るマリアはまぶしかった。まるで、本当に神こう々ごうしい光を放っているかのように錯さつ覚かくする。

　おお、とお姉さんは感心の声を漏もらした。

「それは立派な理由です……剣士を選んだということは、悪あく魔まやモンスターを倒たおして、人々を守ることで平和を築こうと？」

「いえ、暴力はよくありません」

「は？」

　お姉さんは啞あ然ぜんとした顔で固まった。

　当然の反応である。

　しかし、マリアの真骨頂はここからだ。

　マリアは祈いのるように指を組み合わせると、うっすらと瞳ひとみを開いた。

「争いは何も生みません。暴力で手に入れた平和は、必ず暴力によって壊こわされます。相手を力でねじ伏ふせれば、怨うらみや憎にくしみが生まれるのです。それは呪のろいのように、己おのれの身を滅ほろぼし、そしてまた新たな憎しみを生み出します。永遠に続く、悲しみの連れん鎖さです」

「いや、あの……それは美しい考え方ですが……それで、現実的にどう解決しようと？」

「守ります。この身を盾たてとして」

　お姉さんは少し安心したような表情を浮かべた。だが、それは俺に言わせれば甘い。甘すぎる。希望的観測に過ぎないぞ、お姉さん。

「なるほど、盾役としての剣士に徹てつするということですね？　敵への攻こう撃げきは他ほかのメンバーに任せると」

「いいえ」

「え？」

「それでは一方的な虐ぎやく殺さつになります。ですから、相手も守ります」

　お姉さんはぎょっとして、身を乗り出した。

「い、いやいや！　相手は悪魔ですよ!?　モンスターですよ!?」

「相手が誰だれであれ、無益な殺せつ生しようはよくありません。命は等しく尊いものなのです」

　再びマリアが神々しく光り輝かがやいた。

　まったくもってありがたい。

　そして鬱うつ陶とうしい。

　お姉さんは頭を抱かかえ、うめくように訊きいた。

「博愛主義……ですね。なぜここに来たのか理解に苦しみますが……とても見上げた……心がけだと思います」

　マリアは満面の笑みを浮かべた。

「それはよかったです。それで、そちらの世界で勇者として採用して頂けます？　あ、もちろんエーちゃんと一緒に」

「お帰り下さい」
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「うーん、ちょっと惜おしかったわね」

　マリアは残念そうに微笑んだ。

「本気で言ってるのか」

　思わず棒読みで言ってしまったが、マリアは特に気にする様子もなく返事をした。

「うん。もちろんよ。でも、次は頑張ろうね」

「何で俺を慰なぐさめるようなことを言うんだよ!?　ほぼ、お前のせいじゃねえか！」

　俺は深い溜ため息を吐つくと、他にいいブースはないか見回した。

「ん？」

　通路の角にあるブースに目が留まった。

『年ねん齢れい不問、経験不問。昨年度は九歳から六十歳までの採用実績！　体力に自信のないあなたでも、活かつ躍やく出来る世界がここにある!!』

　なんか良さそうな雰ふん囲い気きだな。俺の野生のカンがそう囁ささやいている！

　俺とマリアがブースに近付くと、説明コーナーに案内された。

　椅い子すが三つ並んでいて、三人同時に説明が聞けるらしい。同じ形式のコーナーが他にも三つあるが、そちらは全すべて埋うまっていた。

　さっきのエンリル界のブースと違ちがって、そこそこ人気があるようだ。

「──わたくしどものキグナ界は、魔法が主体となる世界です」

　説明をしてくれたのは、聖職者の装備に身を包んだお姉さんだった。

「しかし剣士や格かく闘とう家かなどが邪じや魔ま者もの扱あつかいされるわけではなく……むしろまったく逆なんです。なり手が少ないので、どこのパーティでもクエストでも引っ張りだこ。そのせいで、収入も魔法使いよりもずっと多いケースがザラにあるのですよ」

　俺はほっとした微笑ほほえみを作り、お姉さんに返事をした。

「それを聞いて安心しました。僕らは縁えんの下の力持ち的な立ち位置ですから……魔法使い系の方々の力になれることを第一に考えていますので、その姿勢を評価していただけるのは、とても嬉うれしく思います」

　うむ、我われながら優等生な発言。これでお姉さんの評価も急きゆう上じよう昇しようのはず。

　今回はマリアも余計な発言はせず、相づちを打つようにうなずくだけなのもプラス。

　微笑みを浮うかべているだけで、マリアは聖騎き士しのような貫かん禄ろくがあるからな。口を開けばボロが出るが、黙だまって座っていれば超ちようＡ級の人材。どこの世界も興味を持つに違いない。

　まったくもって美人は得だ。

　お姉さんは祈るように指を組み合わせた。

「とても殊しゆ勝しような心がけですね。うちの世界では、そういった人材を求めているのですよ」

　よしっ！

　ここは攻せめ時だ！　畳たたみかけるぞ！

「僕はチームワークとコミュニケーションを大事にしています。自分がいい成績を挙げるよりも、チームが成功を収めるのが第一。魔法使いの魔法攻撃が主しゆ砲ほうであり主役です。僕は脇わき役やくという──」

「その通りよ！　やっと分かってきたじゃないの、エイジ!!」

　──この声!?

　恐おそる恐る振り向くと、そこにはドヤ顔をした黒髪ロングの美少女が立っていた。

　ご自じ慢まんの艶つやのある黒髪を指で梳すくと、さらりとはらう。

「このあたし、最強の電撃魔法を操あやつる、光峰勇者学校のエースにして、魔法使いコース一の天才！　紫し電でんの巫女みこ、初はつ音ね鶯うぐいすこそが主役よ！」

　……お前とだけは会いたくなかったぜ。

　説明員のお姉さんは、驚おどろきのまなざしで俺たちと鶯を交こう互ごに見た。

「えっと……お友達、なのかしら？」

　鶯は返事代わりにふっと微笑むと、勧すすめられもしないのに俺の隣となりに勝手に座った。

　そしてお姉さんに挑ちよう戦せん的なまなざしを向ける。

「この二人とは同じパーティよ。まあ本来なら、あたしと話を出来る身分ではないのだけれど、あたしは寛かん容ようなの」

「は、はあ……」

「さあ、あなたの世界に来て欲しいなら、ちゃんとプレゼンしなさい。いい条件でないと、あたしは動かないからね。興味を惹ひかれたら、考えてあげる」

　まともに魔法も使えないくせに、こいつのこの自信はどこからくるんだ？　と言うか、単に失礼だ。

　何とかして、こいつを黙らせないと……俺が仲間だと思われたら、それこそ大だい惨さん事じ。

　なにせ、このキグナ界はなかなか良さそうなのだ。説明員のお姉さんにも、好印象を残せている。せっかくのいい流れを、ぶち切られてたまるか！

　俺は可能な限り爽さわやかに、紳しん士し的に話しかけた。

「あー……鶯さん？　少し立場を弁わきまえようね。それに、今は僕たちが説明を聞いてるから、後にしてくれないか？」

　鶯は小こ馬ば鹿かにしたような顔で俺を見つめた。

「何であたしが、エイジの後に聞かなきゃならないのよ？　本来はあたしに席を譲ゆずるのが当然のところを、我慢して一いつ緒しよに聞いてあげようっていうのよ？　何で、そう身の程ほど知らずなのかしら」

　思わず頰ほおが引きつった。

「い、いやぁ……鶯こそ、なんでそんなに上から目線なのかなぁ？」

　鶯は、自慢気にふふんと鼻を鳴らした。

「当然でしょ？　あんたより家いえ柄がらも、実力も、全てにおいて優すぐれているんだから」

　ああ、イライラする。イライラする。

　そんな俺の胸の内も知らず、鶯は得意げに胸を反らした。

「この説明会だって、選ぶのは世界の側じゃなく、あたしの側よ？　あたしをどれだけ高く買ってくれるか、それで本気度を測るわ」

「あのな……それは実力があって、他人に評価されている奴やつの言うことだぞ？」

「そうよ。だから問題ないでしょ？」

「……」

　俺の呆あきれた顔を見て、鶯のドヤ顔がかすかに曇くもった。

「ちょ……な、なによ？　何でそんな顔するのよ？　あ、あたし、実力あるわよね？　だって電撃魔法の破は壊かい力は一番だし！　それにみんなに認められてるわよね？　評価されてるわよね？」

　そうだ。

　こいつバカだった。

「な、何で、気の毒そうな顔をするの？　だ、だって、ツイッターでつぶやくと、リツイートだってされるのよ？　それはたまにだけど……でも、いいねは結構されるんだから！　ね？　評価されてるでしょ!?」

　そのリツイートといいねは、マリアかどっかの宣伝アカウントだろ。

　つか、魔法の実力と関係ねえ。

　俺はあまりのことに固まっているお姉さんを指さした。

「その辺にしておけ。見ろ、お姉さんの顔から営業スマイルが完全に消え失うせてんじゃねーか」

　お姉さんはハッと我に返ると、取り繕つくろうような笑え顔がおを見せた。

「い、いえ……でも、雷かみなり系の魔法は適性のある人が少ないので……稀き少しよう価値だと思いますよ？」

　その言葉に、鶯はニマニマと頰を緩ゆるませた。

「そうよ！　あなたよく分かってるじゃないの。さすがは新人採用で来ているだけのことはあるわね。質問があったら、何でも訊きなさい。特別に答えてあげる！」

　いかん。鶯がご満まん悦えつだ。きっとまた事故るぞ。

　お姉さんは気を取り直すように軽く息を吐くと、鶯と向き合った。

「あなたが勇者になろうと思った動機は何ですか？」

　鶯は目を輝かせた。

「褒ほめられたいから！」

「え……」

　お姉さんの顔が引きつった。

「みんなに認められたいの！　賞賛が欲しいの！　チヤホヤされたいの！　美人の上に魔法の天才。しかも由ゆい緒しよ正しい家柄のご令れい嬢じよう。どこをとっても完かん璧ぺきなあたし！　鶯こそ神の奇き跡せき！　天は二物を与あたえたのね！　そんな風に言われたいの！」

　俺は呆れるのを通り越こし、感心するようにつぶやいた。

「……相変わらず、承しよう認にん要求の化け物だなあ、お前」

　呆れきったお姉さんの視線が、鶯だけでなく俺たち三人の顔を順に巡めぐってゆく。

　いかん！　鶯が事故る分には全然かまわんが、このままでは俺まで巻き添ぞえだ！　せっかく摑つかみかけたコネも台無しになる！

　そこで俺は、心の中で悪魔的な決断を下した。

　──鶯は……ここで切り捨てるッ!!

　俺の未来のために！

　大きく息を吸うと、俺は感かん嘆たんを込めて鶯に話しかけた。

「──確かに鶯は凄すごいよな」

　鶯は意外そうに俺を見つめる。

「あ、あら？　珍めずらしいわね。エイジがそんなに素す直なおに事実を認めるなんて」

「電でん撃げきの魔法の破壊力とか、マジで凄いもんな」

　そう言うと、鶯はすごいドヤ顔で胸を張った。

「そうでしょ！　そうでしょ！　そうなのよ！」

「あの魔力、それに魔術、まさに光みつ峰みねのエースの名にふさわしい」

「あはははははははは、もっと言って！　もっと言って！」

「頭もいいよな。成績とかじゃなく、利口っていうのかな。地頭がいいんだよな」

「うふ、うふ、うふふふふふふふふふふふ」

　奇き妙みような笑い声を漏もらし、体をぐねぐねさせる様は、はっきり言って気持ち悪い。だが、もう一息だ。

「しかもいい家柄のお嬢様ときてるし」

「えへ、えへ……えへへへへへへへ……」

　鶯の顔はうっとりして、目もうつろ。口元もだらしなく開き、今にもよだれが垂れそうだ。

　ちらりとお姉さんを見ると、気味の悪いモンスターを見るような目で鶯を見ている。

　よーし、ついでにもう一押ししてやるか！

「その上、鶯は凄い美人だしな」

　そう言った瞬しゆん間かん、鶯は爆ばく発はつしたように頭から湯気を出した。

「な……な、な、なななななな」

　みるみる鶯の顔が赤くなり、耳まで真っ赤になる。

「や、やだ……エイジったら、な、なにを……言ってるの……？」

　あれ？

　おかしいな。

　とどめを刺さしてやろうと思ったのに、ちょっと正気に戻もどりやがったぞ？

　……いやいや、このまま褒めちぎれば、取り返しのつかない醜しゆう態たいをさらすはず。

　そして合同勇者説明会に出展している、全すべての世界のブラックリストに載のせてやる！

　手を緩めるな！

　鬼おにになれ、日暮英治！

「本当だよ。鶯は可愛かわいいな」

「ひゃぅっ!?」

　ひゃぅ？

　なんか想定していたリアクションとは違ちがうな……。

　だが、今は攻める以外の選せん択たく肢しはない！

「艶のある黒くろ髪かみもさらさらで、本当に綺き麗れいだよな。スタイルも完璧だし」
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　両手で真っ赤になった顔を隠かくして、うつむいた。

　そして、もじもじと身をよじっている。

　よし！　やはり俺の戦略は正しい！　計画通り！

「何より、褒められると素直に喜ぶところが可愛いよな。照れ屋さんなところも──」

「ま、まって……お、おねがい……」

　鶯は指の隙すき間まから、俺を見つめていた。

「ん？　どうした」

　手の平から顔を起こし、鶯は上うわ目め遣づかいで俺を見上げる。

　うるんだ瞳ひとみに俺が映り、揺ゆれていた。

「エ、エイジ……いきなり、そんなこと言われたら……あ、あたし……あの、あたしも、そ……その」

　指先でスカートの裾すそをいじり、恥はじらうように太ももをすり合わせている。

　計画通り……じゃない!?

　何だ、こいつのこのリアクションは!?　むしろいつもよりも常識的で普ふ通つうの反応だ！

　想定外の反応に、俺がうろたえていると──、

　こほん、とお姉さんの咳せき払ばらいが聞こえた。

「っ!?」

　お姉さんが親の敵かたきを見るような目で睨にらんでいた。

　やばい！　俺まで睨まれている。何とか言い訳しなければ！

「え、えっと、ちょっと悪ふざけが過ぎました！　これはチームワークを育てるためのですね──」

　俺の逃にげ道を塞ふさぐように、お姉さんは言った。

「ずいぶんと仲のよろしいことで……しかし、時と場所も弁えずに、イチャイチャするのはどうでしょう？　それとも当てつけですか？　私が三十一歳独身だと知っての嫌いや味みですか？」

　ヤバイ。何か知らんが、地じ雷らいを踏ふんだらしい。

　鶯も我われに返り、何とか言い訳しようと無む駄だに手をばたばたさせた。

「い、今のはイチャイチャとか、そんなんじゃないの！　こ、こんな奴、あたしに釣つり合わないから！　あたしは勇者になって、他ほかの世界で活かつ躍やくしたいの！　ね？　あたしって、勇者になるのがふさわしいと思わない？　そう思うでしょ？　ね？　ね？」

　涙なみだ目めで懇こん願がんする鶯と対照的に、お姉さんの態度はさらに冷えてゆく。

「言い忘れておりましたが、うちは知性と教養、それに何より品性が求められます」

「そ、そう。それじゃ、あたしにぴったりね！　え、えっと、知性は九九を暗唱するとかどう？　きょ、教養は、あ、あたし上野動物園のパンダの名前とか知ってるのよ！　品性は……ど、どうしたらいいかしら？」

「お帰り下さい」




　　　　×　　×　　×




「あんたのせいよ！　あんたが！　あんたがぁああ！」

　泣きながら俺の首を絞しめてくる鶯を引きずって、俺は会場内を歩いていた。

　俺は前を向いたまま、うんざりした顔で言った。

「おい鶯。いいかげん離はなれてくれ。悪目立ちしてしょうがないだろうが」

「あんたのせいでしょ！　途と中ちゆうまでうまくアピール出来てたんだから！　それを、あんたがあんなこと言ってジャマするから！」

　隣となりを歩くマリアが、微び妙みような笑みを俺に向けた。

「ね、ねえ、エーちゃん？　さっきウグイスちゃんに言ってたことって……本気？」

「いや、鶯の醜態を見せつけてやろうと思って、心にもなく褒めちぎった」

　鶯はさらに唸うなり声を上げて、俺の首を絞めてきた。

「うがぁあああっ！　こうなったらあんたも同じ目に遭あわせてやるんだから！　一人じゃ地じ獄ごくに落ちないわよ！　道連れよ！　道連れにしてやるから！」

　首からぶら下がっているこの女を、どこかのゴミ箱に捨てられないものかと、本気で考えかけた。

　俺は鶯の手を摑むと、力ちから尽ずくで首から外す。

「いいかげんにしろ！　お前こそ俺がイイ感じで話を進めてたところへ乱入しやがって！　あそこ絶対に人気の世界だぞ!?　しかも三十一歳の聖職者とか、それなりに人脈ありそうな人だったじゃねえか！　重要なコネになりそうだったのをぶち壊こわしやがって!!」

　俺が怒ど鳴なると、それ以上のボリュームで鶯が泣き叫さけぶ。

「あたしだって、あの後電撃の魔ま法ほうを実演して、その威い力りよくにみんな感動して即そく内定……って展開に持ってくはずだったのに！　弁べん償しようして！　あたしの未来を弁償して！　もしくは褒めて！　むしろ褒めて！　あたしを認めて!!」

　お前って奴やつは……本当に承認要求の化け物だなぁ……つか、そんなことを企たくらんでいやがったのか。

「電撃の魔法を実演って……お前、この前だって魔法を失敗して、骸がい骨こつ騎き士しにかすりもしなかったじゃねーか」

　鶯の頰ほおに、冷や汗あせが流れた。

「うっ……そ、それは」

「それにこんな所で本気出してみろ。電装品がおシャカになって、お台場一帯がブラックアウトだ。むしろお前のテロ行こう為いを未然に防いだと感謝して欲しいくらいだ」

「うわーん！　エイジのくせに！　エイジのくせにっ!!」

　泣きながら俺の背中をぽかぽか叩たたき始めた。

　……とにかく、泣き叫ぶ鶯を何とかしないと、どこのブースにも立ち寄れない。

　マリアも困った顔で、鶯をなだめようと頭を撫なでる。

「ねえ、ウグイスちゃん？　いい子だから泣き止やんで？」

　マリアの手をはらうと、鶯はふんと顔を背そむけた。

「子供扱あつかいしないで！　マリアはママじゃないんだから！」

　ガーンという効果音が聞こえてきそうな顔で、マリアがつぶやく。

「そ、そんな……ウグイスちゃん？」

　おろおろした様子で、マリアが俺の腕うでを抱だきかかえた。

「ど、どうしよう、エーちゃん!?　ウグイスちゃんが反はん抗こう期きみたいなの！」

「知るかああああ！　俺はお前の旦だん那なでも、鶯の親父おやじでもねえ!!　それと鶯！　いい加減鬱うつ陶とうしいから、背中を叩くのをやめろ!!」

　そう叫ぶと、俺は肩かたで息をした。

　こんな連中を二人も相手にしていたら、俺の精神が崩ほう壊かいする。

　どこかで休もう。

　そう思った時、ホールの端はしにステージが組まれているのが目に留まった。どうやら講演会をやっているらしい。

　あれでも聞いて、一休みしよう。

「マリア、鶯、あの講演会を聞いていこう。何か参考になる話が聞けるかも知れない」

　パイプ椅い子すが数百並べられ、そこそこ席が埋うまっている。

　俺たちはその最後列に陣じん取どり、ステージを見上げた。

　一人の綺麗な女性がマイクを前に講演をしている。背後のスクリーンには、光峰勇者学校ＯＧ十じゆう条じよう詩し織おりと映し出されている。って、うちの卒業生かよ。

「──現在は勇者のなり手が大変不足しています。未み曾ぞ有うの売り手市場と言っていいでしょう。現に私は、特別に成績が優ゆう秀しゆうだったわけではないのですが、プレシャス様の運営する世界で勇者の職を得ることが出来ました」

　なに!?　女め神がみプレシャスの!?

「ねえ、エーちゃん。プレシャス様って、確か有名な女神様よね？」

「ああ。『採用して欲しい世界ランキング』で、常にベストフォーに入る超ちよう優良世界だ」

　うちの卒業生でも、そんないい世界へ行けるのか。

　だったら──

「あたしも余よ裕ゆうで行けるわね。っていうか、考えておいてあげようかしら？」

　鶯が復活していた。うざい。

「プレシャス界は平和で、リスクがとても低いのが特とく徴ちようです。魔物との戦いも、とても優ゆう雅がなものです。ここに集まっている皆みなさんの中にも、志望者がいると思います。そこで、この講演を聴きいて下さっている方だけに、特別に今年の採用の傾けい向こうを──あら？」

　ステージの裏から、とことこ歩いてくる少女に気付き、十条先せん輩ぱいが首を傾かしげた。

　一方、俺は首を横に向け、ステージから目をそらした。

　ステージに乱入した少女には見覚えがあった。というかありすぎる。

　小学生くらいの体に、大きな帽ぼう子しとハンマーのような大きな杖つえ。魔法使いの装備というより、バレエのレオタードのような白のワンピースを身に着け、背中には赤いランドセル──見み間ま違ちがえようがない。

「ね、ねえ、エーちゃん。あれって、ひよりちゃんよね？」

「エイジ！　何でひよりがステージに上がってんのよ？　あたしより先にプレシャス界に入るとでもいうの!?」

「俺に訊きくなよ！　つか、そんなわけねーだろ」

　恐おそる恐る、俺は再びステージを見つめた。もう嫌いやな予感しかしない。

　十条先輩は戸と惑まどいの表情で尋たずねた。

「えっと……あなたは？」

　ステージの中央まで来たひよりは、派手な見得を切った。

「我が名は、エンジェル・サクリファイス！　漆しつ黒こくの闇やみより生まれ、炎ほのおを友に、死を剣けんに持つ者。そして、終しゆう焉えんの世界において運命を断たち切る存在！」

　謎なぞのポーズをキメるひよりに、会場にいた全員が啞あ然ぜんとした。

　何ていうか……見ているこっちが恥ずかしい。今すぐ逃げ出したい。

　しかし十条先輩は気き丈じようにも微笑ほほえみを浮うかべると、ひより（エンジェル・サクリファイス）に話しかけた。

「あ、あのね？　今は大事なお話をしている最中なの。あなたとは、後でお話し出来ると嬉うれしいな。だから、今はステージを降りよう？」

　おお、大人の対応だ。しかしひよりはその程度では倒たおせないぜ、十条先輩。

　ひよりは苦しげにうめくと、手で顔の半分を隠かくした。

「く……遅おそかったか。既すでに敵の手に落ちていたとは……その洗脳を解くのは我が力をもってしても困難。さらに多くの生いけ贄にえを彼かの世界へ捧ささげようというのか……このままでは……エルダーサインが無効となり、地獄の門が開いてしまう」

　何を口走ってるんだ奴は。

　さすがの十条先輩も、呆ぼう然ぜんとしている。やがて片手を上げて警備員を呼んだ。まあ、そうなるよな。

「君！　こっちへ来なさい！」

　恐らくプレシャス界から来ている警備員だろう。軽めの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ剣士と、長いローブを身にまとった魔法使い。二人の男がステージに上がった。

　さすがのひよりも大人しくステージから降りるだろう。

　──と思いきや、ひよりはにやりと微笑むと、またも謎の動きをしつつ、意味不明な呪じゆ文もんを唱えた。

「我が冒ぼう瀆とくなる力をその目に焼き付けよ。禁じられた魔の力、今こそ解放！」

　警備員の剣士が、抜ばつ剣けんして身構えた。

「まさか……本当に凄すご腕うでの魔法使いなのか？」

　しかしもう一人の警備員である魔法使いは、眉み間けんにしわを寄せる。

「だが、魔力をまったく感じない。一体、何を──」

「ファイア・バレット!!」

　そう叫ぶと、ひよりは腕を前に突つき出した。

　その瞬しゆん間かん──、

　爆ばく発はつしたような音が轟とどろき、剣士が吹ふき飛んだ。見えない巨きよ人じんに殴なぐられたかのように、その体は弧こを描えがき、ステージ下へ落下する。

　警備員の魔法使いも、十条先輩も、会場にいる全員が、何が起きたのか理解出来ない。

「……!!」

　魔法使いは我われに返ると、ひよりに向かって杖を向ける。

「バインド！」

　相手を拘こう束そくする魔法。あれをかけられると、大人の男でも、動くことは困難だ。

　──が、ひよりは圧あつ倒とう的てきなパワーで、魔法をねじ伏ふせた。拘束の魔法をものともせずにステージを駆かける。

　魔法使いは、信じられないものを見たように叫んだ。

「バカな!?　何で動ける!?」

　ひよりは一気に距きよ離りを詰つめ、魔法使いを射程に捉とらえた。

「邪じや悪あくなる魔導士よ！　我が罪深き魔法を喰くらうがいい！　アクセル・ウィザード!!」

　呪文と共に、ハンマーのような杖を振ふり上げ──、




　ぶん殴った。




　魔法使いの体は宙を飛び、剣士の隣となりに仲良く並んだ。

　会場にいる全員の、

『魔法じゃねえのかよ!?』

　というツッコミが聞こえる気がした。

　いかん。ここにいると巻き込まれそうな予感がする。

「……おい、逃にげるぞ」

「そ、そうね。あたしもそれがいいと思うわ」

「で、でも、ひよりちゃん一人で大丈夫かしら？」

「知るか。だったらマリア一人で残れ。俺は自分の身が可愛かわいい」

　俺と鶯はこっそり立ち上がると、中ちゆう腰ごしで列から抜ぬけ出そうとした。

「おおっ！　えいたんではないですか。それにマリアと、うぐぅも！」

　見つかったぁああああ！

　ギギギという音がしそうな動きでステージを見ると、ひよりが手を振っている。

「どうでしたか？　ひより、カッコ良かったです？」

　ステージの十条先輩も、聴ちよう衆しゆうも全員が俺たちに注目している。

　やべえ。

　やべえっすよ。

　これはもう逃げられない……と諦あきらめ、俺たち三人はとぼとぼとステージに上がった。

　そして俺はひよりの頭を摑つかむと、有う無むを言わさず、十条先輩に向かって頭を下げさせた。もちろん俺も。

「すみませんでした！　十条先輩！」

　顔を上げると、眉まゆを寄せた十条先輩の表情があった。

「先輩って……あなたたち、光峰勇者学校の？」

「はい……大変お騒さわがせしました」

　腕を組むと、十条先輩は何かを思い出すように難しい顔をした。

「そういえば聞いたことがあるわ……今年の生徒は、奇き跡せき的な世代だって」

　え？　それって、キセキの世代的な？

「何でも、数百年に一度の奇跡とか」

　いやあ、そこまで言われると照れますな。悪い気はしないけど。

　見ろ、鶯なんかキラキラしてる。

　そういう俺も思わずニヤけて、照れ隠しに頭をかいた。

「そ、そうですか？　そっかぁ、やっぱり学校の評価と、現場の評価は違うというか──」

「規格外の問題児が四人も揃そろった、奇跡的な悪夢の世代だって」

　……そうっすか。

　十条先輩はひよりを見つめた。

「──で、あなたは……魔ま法ほう使つかいじゃないわね。最初の剣士はどうやって倒したの？」

　ひよりはぶんぶんと首を横に振った。

「違うのです。あれはファイア・バレットという魔法で──」

　ファイア・バレットというのは炎系の初歩的な呪文だが、ひよりのは違う。

　ひよりの妄もう言げんに被かぶせて、俺が説明した。

「ここへ来る途と中ちゆうで、石でも拾ってあったんでしょう。それを投げたんです」

　十条先輩はぎょっとして訊いた。

「で、でも、吹き飛んだわよ？　石を投げたくらいで……それに、全然見えなかったし」

「命中したときには、恐らく音速を超こえていたでしょうから……」

　にわかには信じられないのか、十条先輩は啞然とした顔をしていた。やがて、震ふるえる唇くちびるで、何とか声を絞しぼり出した。

「そ、それにしても、凄い力ね。一体、どうやったの？　強化魔法かしら」

　しれっと、ひよりが返事をした。

「ひよりは人間じゃないのです。レプリカントなのです」

「レプ……え？」

　言葉の意味が理解出来ないらしく、十条先輩は口ごもった。

　俺は頭をかきながら、解説を加えた。

「あー、つまりですね、ひよりは人造人間、生体アンドロイドなんです」

「へ……人造？　アンドロイド？」

　会場全体から、

『ＳＦかよ!?』

　という総ツッコミが聞こえた気がした。

　十条先せん輩ぱいは思いっきり顔を引きつらせた。

「あ、あのね！　我々が働く世界はファンタジーよ!?　ファンタジーなの！　アンドロイドとか、世界観ぶち壊こわしもいいところだわ!!」

　俺もそう思います。

　呆あきれきったように、十条先輩は首を振った。

「……もう沢たく山さん。せっかくの講演をぶち壊しにして……最悪の後輩たちね」

　カチンときた鶯が突っかかろうと前に出た。

「なんですって!?　聞き捨てならないわ！　他ほかの三人はともかく、あたしのことは撤てつ回かいして！」

　おい！　俺たちはともかくって何だ!?　言い返すなんて骨があるなと、一瞬感心しちまったじゃねえか！

　十条先輩は腕を組み、鶯に鋭するどい視線を向けた。

「こんな公衆の面前でプレシャス様に恥はじをかかせただけでなく、母校の看板にも泥どろを塗ぬったのよ？　それは理解出来てる？」

　鶯の勢いが、一発で止められた。

「う……で、でも」

「あなたたちの噂うわさは先生方から聞いてるわ。光峰でぶっちぎりの最下位四人組。逆の意味で四天王と呼ばれてるとか」

　うちのクソ教師どもが！　勇者の職を斡あつ旋せんするどころか、逆プロモーション打ってんじゃねえよ！　事実だけど！

「この説明会に来ることよりも先にすることがあるでしょ？　今のあなたたちを採用する世界なんて、どこにもないわ。まず自分のスキルを上げ、レベルを上げること。とは言っても──」

　十条先輩は頭痛でもあるようにこめかみを押さえた。

「あなたたちじゃ、どう足搔あがいても勇者になるのは無理だと思うけど」

　その言葉は、俺たち四人の胸に突き刺ささった。

「それは……」

　言い返す言葉がなく、悲しげな表情を浮うかべるマリア。

「くっ」

　鶯は目に涙なみだを浮かべ、肩かたを震わせている。

「……」

　ひよりも肩を落とし、しょんぼりとしていた。

　十条先輩の言うことは分かる。

　恐おそらく、ほとんどの人がそう思うだろう。

　俺だって、確信を持って否定出来るわけじゃない。

　──しかし、

　肩を落とした三人の姿を見て、俺は言わずにいられなかった。

「十条先輩」

「……なにかしら？　これ以上話すことはないと思うけど」

　俺は数歩前に出て、十条先輩と向かい合った。

「確かに俺たちは最下位四天王です」

　俺は目に力を込め、十条先輩の瞳ひとみをまっすぐに見つめた。

「ですが、俺たちには夢がある。希望がある。その為ために努力する意志がある！」

「え……」

　驚おどろいたように、十条先輩は目を見開いた。

　俺は思いの丈たけをぶつけるように叫さけんだ。

「たとえ誰だれであっても、その気持ちを奪うばうことは、出来ません!!」

　十条先輩はしばらくして、深い溜ため息を吐ついた。

「……確かにそうね。言い過ぎたわ。ごめんなさい」

「え？」

　いや……そんなにあっさり謝られると、イキった俺が恥はずかしいというか。

「あなたたちを誤解していたのかも。私も先輩として、あなたたちの力になるわ」

　おおっ!?

　思わず、マリア、鶯、ひよりを振り返る。

　三人とも、真っ暗な迷めい路ろで出口を見つけたような、明るい笑え顔がおだった。

「と言っても、不正はできないからね？　傾けい向こうと対策を伝えるくらいしか出来ないけれど」

　十条先輩は親しみを込めた微笑ほほえみで、ウインクをした。

「十分ですよ。ありがとうございます！」

　なんだよ。いい先輩じゃないか。さすが、プレシャス界で活かつ躍やくするだけはある。

「早さつ速そくだけど、いま一番重宝されるのは力と体力が必要とされる職種。それと、生産職や職人のスキルアップに興味のある人ね」

　ふむふむ、なるほど。

「あなたの職種はなに？」

「えっ」

「だから、あなたの職種」

　……まあ、当然訊きかれるよな。

　ちょっと誤解されやすい職種なんで、出来ればあまり言いたくないのだが。

「どうかしたの？　まさか忘れたわけじゃないわよね」

　そんな冗じよう談だんを言われ、思わず苦笑いで応こたえた。

　いずれにしろ、勇者職を得るには言わないわけにはいかない。

　俺は覚かく悟ごを決めて、自分の職種を口にした。




「遊び人です」




「は？」

　十条先輩は、口を開けたまま固まった。

　会場にいた聴衆が、ざわざわと騒ぎ出す。

「おい……聞いたか？」

「遊び人だってよ……」

「あれってネタ枠わくだと思ったのに……本当に選せん択たくする奴やつがいたなんて」

「ってか本当に選べたんだ、遊び人」

「つかウケ狙ねらい？　自分の人生でギャグやるとか、相当だな」

「単に遊びたいだけっしょ」

「でも、レベルを上げれば上級職になる道が開けるとか……」

「都市伝説（笑）」

「仮に事実でも、遊び人仲間に入れるパーティとかないし」

　おい！

　お前ら、勝手なこと噂してんじゃねえ！

　ああっ！　十条先輩がゴミを見るような目で俺を見ている！

「ち、違ちがうんです！　ほら、時代劇とかでよくあるじゃないですか！　お殿との様さまが遊び人のフリをして、悪者を退治したり！　若い頃ころはワルだったけど、いずれ偉えらい人になるとか！　いずれ大物になるために、今は遊び人をやっておく必要があるんです！」

　俺は冷や汗あせを流しながら、必死に弁明した。

　伝われ！　俺の心!!

　うぅっ！　十条先輩の目が、腐くさったモンスターの死体を見るような目になってる!!

「そう。あなたは大義のために、敢あえて遊びに全力で努力している……というわけなのね？」

　おおっ！　本当に伝わった！

「いやあ、分かって頂けて何よりです。先輩が頭の固い、意地の悪い人でなくて良かった。ここだけの話、俺に力を貸すのは先輩にとって大正解ですよ？　いずれ俺は出世するから、そのときには先輩も優ゆう遇ぐうしてあげますよ」

　ん？　先輩のこめかみに血管が浮かび上がったような？

「ごめんなさい。頭が固くて意地が悪くて」

「へ？」

　十条先輩が氷のような笑顔で、出口を指さした。

「お帰り下さい」
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　散々だった合同勇者説明会の翌日。

　俺は都内某ぼう所しよにある、光峰勇者学校で剣けん士しの授業を受けていた。

　三十人ほどの生徒が、校庭で剣の型を練習している。

「さー次は連続攻こう撃げきのＢパターン、五セットいってみよーっ!!」

　剣士の教師は、ソードマスター武蔵むさし。本名は全然違うらしいが、忘れた。ちなみに性別は女である。なかなか美人なのだが、マッチョだ。

「いいか！　売り手市場といえど、優良世界の勇者職に就つくのは困難だ！　気合いを入れていけ！」

　背は俺より高いし、筋肉量は何倍もありそうに見える。太い腕や足、腹筋を見せつけるように、ビキニタイプのスポーツウェアを着ていた。

　かつてはマンガ家だったという異色の経歴。だが打ち切りを喰くらって、一いち念ねん発ほつ起き。なぜか勇者になってしまったそうだ。

「日ひ暮ぐれ英えい治じ！　腕うでが上がってないぞ！　マジメにやれ！」

「いや、やる気はあるんですけど！」

「頑がん張ばれ日暮！　全すべては筋肉が解決してくれる！」

「その筋肉が音を上げてます！　もう腕が上がりません。どうしたらいいですか!?」

「答えは筋肉に訊け!!」

　訊くだけ無む駄だだった。

　しかし隣となりではマリアが涼すずしい顔をして剣を振ふっているし、生徒の中には定年間近のおっさんや、主婦もいる。そんな人たちでさえ剣を振っているのに、この体ていたらく。

　我われながら情けない。

　何とか五セットを終え、肩で息をしていると、マリアがタオルを俺の頭にかけた。そしてわしわしと汗を拭ふいてゆく。

「大だい丈じよう夫ぶ？　エーちゃん」

　マリアのされるがままになりながら、何とか返事をした。

「ああ……これくらい、大したこと、ねえよ」

　マリアは聖母のように微笑んだ。

「無理しないでね。具合が悪くなったら、すぐに言うのよ？」

　休む間もなく、ソードマスター武蔵の容よう赦しやない指示が飛ぶ。

「よーし、それじゃ次は二列に並べ！　組み手をやるぞ！　勇者採用試験のつもりで本気でやれ！　鍛きたえた筋肉を存分に使え！」

　俺は手の平で額の汗を拭くと、青空と、古びた白はく亜あの校舎を見上げた。

　光峰勇者学校の施し設せつは、廃はい校こうとなった小学校を流用している。

　かつては幼い少年少女であふれていたこの学校も、今では高校生から、大学生、主婦、兼けん業ぎようを考える会社員、第二の人生を考えている定年間近のおじさんなど、あらゆる年代の人間が入り乱れた、実に怪あやしい空間になっている。

　しかもやっていることは、勇者になるための授業。

　剣や魔ま法ほうに格かく闘とう技ぎ、他ほかの世界に関する知識や、勇者として採用してもらうためのノウハウなどである。

　知らない人が見たら、狂きよう気きの集団に見えるかも知れない。

「日暮！　ぼーっとするな！　ケガをするぞ!!」

　慌あわてて俺は剣を上げる。

　組み手の相手は、四十代のおばさんだった。

「あらあら、まーまーごめんなさいね、相手がこんなおばさんで」

「あ、いえ。宜よろしくお願いします」

　剣を構えたまま軽く頭を下げる。

「はじめっ!!」

　ソードマスター武蔵の号令と共に、斬きり込んだ。




　　　　×　　×　　×




　剣士の授業の次は魔法の授業だ。

　俺は、体育館にやって来ていた。ここは特別に結界を施ほどこしてあり、強力な攻撃魔法でも吸収してくれるという安全設計。

　さっきの剣士の授業では、いい感じでおばさんに後おくれを取り、剣を叩たたき落とされた。

　しかも、おばさんの手が滑すべって、剣が俺に当たりそうになったところを、隣で組み手をしていたマリアに助けられる始末。

　そのマリアも、組み手では自分から一いつ切さい攻撃をせず、ひたすら防ぐだけだったので、消極的過ぎると怒おこられていた。ちなみにマリアの練習試合の戦績は、全て消極的態度による判定負けだ。

　俺は自分の手の平を見つめた。剣を握にぎっていた指が、まだ痺しびれている。

「やはり、体力も剣のスキルも全然変わってないな……」

「どうかしたのですか？」

　隣のひよりが俺を見上げていた。

「何でもねえよ。それよりお前の番じゃないのか？」

　体育館の端はしでは、先生が手を上げて次の準備が整ったことを知らせていた。

「そうなのです！　行ってくるのです！」

　ひよりは床ゆかに引かれた線まで、走ってゆく。

　そこから十メートル先の壁かべに掛かけられた的に向かって、基本である炎ほのおの魔法『ファイア・バレット』を放つのだ。

　的の横では、先生が早くしろと言いたげに待ち構えている。

「早くしたまえ。そんなことでは勇者職など、夢のまた夢ですよ」

　魔法の教師ウィザード宮みや本もと。男性。そして童どう貞てい。

　本人いわく、三十年童貞を守り、ついに魔法使いになったそうだ。しかし二次元の女に心を奪うばわれ、ハイウィザードへの道を断たたれた（本人談）。

　だが、三次元では童貞なので、魔法の力を完全に失うことはない……とのことだ。

　他の教師の話では、童貞と魔法使いの因果関係はないらしいので、あくまでウィザード宮本個人の感想である。

「ファイア・バレット！」

　ひよりの叫さけび声に続き、衝しよう撃げき波はと派手な破は壊かい音が轟とどろいた。

　結果は見るまでもない。

　魔法防ぼう御ぎよを施した体育館も、物理攻撃には無力だ。

　的のあった場所に、直径一メートルほどの穴が開いていた。そしてその穴、ギリギリにウィザード宮本先生の顔があった。

「き、き、きみ、きみはぁああああああああああ──っ……」

　あ、倒たおれた。

「せっ、先生──っ!?」

　慌てて他の生徒たちが駆かけ寄り、保健室に連れて行った。

　そしてひよりは、生徒指導室へとドナドナされてゆく。

　体育館に一人残った俺は、ひよりが開けた穴に向かって右手を伸のばす。

　──ファイア・バレット。

　そう心の中でつぶやく。

　体の中の魔術回路が、途と中ちゆうまで魔術式を組み立ててゆく。

　いけるか!?

　そう希望を抱いだいた瞬しゆん間かん、魔術式が崩くずれた。

　途中まで組み立てたパズルが、一気にひっくり返ったような感覚。

　俺は溜ため息を吐つくと、体育館を後にした。

「そんなに甘くないか……」

　廊ろう下かを歩き、自分の教室に向かう途中、心の中で繰くり返した。

　どんなに訓練をしても、どれだけ修しゆ行ぎようをしても、俺は剣も魔法も使えない。

　となれば、やはり遊び人を極きわめるしかない。そして──、




「大だい賢けん者じやの力を取り戻もどす」
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　この光峰勇者学校で、遊び人コースを取っているのは俺一人である。

　よってこの遊び人コースの教室にいるのは俺一人──のはずなのだが。

「マリア、鶯うぐいす、お前ら自分の教室に行かなくていいの？」

　俺は隣の席に座っているマリア、そしてその前の席にいる鶯に向かって訊きいた。

　マリアは『いそがしい朝のおべんとう』という本から顔を上げると、にっこり微笑ほほえんだ。

「うん、この時間は受けたい授業がないの」

　鶯も俺を振り返った。

「あたしも。丁度空いちゃってるのよね、この時間」

　この学校のシステムは予備校のようなもので、授業スケジュールを確かく認にんし、自分の希望する授業を行っている教室に出向き、その授業を受けることになっている。

　各科の教室はあるが、それは単なる集合場所であったり、自習や希望する授業がないときの時間つぶしの場所だったりする。

　なので、こいつらがここにいても誰だれも困らないし、文句を言う奴やつもいない。なのでこの遊び人コースの教室は、事実上俺たちパーティの専用教室になっている。

「それで、エーちゃん。遊び人のレベルの上げ方は分かったの？」

　マリアが心配そうな顔で俺を見つめた。

「いや……色々やってみてるが、いまいち分からん。遊び人だけに、バクチやゲーム、酒と女、あとは人を楽しませる芸や特技といったところだろう、とは思うんだが」

「本当にその解かい釈しやくであってるのかな……」

　マリアは眉まゆをひそめ、鶯もゴミでも見るような視線を俺に向けた。

「そうね。遊び人と言うよりは、ただの人間のクズじゃない」

「だったら、遊び人のレベルを上げる方法を教えてくれよ……」

　何年も遊び人コースを選せん択たくする生徒が皆かい無むだったので、学校側も教師を雇やとっていないし、教材すらない。

　なので、やれることと言えば、自分なりに遊び人としてのスキルを推測して、自習するしかないのが現状だ。

　……改めて考えてみると、この学校に通う意味がないような気がしてきた。

「ネットや本で知識を増やして、一人で練習してるだけだからな……確かに自分で言うのも何だが、最近自分がただのニートに思えてきた」

　実際に他の世界へ行って魔物と戦えば、勇者としての経験が積まれるので、遊び人のレベルも自動的に上がるんだが。

　マリアが難しい顔で考え込む。

「早くいい方法が見つかるといいんだけど……このままじゃ、言い訳をして遊んでいるだけのダメな人だものね」

　意外とキツいことを言われた！

　──と思ったとき、教室の扉とびらが勢いよく開いた。

「我が名はナイトメア・ロンギヌス！　悪夢の闇やみを貫つらぬき、真実の目を開かせる者！　この暁あかつきに、今こそ目覚めの呪じゆ文もんを捧ささげる!!」

　生徒指導室へドナドナされたはずのひよりが、元気よく飛び込んで来た。

　逆に俺は元気を吸い取られたように、脱だつ力りよくした。

　しかしマリアはひよりの異常行動を気にする様子もなく、母性あふれる微笑みで迎むかえた。

「ひよりちゃんは今日も元気ね」

　鶯も慣れたもので、ひよりの口上はスルー。だが、ふと気付いたような顔をする。

「あれ？　でもひより、エイジと一いつ緒しよにウィザード宮本の授業に出てたんでしょ？　ずいぶん遅おそかったわね」

　ひよりはご機き嫌げんな笑顔を俺に向け、しゅたっと手を上げた。

「えいたん、ひよりは無事釈放されたのです。祝福するといいのです」

　絶対、脱走してきただろ……こいつ。

　まあ、それはそれとして、

「何度も言うけどさ、その『えいたん』って呼び方は、何とかならないのか？」

「ならないのです」

　即そく答とうしやがった。

「あのな、『たん』ってのは、普ふ通つう可愛かわいい女の子キャラに付けるもんだ。俺みたいな男に付けるもんじゃない。それに俺の場合、英単語集にしか聞こえない」

　ひよりは席に着くと、帽ぼう子しと杖つえを隣となりの机の上に置いた。

「この時間、ひよりは自習なのです。えいたんは静かにするのです」

「スルーされた！　幼女にスルーされた上に、注意された!!」

　泣きそうになってる俺の頭を、マリアは優やさしく撫なでた。

「よしよし。エーちゃんはお兄ちゃんなんだから、ガマンしようね」

　くそう。

　……。

　思わず、ママーと叫んでマリアに泣き付きたくなった。

　……俺も自習するか。

　と言っても、俺の場合は遊び人の勉強だ。

　──となると、まずはやはり『女』からだな。

　俺は口元に欲望の笑えみを浮うかべると、どの女と遊んでやろうかと思案した。

　今日の俺は、何系の女だろうか？

　女に苦労しないのが、俺の悩なやみだ。選せん択たく肢しが多すぎて、どうにも困る。

　だが今日は──、

　ククク、やはり生意気でお堅かたいが、中身は乙女おとめなツンデレ女を口説くか。そして場合によっては、快楽堕おちさせる……それも悪くないな。フフフ……。

　というわけで、俺はカバンからノートパソコンを取り出すと、ゲームを始めた。

　とにかく積みゲーが多すぎて、全然消化出来ないのが悩みのタネだ。よし！　今日も一日、ゲームの消化にがんばるぞい。

　タイトル画面が表示され、美しく心地ここち好よいＢＧＭが流れる。

　セーブデータをロードし、黒くろ髪かみのツンデレキャラの攻こう略りやくに取りかかることにした。

　うむ、この選択肢から何を選ぶべきかという考察。そして主人公の口説き文句とヒロインの反応。実に参考になる。遊び人の自習をしてるって感じがするよな。

　ゲーム内では夏休み。ヒロインとの距きよ離りがグッと近付く、甘く切ないイベントがまさに最高潮。ああ、俺は今、海辺の街で愛する少女と──、

「えいたん。教室でエロゲーをするのはやめて欲しいのです」

「バ、バッカ！　ここは普通のシーンだろ!?　それに、エロゲーって言うなよ！　これは年ねん齢れい制限があるアドベンチャーゲームってだけだ！　それに全年齢版だって出てるから、別にエロだけじゃねーし！」

　ひよりは、じっとりした目で俺を見ている。

「……言い訳が見苦しいのです」

　こっ！　このガキャァア！

「いいか、ひより！　お前にはこの名作の価値が分かってない！　これはな、ゲームと言うよりは『文学』!!」

　ひよりは驚おどろきの表情で、俺の言葉を復唱した。

「文学！」

「ここで語られているのは、ただのシナリオではない。いわば『人生』!!」

「人生！」

「このゲームの真の価値を理解出来もせず、お前の偏へん狭きような思い込みを、あたかも真実のように語るのはやめてもらおう！」

「えいたんの人生が八千八百円ということは分かったのです」

「違ちがうよ！　そんなに安くないよ、俺の人生！　っていうか、なんでエロゲーのフルプライス価格を知ってんだ、てめえ!!」

「他ほかの教室にも迷めい惑わくなので、静かにするのです」

「スルーされた！　幼女にスルーされた上に、注意された!!」

　傷付いた心を抱かかえながら、セーブをしてノートパソコンを閉じる。そんな俺に、マリアは思い出したように訊いてきた。

「ねえ、エーちゃん。午後のインターンシップ説明会は出るの？」

「もちろんだ」

　──インターンシップ。

　それは他の世界へ実際に行き、現地の勇者に交じって、勇者の仕事を体験するというものだ。その世界への就職には有利に働くし、良い成績を残して認められれば、そのまま正式採用ということも有り得る。

　仮に正式採用されなかったとしても、経験値を積むのでレベルを上げることが出来る。

　どう転んでも美味おいしい制度なのだ。逃のがすわけにはいかない。

「分かったわ！　みんなで頑がん張ばりましょ、エーちゃん」

　神こう々ごうしい微笑みを浮かべ、マリアは言った。

「言い合ったりすることはあるけれど、みんな勇者になりたい思いは一つだもの。一緒に頑張れば、きっとうまく行くわ」

「マリア……」

　その姿が光り輝かがやいて見えた。

　マリアの言葉は清く正しく、俺の不安を消し、勇気づける。

　本当に全すべてうまく行くような気分になりそうだった。

　俺はマリアの肩かたに、ぽんと手を乗せた。

「いやいや、それはいくら何でも楽観的過ぎるだろ」

「えっ!?　そ、そう、かな？　あ、あれ？　今ので、よしやるぞーってなる雰ふん囲い気きじゃなかった？」

　俺はマリアを睨にらむと、肩を摑つかむ指先に力を加えた。

「甘いぞマリア。俺は何としても勇者になりたいんだ。その為ためなら、あらゆる手段も正当化される。単に頑張るだけじゃダメだ。どんな手を使ってでも、インターンシップ行きの切きつ符ぷを手に入れるぞ」

　多少汚きたない手を使っても、勝てば官軍。

　勝者イコール正義だ！

　ふふふと含ふくみ笑いをする俺を、マリアが怪け訝げんそうに見つめていた。

「ねえ、エーちゃん。気のせいか、悪い顔になってない？」

「気のせいだ。いいかマリア。俺は、どうしても勇者になりたい理由があるんだ」

　少し怯おびえたような声で、マリアは訊きいた。

「な、なに？」

「俺は、本当の自分を取り戻もどしたい」

「本当の……自分？」

　今まで無視を決め込んでいた鶯が顔を向けた。

「なによそれ。どういう意味？」

　──パーティ仲間であるこいつらにも打ち明けていない、俺の秘密。

　だが、こいつらは命がけの戦いの中で背中を預ける相手。そんな相手に、俺の正体を隠かくし続けることに罪悪感を覚え始めていた。

　もう打ち明けてしまおう。

　……何より、ただの役立たずで努力をしない怠たい惰だな人間と思われるのが癪しやくだ。

「実は俺はな……四大賢けん者じやと呼ばれる大賢者の一人だったんだ」

　鶯は顔を思いっきり歪ゆがめた。

「四大賢者って……なに？」

「数多あまたある世界で最高の知を有する四人だ。俺は史上最年少でその一人になった。だが、ある事件をきっかけに、俺には封ふう印いんがかけられた。その封印は、俺の力を凡ぼん人じん以下に抑おさえるリミッターだ」

「……」

　全員言葉を失ったように黙だまり込んだ。

　無理もない。あまりにも衝しよう撃げき的な秘密を告白したんだからな。

　マリアと鶯は、困ったような顔でお互たがいにチラチラと視線を交かわした。

　ん？　何だ、この反応は？

　こほんと鶯は咳せき払ばらいをした。

「えー……えっと、だからエイジは、剣けんも魔ま法ほうもダメダメだ……ってこと？」

「そうハッキリ言われるとアレだが、まあそうだ。技わざや魔法だけじゃない。体力も、知力も、心の広さもな。だから、本当の俺の実力はこんなものじゃないんだ！　勇者として経験を積み、再び賢者となる資格を得たとき、俺の封印は解除されるんだ！」

　強く握にぎった俺の拳こぶしを、ひよりが小さな手でがしっと握りしめた。

「ひより？」

　目をキラキラ輝かせ、ひよりが仲間を見るような目で俺を見ている。

「えいたんは、やはりこちら側の人間だったのです。ひよりもかつて世界を破は滅めつさせた五大魔法使いの一人で──」

　俺はひよりの手を振ふり払はらった。

「ちっ、違う！　俺は中二病じゃない！　事実なんだ、本当なんだよ！」

　気の毒そうな瞳ひとみでマリアは俺を見つめた。

「エーちゃん……」

「なっ、何でそんな目で見る!?　お、俺は勇者として経験値を積み、賢者になる資格を得られたとき、俺にかかっているリミッターが解除されるんだ！」

　マリアは微び妙みような微笑ほほえみを浮かべると、困ったように言った。

「あのね、趣しゆ味みに口出しするのは良くないかな、とは思うんだけど……エーちゃんはもう十六歳だし、その……そういった中二病みたいな遊びは、そろそろ卒業してもいいかな？って思うの」

「い、いや本当なんだ。な？　鶯、お前なら分かってくれるよな」

　こいつはチョロイからな。多分、簡単に信じるはずだ。

　しかし鶯は白けたまなざしで、俺を見つめた。

「だったら、もう少し信しん憑ぴよう性せいのある話にしなさいよ。最年少で大賢者って……賢者になったとき、あんた幾いくつよ？　何座の黄金ゴールド聖闘士セイントなの？」

　くっそぉおお、バカにしやがって鶯め！　頭から信用していやがらねえ！

「信じられないのは分かる！　でもな、時には現実ってのは、小説やマンガよりも奇きなるものなんだよ！」

　俺の熱弁も空むなしく、教室には微妙な空気が漂ただよった。

　その雰囲気は喩たとえるなら、冴さえないけど普ふ通つうの人間だと思っていた仲間が、突とつ然ぜん電波な発言をし始めて大いに戸と惑まどっている──とでも言おうか。

　喩えというか、そのまんまだけど。

　マリアはその空気をフォローするように、明るい声を出した。

「ちょ、ちょっと早いけど、インターンシップの説明会をする教室へ行きましょ？」

「そうね……」

　三人はがたがたと椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「えいたんも行くのです！　同志として！」

「……はい」

　一大決心をして打ち明けた秘密は、まったく信用されなかった。
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　インターンシップの説明会は、百人以上が入れる大教室で行われる。

　開始十分前には席はあらかた埋うまり、立ち見が出そうな勢いだった。結構早く来たにもかかわらず、俺たちは真ん中よりやや後ろ辺りの席だった。

　周りを見回すと、俺たちみたいな高校生から定年を過ぎたサラリーマンまで、色々な世代の人間が集まっている。

「どんなお話をするのかしら？　ちょっとドキドキするわね」

　俺の左側で吞気のんきに微笑むマリアに、俺は釘くぎを刺さした。

「ちゃんと話を聞けよ？　一番肝かん心じんなのは、インターンシップの選考方法だ。どんな基準でインターンシップに参加するパーティを選ぶのか……それが勝利のカギだ」

　右みぎ隣どなりの鶯が、ふっと鼻で笑う。

「どんな選考方法が待ち受けていようと、このあたしが全てなぎ払ってやるわよ」

「お前は勝利のカギまでなぎ払いそうだけどな……」

　ごすごすと肘ひじ打ちをしてくる鶯と小こ競ぜり合いをしていると、マリアの向こうに座っているひよりが教室の扉とびらを指さした。

「先生が来たのです」

　扉を開けて、ビキニ・アーマーが入って来た。

　いや、入って来たのは、ビキニ・アーマーを着たアラフォーの女教師、勇者一いつ般ぱん教養担当の草くさ薙なぎミレイ先生だ。ビキニ・アーマーのインパクトが強くて、本人よりも装備が優先して認にん識しきされた。ちなみにミレイは、漢字で美み麗れいと書くらしい。

　二十数年前に女剣けん士しとして活かつ躍やくしていたという、この業界における草分けの一人である。

　当時はまだ、ごく一部の人が強ごう引いんに他の世界へ召しよう喚かんされていたらしい。そんな初期の時代を知る貴重な人材であり、ある意味レジェンドだ。

　今でも美しく、体の線もそれほど崩くずれていない。あの歳としでビキニ・アーマーとか、ババア無理すんな、と言いたいところだが、むしろ年期を重ねて熟成された色っぽさが匂におい立つようだった。

　ミレイ先生は教室を見み渡わたすと、満足そうに微笑んだ。

「かなり多くの生徒が集まっていますね。皆みなさん意欲的で、先生も嬉うれしく思います」

　声は少し気だるげで、そこがまた色っぽい。

「皆さんには一人でも多く、優良世界の勇者になって欲しい──それが学校の希望でもあります。皆さんの就職率が我が校の評価となりますので、ぜひ頑張って頂きたいのです。このインターンシップも有効に活用して下さい」

　ストレートな本音だった。ま、建前でお茶を濁にごされるよりは、ずっといい。

「それでは、インターンシップの説明ですが──その前に、世界とは何かについて、改めて確認しておきましょう」

　部屋の照明が暗くなり、正面のスクリーンに画像が映し出された。それは神様と世界、そしてそこに住む人々と勇者の関係を図解したものだ。

　世界という大きな枠わくの中に、神様を頂点とした図が描かかれている。

「神様はそれぞれの世界を運営しています。その目的は、その世界に暮らす人々の満足度を上げること。人々の世界への愛情が神様への信しん仰こう心となり、それは神様自身の力となります」

　それは神様同士のパワーゲーム。他ほかの神様よりも強大で、地位の高い神になろうと躍やつ起きになっているのだ。

　それはある意味、企き業ぎようがお互いにより多くの利益を挙げようと躍起になっているのに似ている。

「世界とは大企業に喩えることが出来ます。神様は株主であり、社長。世界に住む人々はお客様。そして勇者は──社員！」

　正式採用される勇者は、いわば正社員。

　他にも、業務委い託たくという形で仕事を受けるフリーの勇者もいる。

　だが、最初からフリーで仕事をする勇者はまずいない。大たい抵ていは、いずれかの世界で勇者としての名声を得てから独立。そして過去の実績を看板にして、他の世界からの依い頼らいを受託するのだ。

「君たちが目指す勇者とは、神様の指示に従い、人々の幸せのために働く神の僕しもべ。しかしそれを妨ぼう害がいし、神様が運営する世界を乗っ取ろうとする者たちがいます。すなわち──悪魔」

　スクリーンに映し出される図に、悪魔の勢力が割り込んできた。

「悪魔は魔物やモンスターといった手下を使い、神が運営する世界に乗っ取りを仕し掛かけます。世界が荒こう廃はいし、人々がその世界に絶望すると、負の感情が生まれます。その負の感情は悪魔たちの力となるのです」

　そうなると同時に信仰心も失われ、神は自らの世界の所有権を失ってしまう。

　人々というシェアをどれだけ獲かく得とく出来るか、という企業間の競争のようなものだ。

「あなたたちの仕事は、神の命に従い、人々の幸せと満足のために尽つくすこと。そして世界の乗っ取りを企たくらむ悪魔の手先を退けることです。その現場を肌はだで感じて欲しい。それこそが、インターンシップの目的です」

　集まっている生徒たちは、みな神妙な顔でミレイ先生の話に耳を傾かたむけていた。ミレイ先生は満足そうにうなずくと、話題を変えた。

「皆さんの中には、アルバイトなどで他の世界へ行ったことがある人もいるでしょう。ですが、アルバイトや旅行で訪おとずれるのと、勇者として働くのでは、話が大きく違ちがいます。良いですか？　ファンタジー世界は甘くありません」

　ミレイ先生の声のトーンが低くなり、その凄すご味みに俺たちの背中に冷たいものが走る。

「我われ々われがいる世界とは、習慣も常識も価値観も違います。そして常に危険と隣となり合わせの生活が待っています。私も若い頃ころは……」

　遠い目をするミレイ先生を、俺たちは息を詰つめて見守った。

「それはもう、ひどい目に遭あいました」

　俺たちはごくりと喉のどを鳴らした。

「女剣士と聞いて、皆さんが想像するようなことは全すべてされました。それはもう、思い付く限りの、凄いことを……」

　再びごくりと喉が鳴る音が響ひびいた。主に男子生徒の。

「触しよく手しゆ、オーク、その他あらゆるモンスターによる、とても口に出して言えないような責め苦……そして、監かん禁きん、拷ごう問もん、調教……ありとあらゆる辱はずかしめ……」

　教室内の温度が上がった気がした。恐きよう怖ふのためか、もぞもぞと身をよじる者が多い。主に男子生徒に。

「特に当時は今のように制度が整っていない、まさに無法地帯。あぁん……今思い出しても、体が熱くなります♥」

　……このレジェンドは、本当に大だい丈じよう夫ぶなレジェンドなのか？

　出来ることなら、夜中に一人っきりで聞きたい感じの話だ。

　こんな時、女子と一いつ緒しよというのは実に気まずい。俺はちらりとマリアの方を見た。

「先生……お気の毒に」

　かすかに涙なみだぐんでいた。素す直なおに不幸な身の上に同情しているようだ。その向こうにいるひよりは、何のことか分かっていないのか、無表情。

　そして反対側を向くと、鶯が耳まで真っ赤にして、涙目で震ふるえていた。頭の周りに、かすかに青白い放電現象が起きている。

「な、なんて……いやらしい、不潔……ち、調教？　辱め？　なんて、淫みだらな！」

　こいつはエロい話が苦手だからなあ……。

　とはいえ、あのレジェンドは確かにエロい。

　かすかに上気し、汗あせばんだ色っぽい顔で、ミレイ先生は話を続けていた。

「──そのような困難が訪れたとき、何があなたの身を救ってくれるのでしょう？　それは対話する力、コミュニケーション能力です」

　成る程ほど……囚とらわれの身になっても、交こう渉しよう力で切り抜ぬけることが出来るということか。

　さすが、ただエロいだけのレジェンドじゃないらしいな。

「それではインターンシップの選せん抜ばつ方法について、具体的に説明します」

　やっときたな！　一番重要な点だ！　エロトークが始まったときは、どうなるかとヒヤヒヤしたぜ！

　ミレイ先生は鋭するどいまなざしで、俺たち学生を見渡した。

「いいですか？　これは基本かつ不可欠なものです。これなくして、どんな冒ぼう険けんもクエストも成し得ません」

　ミレイ先生はチョークを持つと、黒板に大きく文字を書いた。

「な!?」

　その文字を見たとき、俺は息を吞のんだ。




『村人に話を聞こう』




「歩いている人に話しかけ、そこが何という村か聞き出して下さい。そして、噂うわさ話ばなしを集めてみましょう。インターンシップ行きは、その成果を見て判定します」

　教室の空気が死んだ。

　だがミレイ先生は、呆ぼう然ぜんとする学生たちなど気にも留めない。

「どんな冒険でもまずここから始めます。これが出来なければ、話が進みませんので、しっかり実習してきて下さい」

　舐なめてんのか、このレジェンド。
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　バカバカしい課題だと思っても、やらざるを得ない。

　俺たちは学校を出ると、最も寄よりのＪＲの駅へ行き、電車に乗った。

　言うまでもないが、勇者装備のままである。

　ただ、マリアの剣『ミレニアムマリアージュ』だけは学校のロッカーに置いてきた。銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで捕つかまりたくないからな。

　それでも俺たちの格好は目立つ。異常に目立つ。

　現在、車両内の視線を俺たちが独り占じめ。そして、ひそひそと囁ささやく声が聞こえてんだよ、こんちくしょう。

「ねえ……あれ何？　コスプレ？」

「あれじゃない？　ほら、勇者とかいう職業って」

「えっ!?　専門学校に入学させられて、そこで洗脳された挙げ句、紛ふん争そう地帯に傭よう兵へいとして送られるっていう、あの？」

　どういう解かい釈しやくしてやがんだ。

　だが、あながち間違っていないような気もしてくるのが……ちょっと微び妙みよう。

　俺はあまり気にしないようにして、みんなに話題を振ふった。

「ミレイ先生だけど、やっぱレジェンドって言っても……時代を感じるな」

　すると、鶯うぐいすがすぐに同意した。

「ホントよ。今どき村人に話しかけて、『ここは何々の村です』とかないわよね」

　ミレイ先生は、本当に別の世界へ行っていたのか、単に当時のＲロール・ＰプレイングＧ・ゲームとエロゲーをやり込んでいた人なのか、少々疑わしい。

「で、でも、簡単そうな実習で良かったじゃない」

　マリアが何とかフォローしようと、微妙な微笑ほほえみを浮うかべていた。

「そうね。でもこんな簡単な課題じゃ、他のパーティと差なんて付かないんじゃないかしら？」

「確かになあ……」

　窓の外をぼんやり眺ながめていると、秋葉原の駅が近付いて来た。

「あ、アキバ。ねえ、ここで実習しない？」

　わくわくした声で鶯が提案した。

「うぐぅは秋葉原が好きなのです。やはりオタクの血が騒さわぐのですか？」

「オ、オタクじゃないわよ！　普ふ段だん見ないような物がいっぱいあって、何だか面おも白しろそうなだけよ。それと、変な呼び方やめて！　ウグイスって、ちゃんと最後まで言い切ってよ！」

「それで、えいたん。どこまで行くのです？」

「無視しないで！　無視しないでよ！　無視されるのが一番つらいの！」

　つり革かわに届かないひよりは、俺の服の裾すそを摑つかんでいる。

「やっぱ人の多そうなところで、冒険の始まりにふさわしい、いかにもスタート地点っぽいところだな……とすると」

　俺たちは東京駅で電車を降りた。

　全ての鉄道の起点。地方からやって来る人のスタート地点……みたいなイメージで。

　しかし、普段は使わない駅なので勝手が分からない。人波に流されるように歩いていると、地下の改札口から地下街へ出た。

「やたら広い地下街だな……」

　どこまで行っても、両側に店が続いている。当てもなくさ迷っていると、また元の場所に戻もどってきてしまった。

　少し圧あつ倒とうされたように、鶯がつぶやく。

「何だかダンジョン感があるわね……ちょっと人が多いけど」

　しかしマリアだけは、さっきから目を輝かがやかせてテンションＭＡＸ。

「お店がいっぱいね！　あ、食品売り場を見ていってもいいかしら!?」

「あ、ああ。別にいいんじゃないか？」

　そう答えると、マリアは一人で食品売り場へ走って行った。

　とはいえ、いま夕飯のおかずとか買われても、そんなもんぶら下げて実習じゃ締しまらない。一応、マリアに釘くぎを刺さしておかないとな。

　俺たちはマリアの後を追って、食品売り場へ向かった。

　──が、すぐにマリアが険しい顔で戻って来た。冷や汗を流し、顔色も蒼あおい。

　ぞくっと、俺の中で緊きん張ちよう感かんが一気に高まる。

「どうかしたのか!?」

　まさかと思うが、こんなところでモンスターか何かが──、

「高いわ!!」

　緊張感が音を立てて崩くずれた。

「近所のスーパーと比べて、全然高いの！　何でこんなに値段が違ちがうのかしら!?」

「……落ち着け、マリア。ここは一等地だ。ある意味観光地のようなものだし、高級志向な店が多い。近所のスーパーと値段が違っていて当然だ。それとお店の人に迷めい惑わくがかかるから、『高い』を連呼するな」

「そ、そうなの？　ごめんなさい、私取り乱しちゃって……」

　マリアは乱れた髪かみを整えるように、手ぐしで梳すいた。

「マルエツやイトーヨーカドーと随ずい分ぶんと違うのね……でも、お願いしたら、安くなったりしないかしら？」

「頼たのむからやめてくれ。恥はずかしい」

「ていうか、マリアってスーパーで買い物とかするのね」

　意外そうな鶯に、マリアは楽しそうな笑え顔がおで応こたえた。

「ええ。特売チラシのチェックは欠かせないわ」

　何なんだ、この主婦力。

　いつも思うが、マリアの私生活ってどんななんだ。

「ここは危険だから近付かないようにしましょ。それじゃエーちゃん、いよいよ実習ね」

「ああ……人に話しかけて、話を聞けばいいだけだからな。さっさと済ますか」

　俺たちは通路の真ん中へ立ち、こちらへ向かって歩いてくる男の人に話しかけた。

「あの、すみませ──」

　──ん？

　ささっと避よけられた。

　俺は女の人に向かって話しかける。

「あのー、ちょっといいですか？」

　今度も俺たちを避けて、足早に横を通り過ぎてゆく。

　そこで、はたと気が付いた。

　人の流れが、俺たちを避けて流れている。

　こっちから近付いてゆくと、目を合わせないように顔を背そむけ、大きく進路を変えて離はなれてゆく。

「なあ、これって……避けられてる、よな？」

　鶯がジト目で俺を睨にらんだ。

「エイジ、あんたが飢うえた犬みたいに目をギラギラさせてるせいじゃないの？」

「そんな目、してねえだろ」

「してるわよ。たまにあたしの胸とかスカートの裾とかチラチラ見てるときとか」

「なっ……ば、バカ言ってんじゃねーよ！　見てねーし。そんなん見てねーし!!」

　だが鶯はさらに眉み間けんにしわを寄せ、疑わしい視線を強めた。

「それと、マリアの体を舐めまわすように見てるときとか。あれは完全に性犯罪者の目ね」

「だっ、だから、ちげーって！　おい、マリア！　信用するなよ。信用すんなよ」

　マリアは頰ほおを赤らめ、恥ずかしそうに身をよじっていた。

「もう、エーちゃんったら。お母さん恥ずかしいわ」

　周囲の通行人が、一いつ瞬しゆん足を止めた。

「余計なことを言うな！　ややこしくなるだろうが！」

「でも、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るくらいならいいわよ？」

　通行人の好こう奇きの視線が俺とマリアに向けられた。

「いいから黙だまっててくれ！　色々誤解されるから！　危険だから！」

　とにかく誰だれでもいいから通行人を捕まえないと話にならない。

　ＲＰＧなら簡単なことが、何で現実ではこんなに難しいんだ。

　いや、ＲＰＧでも、話しかけようとしたタイミングで村人が動いて、空から振ぶりすることはあるが……あれって地味にムカつくんだよな、って話はどうでもいい。

「よし、この際誰でもいい。とっ捕まえて、無む理り矢や理り聞き出すぞ」

　俺の言葉に、周囲の通行人に戦せん慄りつが走った──ような気がした。

　その感覚を裏付けるように、次の瞬間蜘蛛くもの子を散らすように、俺たちの周りから人がいなくなった。

「追うぞ！」

　そう叫さけぶと、俺は走り出した。

「ちょ、待ってよ！」

　鶯とマリアが追いかけてくる。ひよりがあっという間に俺に並んだ。さすが。

「よし！　獲え物ものを捕とらえるぞ、ひより！」

「かしこま！」

　そのやり取りが聞こえたのか、逃にげ惑まどう人たちから悲鳴が上がる。

「勇者よぉおおおおおおおおおおおおおおお！」

「頭のおかしい奴やつが来るぞぉおおおおおおお！」

　お前ら、ふざけんな！　本当にぶっ殺して経験値にしてやんぞ!?

　ＯＬ風のお姉さんを捕まえようと手を伸のばしたとき──、

「ちょっと！　君たち、なにやってんだ!?」

　野太い声に、俺は足を止めた。

　振り向くと、警備員が二人立っていた。

「ここで何してるの？　その変な格好は何？」

　あーくそ、面めん倒どうだな。

　警備員や警察に咎とがめられる前に、さっさと済ませたかったのだが。

　俺は懐ふところから、光峰勇者学校の生徒手帳を取り出して見せた。

　警備員は、何の学校か分からないらしかったが、もう一人が気付いたような声を上げた。

「あーこれあれですよ。前にちょっとニュースになった、勇者の養成学校とか」

「ああ、あの夢見がちな奴をだまくらかして、職業訓練と称しようしてどっかの国へ送り込んで劣れつ悪あくな条件で強制労働させるって詐さ欺ぎまがいな、あれか……」

　……どいつもこいつも、自分が理解しやすいように解釈を曲げすぎ。

　だが、その解釈を信じ切っている警備員は、わざとらしく俺たちを頭の先から足の先まで、舐なめるように見つめた。

「まあ、ちょっと一緒に来てもらおうか。騒ぎを起こした原因を詳くわしく聞かせてもらうから。場合によっては警察にも──」

「よし！　逃げろ!!」

　俺たちは全力疾しつ走そうでにげだした！




　　　　×　　×　　×




　俺たちは何とか警備員を振ふり切り、地上に脱だつ出しゆつした。

　息を切らしてへたり込む。もーだめ。これ以上走れない。

　鶯も四つん這ばいになって、ぜーぜーと荒あらい息を吐はいていた。

「ま、まったく……たかが村の名前を訊きくくらいで、な、何で……こんな苦労しなきゃならないのよ」

「そ、そうね……意外と難しかったのね。誤解してたわ」

「いや、そもそもがだな……この世界で、あんなＲＰＧっぽいことをやらせようってのが無理なんだよ。どうせなら、他ほかの世界へ転送でもしてくれってんだ」

「で、でもエーちゃん……このままじゃ課題がこなせないわ」

「ああ、確かに……どうするか──」

　再び考え込んだとき、ひよりの姿が見えないことに気が付いた。

「あれ？　ひよりは？」

　辺りを見回してもどこにもいない。

「あ、あそこじゃない？」

　鶯の指さした先に、大きな帽ぼう子しと大きな杖つえを持った子供の姿があった。

　駅前に交番があり、そこに立っている警官に向かって──、

「って!?　なにやってんだ、あいつはぁあああああ!?」

　俺はひよりに向かって、全速力でダッシュ。

「ひより！」

　俺の声に、ひよりが振り向いた。

「おお、えいたん。こいつずっとここに立ってるのです。だから、きっとこの村に詳しいのです。こいつに訊くといいのです」

　あからさまに不ふ審しんそうな目をしている警官に、俺は愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「何でもないんです！　目を離した隙すきに、ちょっとこの子が……お騒さわがせしました！」

　ひよりと手をつなぎ、立ち去ろうとした俺の肩かたを、警官が摑つかんだ。

「ちょっと待って。君たちここで何をしてるの？　それにこの子の両親は？　君はどういう関係なの？」

　一度に質問しすぎだこの野や郎ろう！　こっちが質問するはずなのに、なんでお前に答えなきゃならねーんだよ！　お前がＮＰＣ役なんだからさ！　身の程ほどを知れよ警官！

　──ってことを言いたいが、言えるはずもない。

　どうやって国家権力に対たい抗こうしたらいいんだ？

　いや、よく考えろ日ひ暮ぐれ英えい治じ。他の世界へ行ったときでも、こういったケースはある。その国の衛兵に絡からまれるなんて、よくある展開だ。

　そう、俺なら打開策を思い付くはずだ。思考回路を全すべて開き、頭の回転数を上げて処理速度を上げるんだ。

　──かつての俺なら、そのくらい。

「……」

「何で黙ってるの。聞こえてんの？　怪あやしいな、君たち」

　顔をしかめて、警官が吐き捨てるように言った。

　やべぇえええええええええええええええええ！　全然、何も思い付かねえ！

　くそう！　やっぱ、知力にも制限がかかってるせいか!?　頭の中がフリーズしたみたいだ!!

　業ごうを煮にやした警官は、無線機で何事かを連れん絡らくし始めた。

　もうダメだ！

　こうなったら最後の手段だ！

「逃げるぞ！　ひより!!」

　俺は警官に背を向け走り出そうとした──が、腕うでを摑まれ捻ひねり上げられる。

「うおっ!?　って、痛いてててててててっ!!」

「大人しくしろ！　お前、この子を誘ゆう拐かいでもしたんじゃないだろうな!?」

　だが、次の瞬間。

「アクセル・ウィザード!!」

　ひよりの魔ま法ほう（物理）が炸さく裂れつした。

「ぐおぅっ!?」

　被ひ害がい者しやと思った幼女にぶん殴なぐられ、警官が空を飛んだ。

　警官の体は大きく弧こを描えがき、もんどり打って地面に落ちた。その警官を指さし、ひよりが叫ぶ。

「あいつ、えいたんを誘拐しようとしたのです！　おまわりさん！　おまわりさんを呼ぶのです！」

　俺はひよりを小こ脇わきに抱かかえると、全力疾走で逃げ出した。

　驚おどろいた顔をしている鶯とマリアの横を素す通どおりし、信号の変わりかけた横断歩道を渡わたる。

「ちょっと待ってよ！」

「な、何があったの？　エーちゃん」

　後ろから、鶯とマリアが追いかけてきた。

「いいから逃げろ！　捕つかまったらシャレになんねーぞ！」

　俺はこの地を去るべく、ビルの谷間をダッシュした。通行人が俺たちを見て、何事かと目を丸くしているが気にしている余よ裕ゆうはない。

「誘拐なのです！　人さらいなのです！　警察を呼ぶのです！」

「黙ってろ！　この状態だと、俺が誘拐犯にしか見えねえ！」

　その後、さんざん道に迷った挙げ句、やっとのことで他の駅に辿たどり着き、東京駅から離り脱だつした。
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　──翌日。

　高評価を受けてインターンシップを獲かく得とくするどころか、しこたま怒おこられた。

　どうやら地下街の警備会社と警察から苦情が来たらしい。やはり息の根を止めておくべきだったと後こう悔かいした。

　そんなわけで今日は補習である。

　人々と話し、交こう渉しようして、説得する──という追加課題をこなすため、俺と鶯は、初めて訪おとずれた住宅街を一いつ軒けん一軒回っていた。

　実際に他の世界へ行ったとき、パーティメンバーを現地調達したり、必要のないアイテムを道具屋に売ったりするときに必ひつ須すなスキルだからだ──と、説明された。

「鶯、次はこの家にするか」

「好きにすれば？　次はエイジの番なんだから」

　不ふ機き嫌げんオーラ全開で鶯は答えた。

　無理もない。俺だって、かなりフラストレーションが溜たまっている。しかし、そんなことは顔には出さず、俺は呼び鈴りんを押した。

『はーい』

　インターホンのスピーカーから、いかにも主婦っぽい声が返事をした。

「すみません。わたくし、光峰教育振しん興こう会から来ました。本日は特別に、訪問販はん売ばいのみでご提供の商品をご案内に参りました」

　──そう。

　補習の内容は、相手の家に押しかけ、話をして、交渉をし、説得をして、相手にアイテムを売りつけるというものである。

　──早い話が訪問販売だった。

『結構です』

　プツッと音がして、インターホンが切られた。

「畜ちく生しよう！　このババア！　顔も出しやがらねえのかよ!?　せめて話ぐらい聞きやがれ！」

　怒いかりを吐き出すと、少し気が晴れた。

「今のは最速記録だったんじゃない？」

　鶯がニヤニヤしながら煽あおってくる。

「それを言うなら、二軒前の返事すらしてくれなかったお前のが最速じゃねえか」

「あれは留守だったのよ！」

　カッとなって鶯が怒ど鳴なった。

　だが俺は、小こ馬ば鹿かにしたような態度でさらに鶯を煽る。

「いいや、居たね。居留守だね。絶対」

「それならその前の家だって居留守だったわ！」

　この野郎っ、生意気に反はん撃げきして来やがった！

「ち、ちげーよ！　あれは本当に留守だったんだよ！」

　しばらく不毛な言い合いをした後、お互たがい肩で息をすると、深い溜め息を吐ついた。

　そして無言のまま、鶯は次の家の呼び鈴を押した。

『はい？』

　若い男の声だった。

「よく聞きなさい、もったいなくもこのあたし、初はつ音ね鶯様が来てやったわ。話があるから、さっさと扉とびらを開けなさい」

『え？　女の子？　ちょ、ちょっと待って』

　家の中から、ドタドタという足音が聞こえてくる。

　鶯の奴やつめ、もしかして当たりを引いたか？　若い男なら、鶯の見た目で騙だまされるかも知れないしな……。

　一つでも売れれば嬉うれしいが、鶯に負けるのは腹立たしい。

　そんなことを悶もん々もんと考えていると、ドアが開き、見た感じ三十代の男が現れた。無ぶ精しよう髭ひげを生やし、染しみの付いたスエット上下。くつろいでいたところに不意打ちを食くらった感がハンパない。人を見かけで判断してはいけないが、実にニートが似合いそうな人だ。

　そのニートは……って、勝手にニート認にん定ていして申し訳ないが、呼びづらいので許して欲しい。で、そのニートは鶯の顔に見み惚とれていたが、俺が連れだと分かってあからさまに渋しぶい顔をした。

「なに？　今日は特にお願いしてないけど」

　何を言っているのか分からず、鶯は顔をしかめた。

「は？」

「だから、デリヘル頼たのんでないけど」

　鶯の顔が耳まで真っ赤になった。

「バッ、バッカじゃないの!?　このあたしをふ、風ふう俗ぞく……と間ま違ちがえるだなんて！　最大級の雷かみなりを落として、家ごと燃やすわよ!?」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめ、必死になって笑いを堪こらえた。それはもう、爪つめが手の平に食い込むんじゃないかと思うくらいにいてててて。

　ニートは警けい戒かい心しんも露あらわに、鶯と俺をジロジロと見た。

「えっと……じゃあ、何の用？　っていうか、君は誰だれ？」

「光峰勇者学校の初音鶯よ。特別に魅み力りよく的な商品を持ってきてあげたわ。あんたなんかにはもったいないけど、特別なんだからね！」

「ツンデレ？」

「そういうんじゃないわよ！」

　鶯は俺のことを、キッと睨にらんだ。

「ねえエイジ、何なのアイツ。何か、凄すごくやりづらいんだけど」

「顔を出して話を聞いてくれるだけマシだ。つか、今までで一番買ってくれる可能性が高いぞ？　頑がん張ばれ」

「う……わ、分かったわよ」

　鶯は門を開け、ニートが顔を覗のぞかせているドアまで近付いた。

「今回紹しよう介かいする商品は、勉強、ビジネス、あらゆる面で役に立つ、素晴らしい教材よ。これがあればニートから脱出なんてカンタン。一流企き業ぎようへの就職も夢じゃないわ！」

　一応客なんだから、ニート呼ばわりはやめろ。心の中で思うだけにしておけ。

「へ、へえ……君が先生なの？　君と話が出来るなら考えてもいいかな……」

「月々三千八百円のところ、今なら特別ご奉ほう仕し価格、三千円ぽっきり！　しかも初月はなんと無料よ！　本当、今だけのチャンスなんだから」

「へえ……ところで、商品って何なの？」

「ペン字の通信教育よ！　この道何十年というベテランが赤ペン指導をしてくれるわ!!」

　音を立てて扉が閉じられた。
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　日が暮れた頃ころ、ファミレスでマリア＆ひより組と合流した。

　奥の四人席に案内され、俺の右側にマリア、向かいにひより、斜ななめ前が鶯という配置で座る。

　そして晩飯を食べながら、一日のストレスを発散した。

「あーっもう、ムカつくわねっ！　このあたしが売ってあげてるんだから、ありがたく買えっていうのよ！」

　オムライスを食べる代わりに、鶯は口から不満を吐はき出した。

「でもお前はまだ話を聞いてくれる奴がいただけマシだ。俺なんか、顔を拝めたのは二軒だけだぞ」

「売れなきゃ意味がないじゃない！　むしろ、説明しただけ損した気分になるわ！　あたしドリンクバー行ってくる！」

　鶯はグラスを摑つかむと、足早にドリンクバーへ向かった。

「……そもそも、訪問販売でペン字の通信教育を売れってのが無理なんだよな……マリア、そっちはどうだった？」

　マリアたちが売っていたのはペン字の通信教育ではなく、水だ。契けい約やくすると、毎月配達されてくるタイプの。

　くるくるとトマトクリームのパスタをフォークで巻きながら、マリアが答えた。

「三件、契約が取れたわ」

「マジか!?　すげえな」

　ひよりがフォークを持った手をぴしっと上げた。

「すごいのです。ひよりの魔ま法ほうのおかげなのです」

「ひよりちゃん、お行ぎよう儀ぎが悪いわよ。ほら、ハンバーグが冷める前に食べましょうね」

「おお！　温かいうちがおいしいのです！　すぐに対処するのです」

　再び、ひよりはデラックスハンバーグステーキの退治に取りかかる。

　俺はスタミナ肉セットの最後の肉を口に入れると、白米をかき込んだ。ふう、ごちそうさま。

「やっぱ、まだ水の方が売れるよな……ペン字の通信教育より」

「そうね、それと『若いのに大変ね』って、みんな優やさしくしてくれたわ」

「ひよりもお菓か子しもらったのです！」

　……なるほど。子供を連れた、若いお母さんと勘かん違ちがいされたのか。いかにも訳ありで、苦労してるんだろうなあ……と、同情をして財さい布ふの紐ひもが緩ゆるんだに違いない。

「ひよりちゃん、よかったわね。あ、にんじんも残さず食べましょう？」

「もちろんなのです。にんじんは甘くておいしいのです」

　横を通り過ぎるおばさんが、マリアとひよりのやり取りを見て微笑ほほえんでいる。しかも俺と目が合うと、軽く会え釈しやくをして店を出て行く。

　……どういう関係と思われたのだろうか？

　ひよりは、ハンバーグステーキを平らげ、満足そうにお腹なかをぽんぽん叩たたいている。

「そういえばひより。レプリカントって人間と同じメシで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「もちろんなのです」

「そうか。まあ、無理して食ってるわけじゃないならいいんだけど」

「でもたくさん働いたり、たくさん魔法を使ったりすると、お腹が空すくのです」

　俺はひよりの魔法（物理）の破は壊かい力を思い出した。

「確かに人間の運動エネルギーに換かん算さんすると、消費カロリーとか凄そうだもんな。まあ、さすがは戦せん闘とう用レプリカントといったところか」

「えいたん、それは違うのです」

　ひよりは俺を見上げた。

「違う？」

「ひよりは戦闘用ではないのです」

　え……？

「あんなすげえスピードとパワーなのに？　戦闘用じゃないの？」

　ひよりは、自分の二の腕うでを俺に見せるように体をよじった。

「これがひよりの型式番号なのです」

　それは一見日焼け跡あとのように刻まれた文字だった。

　──『Ｎ─０７』

「それが型式番号？」

　レプリカントといえば、やっぱりブレードランナー。それでＮといえば劇中に出てくるネクサス型レプリカントのことだろう。

「ネクサス７型……？」

　確か、子供を作れるタイプって設定だったような……？

「え!?　ってことはひよりって妊にん娠しん出来るの!?」

　ちょっと待って、これ超ちよう重要な問題。つか、この外見で子作り可能とかヤバくない？

「違うのです」

「がっかりだ！」

　俺の興奮は一いつ瞬しゆん燃え上がって、すぐに燃え尽つきた。

　まあ、ひよりが子作り可能だから何だというわけでもないが、なんか少しほっとしたような、ちょっと複雑な気持ちだった。

「確かにひよりは子作り可能ですが、ねくさすとやらではないのです」

「うそ!?　マジで!?　子作りできんの!?　ホントに孕はらめるの!?」

「ひよりは高性能なのです」

　何だよそれ!?　テクノロジー万ばん歳ざい!!　マジでアガるわ！　生身の女がいらない未来が、いつの間にかやって来ていたよ！

「あれ？　じゃあ、ひよりって一体何用なんだ？」

「ひよりは愛あい玩がん用なのです」

「……あい、がん……よう？」

「分かりやすく言うなら、ダッチワイフなのです」

「……」

　全俺が停止した。

　えっと。

　ダッチ、ワイフって……あれだよな？

　大人のオモチャ的な。

　いやいや、そんなバカな。何か、別の意味があるんだろう。

　たとえば、ほら、ダッチってオランダという意味だから、オランダの奥さんとか。

　全然、意味が通じないけど。

「ねえ、エーちゃん。ダッチワイフって何のこと？」

　きょとんとした顔でマリアが訊きいてきた。

　お母さんぶってくるくせに、この世間知らずめ！　お前は箱入りのお嬢じよう様さまか！

　とりあえずマリアは無視し、俺はひよりの二の腕に刻まれた型式番号を見つめた。

「いいや、ひより！　それは噓うそだ！　なぜならダッチワイフの頭文字はＤ！　イニシャルＤ！　ならばその型番はＤから始まるはずだ！　はい論破!!」

「これは、南極七号という意味なのです」

「……っ!?」

　南極っ!?　宇宙より遠い場所だと!?

　──南極一号。

　それは、第一次南極観測隊が持っていったという伝説のダッチワイフ。

「ひよりっ！　お前は、あの伝説の……後こう継けい者しやだというのかっ!?」

「そうなのです！　ひよりこそ伝説の勇者なのです！」

　ダッチワイフ……伝説の勇者がダッチワイフ……こんな勇者は嫌いやだ、の上位にランキングされそうな気がする。

「ですがひよりはまだ未使用なのです。えいたん、使ってみるですか？」

「へっ!?」

　汚けがれのないまなざしで、ひよりはそんな悪魔的な誘ゆう惑わくを囁ささやいた。

「お、おまっ！　さりげなく俺を犯罪者にしようとしてないか!?」

「大丈夫なのです。レプリカントなので」

「い、いいの……か？」

　俺はごくりと喉のどを鳴らした。

　これって据すえ膳ぜんってやつ？　小学生とエロいことをして、何の罪にも問われず、責任も取らなくていいとか……これは夢か!?

　マリアが俺の肩をがしっと摑んだ。

「ねえ、エーちゃん……何か、凄すごく良くない気配を感じるのだけど……」

　まずい！　言葉の意味は分からなくても、俺のよからぬ気配を感じ取ったか。指が肩かたに食い込んで……いててててて!!　この場は何とかしてごまかさねば！

「え？　い、いや、何でもない。いいか、ひより。ダッチワイフのことは軽々しく口にするな。お前の正体を知られたら……この世界を裏から支配する人類評議会が動き出す」

「人類評議会！」

　ひよりが目を見開いた。

「そうだ。そして密命執しつ行こう部隊であるロイヤル・オーダーを派は遣けんするに違いない」

「密命！　ロイヤル・オーダー！　かっこいいのです!!」

　ひよりは目をキラキラさせて大興奮だ。

「そうなれば、この街はただでは済まん。恐おそらくは汚れた土地となり、向こう百年は人が立ち入れない場所となるだろう。そして俺たちも無事では済むまい。恐らく何人かは……死ぬ」

　ひよりはごくりと喉を鳴らした。

「そ、それほどの相手なのですか！　ロイヤル・オーダーとは!!」

「ああ。だからお前の正体は秘密にしておくんだ。時が来る、その日まで」

　低い声で渋しぶくキメると、ひよりも眉まゆを寄せてうなずいた。

「わかったのです。その日が来るまでは、普ふ通つうの勇者のフリをするのです」

　──ふう。これで一件落着。

　マリアを見ると、目を細め、聖母の笑えみを浮うかべている。

　そして俺の耳に唇くちびるを近付けた。

「うふふ、ご苦労様。エーちゃん」

「え？」

　マリアは百パーセント全力全開の笑顔で、俺を称たたえているようだった。

「何だかんだ言って、ひよりちゃんと遊んでくれてるのね」

「あ、ああ……まあな」

「それで、さっきのダッチワイフってなあに？」

「……マリア。もうそのことは忘れろ。そして家に帰ったら、一人でグーグルで調べるんだ」

　そして一人で、おろおろするがいい。

「何の話してるの？」

　ちょうど鶯が戻もどって来て、オレンジジュースの入ったグラスをテーブルに置いた。

　こいつにダッチワイフの話をすると、余計に面めん倒どうだ。この店を破壊でもされたら、さすがに弁べん償しようは出来ない。

「……いや。何にせよ、マリアの方だけでも売れて良かった、って話だよ。こっちはゼロだからな」

　そう言うと、鶯はまた不ふ機き嫌げんな顔になった。

「まったく……最強の魔ま法ほう使つかいであるこのあたしが、自ら売ってあげているというのに……どいつもこいつもケチ臭くさいったらないわ」

「しかし教材売るのに電でん撃げき魔法は関係ないからなあ」

　しかし鶯はばんとテーブルを叩き、不満を爆ばく発はつさせた。

「そんなことないわ！　だって有名人が広告に写っているだけで売れる商品だってあるじゃない！　あの住宅街はおかしいのよ！　本当ならもっと売れてるはずだわ！」

「……それって、お前に商品価値がないって事にならないか？」

「ばっ、バカ言わないで！　あたしは最強の破壊力を誇ほこる電撃の魔法使いよ？　何なら、エレクトロマスターと呼んでくれても構わないわ」

「マジで!?　じゃあ、あれやって！　レールガン！　レールガンやって！　あのコイン飛ばすやつ!!」

「出来るわけないでしょっ！」

　だよな。

　出来ると言われても俺が困る。電撃文庫から苦情が来そうだし。

「そういうあんたはどうなのよ？　商品価値なんか限りなくゼロどころか、マイナスじゃない」

　む、ナマイキに反撃だと!?　鶯のくせに！

「俺はまだ本気を出せていないから、仕方がねーんだよ。なにせ、まだ封ふう印いんが解けていないんだからな」

「は？　何よ、封印って」

　鶯は訝いぶかしそうに顔をしかめた。

「あのな、この前説明したろ？　俺は能力にリミッターがかけられてるって」

　鶯はバカにするようなジト目で俺を見つめた。

「あー、最年少の大だい賢けん者じやとかのアレね……そのネタまだ引っ張るの？」

「ネ、ネタじゃねえって！　ホントだって！」

　しかし鶯は気の毒な人を見るような目で俺を見つめ、当てつけのように深い溜ため息を吐つきやがった。

「く、くそ……なあ、マリア！　お前なら信じてくれるよな！」

　俺は隣となりのマリアに顔を近付けた。マリアは体を引いて、困った笑みを浮かべている。

「え、えっと……そうね。それはエーちゃんにとっては事実なのよね？　エーちゃんの中では」

「気を遣つかったつもりかも知れないが、煽あおってるようにしか聞こえないから！　傷付いた！　俺、すげー傷付いた！」

　駄だ々だっ子のように暴れてみたが、俺を見つめる鶯の目が、クズを見るようなものに変わっただけだった。

「あのねぇ、エイジ。その見苦しい姿を見て、どうして信じられるっていうのよ」

「いつものえいたんで安心するのです」

　くそう！　ひよりまで俺をディスり始めた！

「でも、えいたんの気持ちも分かるのです」

　……ひより？

「誰だれだって努力せずに結果が欲しいのです。苦労はしたくないし、頑がん張ばりたくないのです。だからまともな努力ではなく、コネ作りに精を出して試練を回かい避ひしようとしているのです」

「え？　いや、別に苦労をしたくないわけじゃなくて……封印のせいで、俺はいくら練習しても、スキルが上がらないから……」

　マリアは悲しそうに、鶯は蔑さげすむように、俺を見つめた。

「エーちゃん……」

「あんたって、本当にクズね……」

「違ちがう！　言い訳をしてるんじゃないんだ！　おい、ひより。お前、勝手に俺の気持ちを代弁するフリをして、悪評を広めるのをやめろ！」

「いえ、同じ趣しゆ味みと世界を共有する者として、えいたんの人としての尊厳を守ってみせるのです」

「守ってない！　守ってないよ！　さっきから俺を貶おとしめてるよ!!」

　マリアはひよりを見つめ、感心したような声を出した。

「ひよりちゃん、エーちゃんのことをよく分かっているのね……それにエーちゃんを弁護しようとしてくれるなんて、とっても優やさしいのね。お母さん、嬉うれしいわ」

　そんな世よ迷まい言を吐はいて、涙なみだぐんでいやがる十七歳美少女をどうしてくれよう。

「でも、大賢者がどうのって話になると……さすがにお母さんも、エーちゃんとどう接したらいいか、悩なやんでしまうわ。ひよりちゃんは同じ趣味だから、気持ちとか分かるのかしら？」

　おいおい、完全に俺が中二病設定になってますよ、お母さん。それは、母親的には否定したい案件じゃないのかとお前お母さんじゃねえ。

　あまりにカオスな会話に、俺も何が何だか分からなくなってきた。

「えいたんは負けるのが嫌なのです。負けると他人にバカにされたような気持ちになるのです。自分を否定された気分になるのです。だから、自分の努力ではどうにもならない理由があると思い込んで、心に傷を負わないようにしているのです。いわば自己防衛なのです」

　マリアの可哀かわい想そうな動物を見るような、悲しみと慈じ愛あいに満ちたまなざしがつらい。

「そう……エーちゃん、ずっと心が弱いことを悩んでいたのね……」

「え……いや、別にそういうわけじゃ……」

　鶯まで目に涙を浮かべ、優しく微笑ほほえんだ。

「いいのよ。クズで、人間性が矮わい小しようで、無能なのは、エイジのせいじゃないわ。無理しなくて……辛つらいときは泣いたって、弱音を吐いたっていいんだから」

「う、鶯……おまえ」

　畜ちく生しよう、何だか良く分からないが、話の勢いと雰ふん囲い気きだけで涙が込み上げてきた。

　俺の頰ほおを涙が伝わり落ちる。

　ひよりが身を乗り出して、俺の頭をぽんぽんと叩たたく。

「えいたんがどんなに役立たずで、とことん自分に甘いダメ人間でも、ひよりたちはえいたんを見捨てないのです」

　マリアはハンカチを取り出すと、目め尻じりに当てて涙を拭ふいた。

「そうよ、お母さんは絶対にエーちゃんを見捨てたりしないわ。バカな子ほど可愛かわいいっていうじゃない」

　鶯の頰に一筋の涙が流れた。

「絶対強者は、弱者を守る義務があるのよ。このあたしがエイジの面倒くらいみてあげるわ！」

「お、おまえら……ぐっ、ぐすっ」

　畜生、俺も涙と鼻水が勝手にあふれて止まらない。

「ほらほら、エーちゃん」

　マリアがティッシュを手て渡わたしてくれる。みんなの優しさが、温かさが、余計に俺の涙るい腺せんを緩ゆるめた。これ以上みっともないところを晒さらしたくなくて、俺はグラスを持って立ち上がった。

「あ、ドリンクバーなら、あたしが行ってきてあげるわよ」

　鶯、これ以上優しくしないでくれ。涙が涸かれ果ててしまうじゃないか。

　俺は首を振ふって応こたえると、ドリンクバーへ向かった。

　そこで鼻をかんでから、深呼吸をして気持ちを落ち着けた。

　ああ、俺は何て幸せ者なんだ。あんないい仲間に恵めぐまれて。

　そして何を飲もうか考え始める。

　喉のどが渇かわいたので、甘い物じゃなくて、ウーロン茶にでもしよう。

　氷を入れ、ドリンクバーの機械にグラスを置いて、スイッチを押す。グラスに注がれてゆくウーロン茶を見ている内に、徐じよ々じよに冷静になってきた。

　──ん？

「……」

　──あれ？　何で俺、泣いてんだ？

「……!?!!!!」

　あの役立たずどもがぁああああああああっ!!

　急に我われに返ると、俺はひったくるようにグラスを摑つかみ、自分の席に駆かけ戻った。

「ふざけんなよてめえら!!　感動的な雰囲気でごまかして、人をとことんバカにしやがって！　少しは俺の話を信用しやがれ!!」

　危あやうく、強ごう引いんすぎる話の流れと、雰囲気に流されるところだった！

　というか、流された!!

　鶯はうんざりしたような顔で俺を見上げた。

「あんな話のどこに信用出来る要素があるのよ。世迷い言はいい加減にして」

　くそう、鶯のくせになまいきだ！

　俺は席に座ると、勢いよくグラスをテーブルに置いた。

「今に見てろよ！　俺が本来の力を取り戻もどしたら、お前らなんか、ボコボコにして俺の奴ど隷れいにしてやるからな!!」

　マリアは眉まゆを寄せた顔を俺に向けた。

「エーちゃん、そんなことを言ってはいけません。それに、そんなことを言う子には、私たちは協力出来ませんよ」

「ごめんなさい。言い過ぎました」

　一いつ瞬しゆんの早はや業わざで態度をひるがえす。

　この身の軽さが、処世術には大事なのだ。

　だが、そんな俺の華か麗れいなテクニックに、鶯はさらに呆あきれたようだった。

「まったく……あんたって意地もプライドもないのね」

「何とでも言え。俺は俺の力を取り戻すためなら、手段は選ばん」

　こいつらはポンコツ三さん銃じゆう士しだが、俺みたいな遊び人とパーティを組んでくれるのは、こいつらしかいないのだ。

「だったら、もう少しマジメにというか、地道な努力があってもいいんじゃないの？　そもそも職業が遊び人って時点で、やる気を感じないんだけど」

　俺はウーロン茶をストローですすった。

「仕方ないだろ。戦せん闘とう能力や魔ま法ほう能力とは関係なくレベルを上げられるのは、遊び人だけなんだから」

　俺だって不本意なのだ。だが、それしか方法がない。

　有力者とのコネを作りたいのも、まともな方法では採用してくれないからだ。

「あ、でもインターンシップで実績を残すってのは、前向きだろ？」

　鶯は眉を寄せると、腕うでを組んだ。

「……そうだけど、昨日、今日の調子じゃ……とてもインターンシップに参加させてくれるとは思えないわね」

　俺も腕を組んで考え込む。

「確かに。その辺で村人に話を聞くとか……適当な住宅地で訪問販はん売ばいをするとか……やってみると、意外と難しいんだよな……」

　俺たちはしばらくの間、黙だまり込んだ。

　これからも同じような課題を出されるとして、何か対策を講じないと同じ事になる。一体どうしたら……？

　全員が活路を見いだそうと、あれこれと考えを巡めぐらせる。しかし思考の迷めい路ろにはまり、まったく出口が見つからない。

　そんな雰囲気の中、マリアがぽつりと漏もらした。

「……でもこの課題って、本当に別の世界へ行った時に役に立つのかしら？」

　──ん？

「さあなぁ……取引はあると言えばある……よな。装備や道具の売り買いとか」

　マリアはほっと安あん堵どの溜ため息を吐ついた。

「よかったわ。私ったら、もしかしたら騙だまされてるのかな？　なんて考えちゃった」

　鶯も少し安心したように、はにかんだ。

「実はあたしも！　もしかしたら騙されてるかも、って疑っちゃったわ」

「はははは、まさか」

　俺が笑うと、マリアも微笑んだ。

「そうよね。人を疑うのは良くないわね」

　ひよりも何度もうなずいた。

「そうなのです。ペン字の教材や水を売ることなど、別の世界ではよくあることなのです」

　四人で、あははははは、と笑い合った。




「「「「俺（私、あたし、ひより）たち騙されてる!!」」」」




　全速力で学校に戻ると、職員室に駆け込んだ。

「ミレイ先生！　この課題はおかしくないですか!?」

　相変わらず熟うれた肉体をビキニ・アーマーに包み、自分の席で事務仕事をしていたミレイ先生は、険しい顔を上げた。

「何ですか、あなたたちは？」

「遊び人コースの日暮英治とその他大勢です！」

「ちょっとエイジ！　何なのよ、その適当な説明は!?　ちゃんと『最高のあたしを褒ほめて、大きく伸のばしてチヤホヤするための、素す晴ばらしい団』通つう称しようＳＯＳ団って説明しなさいよ！」
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「口が裂さけても言えるか！　そんなん別のレジェンドが黙っちゃいねえだろうが！」

　ミレイ先生は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔で俺たちを睨にらんだ。

「──ああ、あの最下位四天王。我が光峰勇者学校で新たなレジェンドを築きつつありますね。もちろん悪い意味で」

　うおっ、いきなり風当たりが強いな。だが負けぬ！

「ミレイ先生！　今日の課題ですが、どう考えても単に訪問販売の仕事をさせられてるだけですよね!?」

「あれは別世界へ行ったときのための実習です。たまたま訪問販売の仕事に似ていることは否定しませんが」

「いやいや！　おかしいでしょ!?」

「それよりも、ちゃんと課題は終えたのでしょうね？」

「売れるわけねえって！　今どき訪問販売でペン字の教材なんて！」

「あ、でも水は三件契けい約やくが取れました」

　マリアがこそっと口を挟はさむ。

　しかしミレイ先生は頭痛でもあるように眉み間けんを押さえると、頭を振った。

「たったそれだけなの？　それじゃノルマも達成出来てないじゃない」

「いまノルマって言いました!?　ノルマって言いましたよね!!」

　俺たちの騒さわぎを聞きつけて、ソードマスター武蔵むさしがやって来た。

「お前ら、何を騒いでいるんだ」

　一方、ウィザード宮みや本もとは自分の席から、じっとこちらを覗うかがっている。君子危うきに近寄らず、といったところだろうか。或あるいは、自分の席にディスプレイした美少女フィギュアを愛めでる仕事に忙いそがしいのかも知れない。

「どこを見ているんだ日暮！」

　筋肉の壁かべが威い圧あつするように俺の前に立ちふさがった。

「ミレイ先生、大だい丈じよう夫ぶですか？　何なら、あたしがこいつらを指導して──」

「いえ、それには及およびません。ありがとうございます、武蔵先生」

　かすかに照れたような顔を見せるソードマスター武蔵。筋肉隆りゆう々りゆうでガッツな女も、レジェンドの前ではちょっと少女っぽい。

　ミレイ先生は立ち上がると、職員室から出ようとした。

「付いて来なさい。生徒指導室で話を聞きましょう」

　生徒指導室は職員室の隣となりにある。

　わざわざ移動する必要があるのか？　とも思ったが、他ほかの教師に加勢されることがないので、俺たちとしても助かる。

　そして戦闘再開。

「──ですから、実習の課題がおかしいんです！」

「そうよ！　この鶯様の実力がまったく発揮出来ないなんて、出題がおかしいとしか思えないわ！」

「訪問販売が勇者に役立つとか、普ふ通つうに考えてないですよ！　昨日の課題だって、村人に話を聞こうとか、こっちの世界じゃ無理あり過ぎです！」

「そうよ！　あたしが悪いんじゃないの！　世界が悪いの！　別の世界に行けば、問題なく出来るんだから！」

「バトル要素が足りないのです！　陰いん謀ぼうとか謀略が不足しているのです！」

「てめぇら！　カウンターでツッコまれそうな文句を言うんじゃねえ!!」

　それはともかく、俺たちはまるでバケツの水を次々とぶっかけるように、ミレイ先生に文句を言い続けた。

「み、みんな……あの、あまり一いつ斉せいに話をすると、先生も困るから……」

　俺たちのあまりの勢いに、マリアが冷や汗あせをかきながらミレイ先生の防ぼう御ぎよに回った。

　当のミレイ先生はこめかみに血管を浮うかび上がらせ、怒いかりを内に溜めている様子が窺うかがえる。そろそろ爆ばく発はつするかも知れない。逃にげた方がいいかな？

　──と、思った時。

「……そうね。では、あなたたちに相応ふさわしい研修を用意しようかしら」

　──え？

「どういうことですか？　それは」

　ミレイ先生は腕を組むと、にやりと笑った。

「あなたたち、インターンシップに参加したいのよね？」

「そ……そりゃあ……」

　当たり前だ。

「だったら、行かせてあげる。インターンシップに」

　理解が追いつかなかった。イカせるとかエロいことを言われたような……？

　数秒後、耳から入った音が、やっと意味を成す言葉として認にん識しきされる。

「あ、あの……ミレイ先生？　それって、別の世界へ行って勇者の仕事を体験するって意味でのインターンシップですか？」

「他にどんな意味があるのよ」

　俺たちはお互たがいに顔を見合わせた！

　そして──、

「いやったぁあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　拳こぶしを天に向かって突つき上げた。

　目に涙なみだを浮かべたマリアが俺に抱だきついた。

「よかったわね、エーちゃんっ」

　鶯も興奮したように、何度もガッツポーズを取っていた。

「やったぁああ！　やっと来るのね！　あたしの時代が！　始まるのね！　あたしのレジェンドが！」

「ひよりが覚かく醒せいするときが来たのです！　左腕の封ふう印いんを解くときがきたのです！」

　俺たちのあまりのテンションの高さに、ミレイ先生の頰ほおが引きつった。

「あ、あなたたち……もう少し静かに」

　その声で、俺は正気に戻もどった。そして気になる点を思い付く。

「待って下さい、ミレイ先生！　問題はどこの世界でインターンシップを行うかなんですが!?」

　そうだ。一口にインターンシップと言っても、どこの世界で行うかで天と地ほども価値が違ちがう。もしも不人気で地位の低い世界へ送られるのなら──、

「それなら心配いらないわ。優良世界で有名なプレシャス界に送ってあげるから」

　──!!!!!!

「「「「プレシャス界!?」」」」

『採用して欲しい世界ランキング』で、常にベストフォーに入る超ちよう優良世界。合同勇者説明会で講演していた十じゆう条じよう先せん輩ぱいが所属する世界だ。

「よっしゃぁああああああああ！　勝った！　もう人生勝った！　俺たちは勝ち組だぁあああああああ!!」

「あはははは褒めなさい！　崇あがめなさい！　称たたえなさい！　みんなこのあたしのおかげなんだから！」

「うぐぅは何をほざいているのですか。どう考えても、ひよりのおかげなのです」

「変な呼び方しないでよ！」

「わはははは、ケンカなんかすんなよ！　こんなめでたい日に！　いええええええい！」

「ごきげんね！　エーちゃん！　私もすっごく嬉うれしいわ！」

「ほめて！　だれかあたしをもっとほめて！」

「凡ぼん庸ようなる者どもよ畏おそれるがいい！　我われら悪夢の世代、ナイトメア・エイジこそ、全すべての世界を駆く逐ちくする──」

「いよっしゃぁああああああ!!　ったぁああああああああああああああああ!!」

「お前ら、静かにしろぉおおおおおおおおっ!!」

　ミレイ先生に怒おこられた。
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　そして一週間後、俺たちはプレシャス界へ召しよう喚かんされた。

　プレシャス界がどんな所か、皆みなが憧あこがれるファンタジーな世界とはどんな所か、文学的な表現を使って描びよう写しやしたいところだが、残念なことにそれは出来ない。

　なぜなら、転送された先は研修施し設せつの宿舎。そして、勝手な外出は認められていない。

　ちなみに宿舎は、コンクリート三階建ての味も素っ気もないビルだった。ファンタジー感など微み塵じんもない。

　研修生は俺たち以外にも大勢いて、今はその入所式。

　百人ほどの学生が体育館のようなホールに集められ、女め神がみプレシャスのビデオを見せられている。

　それは女神プレシャスが様々な苦難を乗り越こえ、ついには世界を築くまでに至った、という感動のストーリー。そして最後には女神プレシャスからのメッセージも付いていた。

『みなさん、初めまして。私が女神プレシャスです』

　会場から、おおという溜ため息に似た声が上がる。思わず俺も声を出してしまった。

　さすが女神様。さすめが。とんでもなく美しい。さっきのビデオによれば齢よわい数百歳のはずだが、見た目は十代半ば。そしてピンク髪がみ。

『おかげさまでプレシャス界は昨年度も成長率５％を達成し、住みやすい世界ランキング第三位を獲かく得とくしました。しかし大規模な設備投資による費用の増加が問題になっており、本年度はいかにして利益率を上げて行くかが課題となっています』

　見た目の予想に反して、まるで企き業ぎようのＩＲ情報みたいなことを言い出した。

『他の世界との競争も厳しい上に、魔ま王おうが人々に悪の心を植え付け始めています。現状を打破するために、あなたたちの力が必要なのです。ぜひ力をお貸し下さい。そうすれば、きっとあなたたちに祝福が訪おとずれるでしょう』

　そしてスケール感のあるＢＧＭとスタッフロールが流れてビデオが終わった。

　数人がパチパチという拍はく手しゆを始めた。すると拍手しないといけない気分になり、会場内に拍手の音が響ひびいた。

「とても素す晴ばらしいビデオでしたね」

　そう言いながらステージ脇わきから姿を現したのは、これから俺たちの面めん倒どうを見てくれるという指導員だ。その女の人は中央まで来ると、軽く頭を下げた。

「私が皆さんの指導員となります、十じゆう条じよう詩し織おりです」

　なんか、既き視し感かんがあるな。ビッグサイトでもこの人の講演を聴きいたし。にしても、別世界に来て再会するとは、人の縁えんとは分からないものだ。

「皆さんを迎むかえることが出来て、私たちもとても幸せです。女神プレシャスのもとで、明るい未来を築きましょう」

　隣のマリアがこっそり耳打ちした。

「先輩が指導員でよかったわね」

「まあな……」

　とはいえ、俺はあまり良い印象を持たれていない気がするので、ちょっと微び妙みよう。そんなことを心配しながら、十条先輩の話をぼんやり聞いていた。

「このインターンシップでプレシャス界の素晴らしさと、勇者という仕事の尊さを感じ取って欲しいと思っています。ここは夢と希望にあふれた世界です。皆さんの可能性は無限大です！」

　十条先輩の声に、徐じよ々じよに熱が入ってゆく気がした。額に汗が光り、喜びに満ちあふれたような笑え顔がおで話し続ける。

「大事なのは皆さんの自己実現！　その為ためのスケジュール管理は万ばん全ぜんです。まずはこの世界を陰かげで支える仕事を体験して頂きます。勇者になるために大事なのは、奉ほう仕しの心、勤労の精神、労働に対する喜び、そして女神プレシャスへの感謝です！」

　鶯うぐいすが目をキラキラさせている。

「そうなのね！　奉仕と勤労！　ああ、プレシャス様っ！」

　……何なんだろうか、この違い和わ感かんは。

　インターンシップと言うより、自己啓けい発はつセミナーっぽいというか、宗教っぽいというか……。

　十条先輩の興奮は最高潮に達したようだ。顔を紅潮させ、腕うでを振ふり上げ何度も叫さけんだ。

「あなたたちの体と心は、既すでにあなただけのものではありません！　女神プレシャスのものでもあるのです！　ああ、女神との一体感！　何て素晴らしいのでしょう!!　称えましょう！　女神プレシャスを！　そうすればあなたには明るい未来が待っています！　さあ、声を合わせて！」

　その後、全員で女神プレシャスを称えるポエムを読まされた。

　──何というか、若じやつ干かん、いやかなり俺が想像していたインターンシップとは違うが……まあ、こういう世界もあるのかもな……と自分を納なつ得とくさせた。

　つつがなく入所式を終えた俺たちは、宿舎へ移動した。部屋は狭せまいワンルーム。ますますもってファンタジー感がない。

　ちなみに男女はフロアが分かれていた。ちょっと残念。

「おっと、早く食堂へ行かないと……」

　気付けばもう夜七時。ここでは夕食の時間は厳格に決められていて、全員が食堂で取ることになっている──とさっき通知があった。

　時間を過ぎると食いっぱぐれるらしいからな。

　俺はとりあえず荷物を置くと、食堂へ急いだ。
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　食堂の印象は……ただの学食。或あるいは社員食堂。

　百人ほどの生徒が長机に並んで、定食を食っている姿にファンタジー感などない。

「エイジーっ。こっち、こっち！」

　声のする方を見ると、鶯が手を振っていた。同じテーブルにマリアとひよりもいる。

　俺は晩飯の載のったトレイを手に、鶯たちのところへ行った。

　ちなみに今日の晩飯は肉野菜炒いため定食。

　まあ……別に不満があるわけじゃないけど……なにかこう、もっと……さあ。

　マリアの横が空いていたので、そこに座る。

「ねえ、エーちゃん。男子フロアの様子はどう？」

　俺は意外と濃こい味付けの肉を口に入れると、白米をかき込んだ。

「……どうもなにも……普ふ通つう」

　斜ななめ前に座る鶯も不満そうにつぶやく。

「こっちも。なんか安くて狭いワンルームそのものって感じ」

　向かいに座るひよりはというと、黙もく々もくとメシを食っていた。その様子を、マリアは目を細めて見つめた。

「ひよりちゃん、おいしい？」

「おいしいのです。シェフには三つ星をやるのです」

　随ずい分ぶん安売りするな、星。

　俺も、味が濃いめで、もろ肉体労働者向けの定食を平らげた。

　その味や、社員食堂のようなこの場所を忘れるように、俺は努めて明るく言った。

「まあ、明日あしたフィールドに出れば、少しは別世界感が味わえるかな」

「あ、あたし街に行きたい！」

　鶯がすぐに食いついてきた。

「そうね。私も日用品とか、食料品のお店をチェックしておきたいし」

「でも、ここ食事出るわよ？　自じ炊すいする必要ないんじゃない？」

「うーん、でも冒ぼう険けんに出ると、やっぱり必要になるんじゃないかしら？」

「ま、それもそうね」

「安いお店を調べておかないと……そもそも、材料とか調味料は私たちの世界と違ちがうのかしら？　一応、ちょっとは持ってきたのだけれど」

「持ってきたのかよ」

　呆あきれたように訊きくと、マリアは自じ慢まん気げに胸を張った。大きな胸が、さらに大きく見える。

「台所を預かる身として当然です。でも、すぐに切れちゃうと思うから、なくなる前に探しておきたいの。こっちのお店ってバーゲンとか、特売日とかあるのかしら？　お肉の四割引デーがあるといいのだけれど」

「近所のいなげやと一いつ緒しよにするなよ……」

　食事を終えたひよりが、顔を上げた。

「えいたん、今日の夜はどうするのですか？」

　えっと……どうなんだろ？

　答えに詰つまっていると、鶯が得意そうに答えた。

「特に何もないみたいよ？　外出も禁止だし、部屋にいるしかないわね」

　俺は腕を組んでうなずいた。

「……となると、あとは風ふ呂ろくらいか」

　当然期待するのは、お風呂イベント。

　うちのパーティはポンコツ揃ぞろいだが、見てくれだけは最高だ。別の世界へやって来て、一緒に冒険するのだから、今まで以上にお互たがいのことを知り合う必要がある。

「お前らは何時くらいに風呂に行くんだ？」

　鶯は、ちょっと首を傾かしげた。

「何時って……決めてないけど。部屋でシャワー浴びるくらいだし」

「あれ？　大浴場とか行かないの？」

　眉まゆを寄せ、鶯は怪け訝げんな顔で答える。

「ないわよ。大浴場なんて」

「えっ!?」

　激しくうろたえる俺に、マリアが心配そうな表情をした。

「部屋に備え付けのユニットバスがあったでしょ？　もしかしたら、男子の方にはないのかしら？」

「いや……それはあったけど……」

　ええーっ？　何それ。

　ユニットバスとか最低じゃん。

　だってそれじゃ、偶ぐう然ぜん女の子と露ろ天てん風ぶ呂ろでバッタリとか、女湯に間違えて入ってしまって、女の子が後から入ってくるのを、隠かくれてハラハラドキドキするとか、あ、そのとき助けてくれるヒロインが一人いると尚なおいいね！

　それとか、覗のぞこうとして怒おこられるとか、山道に仕し掛かけられたトラップをかわしながら女湯を目指すとか、そういうロマンあふれる展開が全すべてダメじゃん！　お風呂回死んだ。あーもう死んだ。

　がっかりした俺は、部屋に戻もどるとシャワーを浴び、寝ねた。

　明日から始まるであろう、新しい冒険の物語を想像しながら。
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　いよいよ、プレシャス界での本格的な研修が始まった。

　初日の今日は、農作業である。

　……え？　農作業？

「じゃあ今日は、この荒あれ地を畑に変える作業をします。全員で力を合わせて、より良い世界を造りましょう！」

　十条先せん輩ぱいの号令に、俺たちは腕を上げて「おー」と応こたえる。

　約百名の生徒たちは、割り当てられた場所へと散ってゆき、それぞれの土地を耕し始めた。

　宿舎から窓のない馬車で運ばれてきたので、ここがどこだか分からない。見み渡わたす限り自然の風景が広がっているが、ここはグンマだと言われても納得しそうだ。

　昨日食堂で語り合った、ファンタジー感あふれるフィールドや街などどこにもなかった。

　失意の俺はクワを持ち、岩のゴロゴロ転がる荒れ地を前にして、呆ぼう然ぜんとしている。

「エイジくん！　まさか実力でプレシャス界に来るなんてね！　やるじゃない！」

　にこにこ笑いながら、十条先輩は俺の背中を叩たたいた。

「は、はあ……あの、いつぞやは大変ご迷めい惑わくおかけしました」

　しかし十条先輩は豪ごう快かいに笑うと、手を横に振った。

「いーのいーの。それよりも一緒に頑がん張ばりましょう！　最初は地味な作業だけど、誰だれかがやってくれるからこそ、みんなが幸せに暮らせるんだから。勇者は人のために尽つくす仕事よ？　それを忘れないで！」

「え……ええ。がんばります」

「さ、ボヤボヤしてると日が暮れるわよ！　仕事仕事！」

　奇き妙みように明るく、ノリの良い十条先輩に後押しされ、俺はクワを持ち上げると、雑草の生えた地面に振り下ろす。

　その動きを淡たん々たんと繰くり返して行く。

　農作業と言うより、開かい拓たくだった。開かい墾こんだった。

　少々疑問も感じるが、まあ、宿も食事も全てタダなので、最初はこういった労働で多少対価を払はらうのも仕方がないのだろう。

　ガチンと音がして、クワが撥はね返された。

「くそ…岩も埋うまってんのか……ひより！」

「どうかしたのですか？　えいたん」

　体のサイズからすると大きすぎるクワを引きずり、ひよりがやって来た。

「この岩、どっかに捨ててきてくれないか？」

「おまかせなのです」

　頭を出した岩の一部を摑つかむと、ひよりはあっさりと土の中から引きずり出した。

「では、適当なところへ捨ててくるのです」

　直径一メートル近い岩を持ち上げ、平然と歩いて行った。

　さすがひよりだ。

　俺は再び土を耕す作業を始めた。

　問題は進行方向にある、巨きよ大だいな岩だ。高さ三メートル、横よこ幅はばは五メートルはあろうかという巨石だ。これはさすがにひよりでも持ち上がらないだろう。

　俺は周囲を見回した。すると、少し離はなれたところで、伸のびた雑草を刈かっている鶯がいるのに気が付いた。

「おーい、鶯」

「なによ！　こっちは今、忙いそがしいんだからね！」

　鎌かまを片手に、汗あせを拭ふきながらやって来る。

　──今こそ、鶯の魔ま法ほうをコントロールする方法を試ためすとき。

　今までの経験から、気付いた点が二つある。

　一つは骸がい骨こつ騎き士しとやり合ったときだ。あのときは偶然に、あくまで偶然に、鶯の胸を揉もんでしまった。あのときの急激な魔力の上じよう昇しよう。

　そしてもう一つは、合同勇者説明会のときのことだ。

　普通に褒ほめればぐだぐだになる鶯が、見た目を褒め、いうなれば口説くような褒め方をすると正気を取り戻した。そして真っ当な反応を返していた。

　そして俺は一つの仮説を立てた。

　──この二つを組み合わせれば、この自じ爆ばく装置のような女をコントロール出来るかも知れない!!

　俺は鶯の手から鎌を取り上げると、土の上に放ほうり投げた。

「ちょっと、何すんのよ──」

　俺は離れた場所に鎮ちん座ざする巨石を指さした。

「あれを鶯の電でん撃げき魔法で破は壊かいして欲しいんだ」

　鶯の目がキラーンと光った。

「そう！　そうよね！　やっぱり頼たよられちゃうのよね、あたし！　だってあんな岩を破壊出来るのはあたしくらいしかいないものね！」

　秒で得意の絶頂。鶯はこれ以上はないドヤ顔で胸を反らした。

「剣けんも魔法も使えないエイジには出来ないことを、平然とやってのけるこのあたし！　そこにシビれて！　憧あこがれて！　ああ、いいのよ嘆なげかなくて。だってあたしがいるんだから！　もっと頼っていいのよ？　その代わり、もっとあたしを褒めた感じでお願いして！」

　鶯の手を取ると、顔を近付けた。

「え？　エイジ？」

「ああ。これは可愛かわいい鶯にしか頼たのめないことだ。俺の可愛い小鳥……お前は俺の天使だ」

　ぼんと火が付いたように、鶯の顔が真っ赤になる。

「な、ななな何言ってんのよ！　いきなり！」

「しかし俺の大事な鶯が、こんなに汗をかいて働いている姿は尊くもあり、そして……ちょっとエッチだな」

　鶯のシャツは、汗でうっすら透すけていた。

「や、やだっ……」

　恥はずかしそうに慌あわてて胸むな元もとを隠す。同時に、鶯の周りで放電が起きた。

　──今回はそれほどのパワーはいらない。それよりも精度だ。エッチっぽく責めるのはほどほどに、あくまで口説く方向で。

　俺は鶯を見つめ、次に何と言って攻せめるか思案した。

　ほんのり頰ほおを染め、うるんだ瞳ひとみで俺を見つめる鶯は──めちゃくちゃ可愛かった。それに改めて近くで見ると、こいつ本当に綺き麗れいだなって……いかん！　緊きん張ちようしてきた！

　落ち着け、俺。

　遊び人の自習で、さんざん女を口説いてきたじゃないか。

　数々の美少女ゲームを攻こう略りやくした経験を思い出せ！

　画面の中と外など些さ細さいな違いだ！　ＶＲ版だと思えばいい！

　俺は思いきって、鶯の体を抱だき寄せる。

「きゃんっ！」

　くっそカワイイ声上げやがって！　ドキドキするじゃねえか！

　腕うでの中の鶯の体は細くて、柔やわらかくて、こうして抱きしめると、なぜか守ってやらなければなどという常じよう軌きを逸いつした感情がわき上がってくる。

「あんっ……だ、だめ……作業してたから、汗あせ臭くさいから……」

　あれ？　嫌いやがるの、そっちの理由なの？

「そ、そうか？　いい香かおりしかしないけど」

　鶯は恥じらいに頰を染めると、体を離そうと俺の胸を押す。

　俺はその手を取り、指先を絡からめる。そしてもう片方の手で、改めて鶯の腰こしを抱いて引き寄せる。

「エ、エイジ……は、恥ずかしいわ……」

　キスしそうな距きよ離りで見つめ合った。

「──綺麗だ」

　鶯が目を細め、うっとりとした表情へと変わる。

「……エイジ」

　正面から鶯と見つめ合う。そして、可能な限りのキメ顔で囁ささやいた。

「こうして腕の中にお前がいることが奇き跡せきのようだ」

　真っ赤に染めた顔を隠すように、鶯はうつむいた。

　さらに俺は、歯の浮うくような口説き文句を次々と並べ立てた。

　──俺はいま、女遊びに長たけた『遊び人』。そう自分を信じ込ませる。

　遊び人に成り切らなければ、とてもじゃないがこんな恥ずかしいセリフ、言えるはずがない。しかも口説く相手はあの鶯ナニソレアリエナイ。

　今や、俺と鶯の周りを飛び交かう放電は、最大級に膨ふくれあがっている。それでいて、暴れ回っている印象はない。どこか整然としている。

　何というか……。

　俺が言うのも何なのだが、

　チョロイ。

　チョロ過ぎる。

　チョロ過ぎて心配になるレベル。

　これじゃ悪い男にあっさり騙だまされそうで、俺が見ててやらないと……なんて妙みような考えを振ふり払うように、俺は鶯とつないだ手を巨石に向けた。

「そこで、はい！　『ローリングサンダー』ご一いつ緒しよに！」

「えっ!?　ろ、『ローリングサンダー』!?」

　鶯の指先と、周囲に発生していた放電が一いつ斉せいに輝かがやき、放たれた。

　毛細血管のように無数に走る電流が渦うずを巻き、一つの電撃へと姿を変えて行く。

　恐おそるべき破壊力を秘ひめた電撃の竜たつ巻まきが、巨石に命中した。

　──やった!!

　凄すさまじい衝しよう撃げき波はと、地じ響ひびきを立てて、巨石は粉々に砕くだけ散った。

　残ったのは、煙けむりを上げている破は片へんだけだ。

「よーし。じゃ、飛び散った岩を片付けるぞ。デカいのは、ひよりが運ぶからな」

　鶯の手を離し、俺は砕けた岩の方へ向かう。

「え？　え？　あ、あの……う、うん……そ、そうね」

　話について行けない様子で、鶯はぼんやりした返事をした。

　──女性としての魅み力りよくを褒め称たたえ、口説くと、魔力の精度が上がる。

　──そして、ちょっとエッチなことを囁くと、魔力のパワーが上がる。

　この二つをバランス良く調整すると、鶯は人が変わったようになる。

　ポンコツ鶯が、エルダーウィザードに匹ひつ敵てきする鶯へと変へん貌ぼうするのだ。

　まさか遊び人の修しゆ行ぎようの一いつ環かんが、鶯の制せい御ぎよに役に立つとは……と言っても、イメージトレーニングだけだが。主にギャルゲーとかラブコメマンガとかで。

　何にせよ、鶯の使い道がやっと分かった気がする。

「凄すごいじゃない！　エイジくん！」

　十条先せん輩ぱいが興奮した様子でやって来た。

「あれって、鶯さんの魔法？　本当に電撃の魔法が使えたのね！」

　鶯の目がキラリと光った。

「当然よ！　だってあたしは天才だから！　でも素す直なおな賞賛は心地ここちいいわ！　もっと聞かせて！　エルダーウィザードに匹敵するこのあたしを称える詩うたを！」

　それがなければいいのになあ……と俺は残念な思いで、ドヤ顔の鶯と、引き気味の十条先輩を交こう互ごに見つめた。

　十条先輩は気を取り直したように、後ろを指さした。

「そうそう！　マリアさんもあっちでケガ人の手当てをしてくれてるのよ。あの子回復魔法も使えるのね。やっぱり、君のパーティ、私が見込んだ通りだわ！」

「そう言ってもらえるとホッとしますよ。なにせ悪夢の世代の四天王ですし。先輩の顔に泥どろを塗ぬらないように必死ですよ」

　皮肉交じりに言うと、十条先輩はナマイキだぞ、と言って俺の肩かたを小こ突づいた。

「えいたん、ただいまなのです」

　戻もどって来たひよりが、しゅたっと手を上げた。

「あら？　ひよりちゃんはどこへ行ってたの？」

「おつかいなのです。土の中から岩を掘ほり出したので、捨ててきたのです」

　感心を通り越こして呆あきれたように、十条先輩は溜ため息を吐ついた。

「相変わらず凄い力ねえ……でも、どこに捨ててきたの？」

　ひよりは歩いてきた方角を指さした。

「向こうの崖がけから投げたのです。丁度いい的があったので、それを狙ねらったのです」

「え……向こうのって……!?」

　十条先輩の顔色が蒼あおくなった。

「ど、どうかしたんですか？　先輩？」

「崖の下に民家があるのよ!!　木こりをやってる人の家が──」

　おお、とひよりは手を打った。

「たぶんその家なのです。見事命中したのです」

　十条先輩は脱だつ兎との如ごとく駆かけ出した。

　その後、戻って来た十条先輩から、その家はたまたま留守で、人的被ひ害がいがなかったことを聞かされた。

　じゃあ何の問題もないですね、と言ったらこっぴどく怒おこられた。




　　　　×　　×　　×




　宿舎に戻ると、すぐにシャワーで汗と泥を洗い流す。熱いお湯を浴びると、疲つかれた体に染しみ込むようで、とても気持ちがいい。

　そしてお待ちかねの夕食。

　昨日はしょっぱいと感じた味が、今は丁度いい。

「今日はなかなか疲れたな」

　疲れた声で言うと、マリアが俺に微笑ほほえみかけた。

「そうね。まさか農作業をすることになるなんて、思ってもみなかったわ」

　鶯は不安と不ふ機き嫌げんさが混じったような声で訊きいてきた。

「でも、明日あしたこそはちゃんと街に行けるのよね？　エイジ何か聞いてる？」

「いや、十条先輩に訊いてみたけど、まだ未定だって」

　俺たちの間に、やや不安な空気が流れる。

　その空気の中で、ひよりは黙もく々もくと生しよう姜が焼き定食を食べていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだろ？　さすがに明日は街かフィールドに出るさ。まあ、今日もフィールドっていやあ、フィールドだったけど」

「あれはフィールドじゃなくて、農地って言うのよ!!」

　鶯にツッコまれた。しかし疲れていて、言い争う元気もない。

「ま、明日に備えて、今日は早めに寝ねようぜ」

　そんなこと改めて言うまでもなく、くたびれ果てた俺たちは、部屋に戻るとベッドに倒たおれるようにして眠ねむった。




　　　　×　　×　　×




　次の日は森に向かうことになった。

　──いよいよか。

　森には多くのモンスターが住むという。そんな危険な場所へいきなり連れてくるなんて、十条先輩も意外とスパルタだな。

「ここが、黒こく衣いの森よ」

　いかにもな名前だった。

「それじゃ、今日はこの森に道を造るわ」




　──道路工事だった。




「ちょっとエイジ！　これはどういうことよ!?」

　そんなん、俺に言われても。

「……でも考えようによっちゃ、昨日よりもいいんじゃないか？」

　マリアが手を頰ほおに当て、首を傾かしげた。

「まあ、どうして？」

「だって、木を切り倒したり、草を焼き払はらったり、地面をならしたりするんだろ？　剣けんとか魔ま法ほうとか、それぞれの得意技わざを使う余地があるし」

　鶯は指先を顎あごに当ててうなずいた。

「なるほど、ストレスの発散になるわね……」

「ひよりも魔法の練習になるので嫌いやじゃないのです。木を倒してやるのです」

　お前の場合は魔法の練習と言うより、空手の修行っぽいけどな。

「あ、いたいた。エイジくん」

　十条先輩が俺たちの所へやって来た。

「エイジくんたちには、ちょっと特別な仕事を頼たのみたいのよ」

「特別……？」

「ええ。君たちを見込んで、この森の主の討とう伐ばつを頼みたいの」

　突とつ然ぜんのクエスト依い頼らいに、俺たちは息を吞のんだ。




　　　　×　　×　　×




　俺たちは、森の中にある一いつ軒けんの小屋にいた。

　向かい側には、髪かみとヒゲを伸のばした、いかついおっさんが座っている。

「何度言われても、俺は立ち退のかねえぜ」

　くわえたパイプの煙を吐き出し、下品な笑いを浮うかべた。

　こいつが、この森の主。

　つまりこの土地の所有者である。神様の決定で森に道を通すことになったが、それに反対して、立ち退きを拒きよ否ひしている。

　こいつを説得して、追い出すのが俺たちの仕事だ。

　ったく！　討伐とかカッコイイ言い方してんじゃねえよ！

　俺は怒いかりを抑おさえ、おっさんに話しかけた。

「あーでも、立ち退き料もしっかり出ますんで。普ふ通つうに土地売るよりも、全然お得な値段ですし、これで別の森でも買った方が、いいんじゃないですかね？」

　俺は十条先輩から渡わたされたアタッシュケースをおっさんの前に置いた。蓋ふたを開くと、中にはぎっしりと札束が収められている。

　その札束を見て、おっさんが思わず微笑んだ。

「──いや、そんなはした金じゃ売れねえな。出直してきな、小こ僧ぞう」

　この野や郎ろう、こうしてゴネていれば、どんどん金額が上がると思っていやがるな。

　正直こんな仕事やる気がなかったが、何となくこのおっさんがムカつくので本気でやってやる！　何としても、うんと言わせてやるぜ！

　モノを売るわけじゃないが、何となく訪問販はん売ばいの課題を思い出した。

「いいんですか？　今売らないと後こう悔かいしますよ」

「お、何だ？　脅おどしか？　ガキのクセに。だがな、そんなことしてみろ。女め神がみプレシャスの評判はガタ落ちだぜ？」

　俺はふっと笑った。

「俺はただの研修生だ。女神プレシャスと契けい約やくしているわけでもなければ、雇やとわれているわけでもない」

　余よ裕ゆうだったおっさんの顔から、笑えみが消えた。

「てめえ……」

　おっさんが図ずう体たいに似合わない素す早ばやい動きで、傍かたわらの鉈なたを摑つかんだ。

　俺に向かって倒れ込むようにして、ごつい刃は物ものを振ふり下ろす。

「……っ!?」

　鈍にぶい音が響ひびき、おっさんの驚おどろいたようなうめき声が聞こえた。

「な……」

　鉈が音を立てて床ゆかに落ちる。おっさんは呆ぼう然ぜんとして、俺の前に差し出されたマリアのミレニアムマリアージュを見つめていた。

「大丈夫？　エーちゃん」

「ああ、さんきゅ。マリア」

　俺は汗あせだくになっているおっさんに向かって言った。

「なあ、おっさん。もう土地の値上げはやめだ。こっからは価格破は壊かいといこう」

「どういう意味だ？」

　俺はアタッシュケースから、札束を一つ取り出すと、ひよりに渡した。

「預かっといてくれ」

「かしこま」

　ひよりはランドセルを下ろすと、札束を中にしまった。

「早く売らないと、どんどん値が下がって行くぞ？　いいのか？」

　俺はまた一つ札束をひよりに渡した。

「ふ、ふざけんな……俺が最後まで、うんと言わなきゃ……てめえらにはなにもできねえ」

「バカだな、おっさん」

　札束三つ目。

「そうなったら、おっさんがこの森を寄付したことになるんだよ。まあ、そのときのおっさんには……知ることも出来ないから関係ないか。でも……あの世も、良い所だって話だぜ」

　おっさんは滝たきのような汗を流ながし、険しい顔でアタッシュケースを睨にらみ付けている。

　俺が次の札束に手を伸ばしたとき、

「分かった！　う……売る。売ってやる！」

　一件落着。

　俺たちはがっくりとうなだれたおっさんに、売買契約書に署名をさせ、アタッシュケースを残して小屋を出た。

「やったわね、エイジ！　大成功じゃない！」

「さすがえいたん。鬼き畜ちくなのです」

「ああ。訪問販売の課題で鍛きたえられていたせいか、うまく交こう渉しようが出来たな」

「やっぱりあたしたち、元の世界だからダメだったのよ。プレシャス界なら全然ＯＫじゃない！」

　マリアは少し気の毒そうな顔で小屋を振り返っていた。

「ずいぶん気落ちしていたみたいだけど……大丈夫かしら？」

「大丈夫さ。それよりも予定外の収入になったな」

　俺はひよりのランドセルから札束を取り出して見せた。

「え？　それってあたしたちがもらっていいの？」

　驚いたように言う鶯に、俺は当然のようにうなずいた。

「当たり前だ。これは俺たちの才覚で勝ち取ったものだからな。十条先せん輩ぱいは預かった金額で売れたと報告すれば満足する。おっさんもあの金額で納なつ得とくした。何の問題がある？」

「そっか！　やるわねエイジ！」

「さすがえいたん。強ごう欲よくなのです」

「何を言う！　これこそが『錬れん金きん術じゆつ』！　これこそがファンタジー世界におけるテクノロジーというものなのだ！　ワハハハハハハ！」

　しかしマリアは眉み間けんにしわを寄せて考え込んでいる。

「でも、エーちゃん。これって、もしかしたら……もしかしたらよ？　『着服』とか『横領』っていうものじゃないかしら？」

　俺はマリアの肩かたに手を置くと、一点の曇くもりもない笑顔で言った。

「何を言っているんだ、マリア。そんなわけないじゃないか」

「そ、そう？　だったら、いいんだけど」

　しかしその後──売買契約書の金額であっさりバレた。

　十条先輩にむちゃくちゃ怒おこられた。




　　　　×　　×　　×




　そして宿舎に戻もどると、シャワーを浴び、メシを食う。

「……今日は立ち退きの勧かん告こくと工事だったな」

　かつ煮に定食を食いながら、つぶやいた。

「立ち退きはともかく……他ほかのお仕事は、それなりに充じゆう実じつはしているわ。それに道が開通すれば、みんな便利になるもの」

　幸せそうにそんなことを言うマリアを、鶯は険しい目つきで睨んだ。

「でも……なんか、思ってたのと違ちがわない？」

「うーん、それは確かにそうだけど……」

　考え込む俺たちの前で、ひよりは山盛りの白米を、がふがふとかっ喰くらっていた。

「まあ……とにかく、明日で判断しよう。明日あしたも農作業や土木工事だったら、さすがに文句を言ってもいいと思う」

　俺たちはそう同意すると、部屋に帰って泥どろのように眠ねむった。




　　　　×　　×　　×




　翌日は、宿舎の隣となりの工場で、木の板を加工する作業に従事した。

　昨日工事した道路に立てる案内板だそうだ。

　ちなみに俺は、整形された板に、文字を彫ほる係だ。表記はなぜか日本語である。

「あら？　結構器用ね。それって、遊び人スキル？」

　俺の手元を覗のぞき込み、十条先輩は感心したように言った。

「いえ……それより、いつになったら──」

「ああ待って！　言いたいことは分かってるから！」

　十条先輩は押し止とどめるように、手の平を俺に向けた。

「ほら、君たちの生活費や、私たちスタッフの人件費も結構かかってるのよ。だから、ある程度は体で返してもらってるってわけ。それに、勇者の精神を学ぶには、こういう地道な作業が一番なの。あと、こういった公共事業に協力してるからこそ、研修生の評判もいいのよ？」

　確かにそういったメリットはあるだろう。だが問題なのは、いつまでこの作業をさせられるのか、皆かい目もく見当が付かないことだ。

　そんな俺の気持ちを察したように、十条先輩は人差し指を立てた。

「そうだ！　それじゃ明日は、この世界の生き物とご対面といきましょう」

「え!?　この世界の生き物！」

「そうよ。それならいいでしょ？」

　ってことは、ついにモンスターたちとのバトルか！

「分かりました！　頑がん張ばります!!」

　十条先輩は、にっこり微笑ほほえんだ。

「それじゃ、標識作り頑張ってね」

「了りよう解かいっす！」

　その後、標識を三つほど作り、本日の作業は終了。宿舎へ戻り、シャワーを浴び、いつも通り全員でメシを食った。

「──というわけで、いよいよ明日はモンスター退治です」

「おおっ！　ついにですか！」

「うむ、ひより。ちゃんと飲み込んでから喋しやべりなさい。あと、ごはんつぶ飛ばさないで」

「でも心配だわ。危なくないのかしら？」

「何言ってんのよ！　それが目的で来たんじゃない。いよいよここから、あたしの伝説が始まるのね！　この世界中にあたしの名前が響き渡り、全すべての人があたしを褒ほめ、尊敬し、チヤホヤする未来が……見える！　見えるわ！　ふ、ふふふふふふ」

　今日ばかりは不気味な鶯も許せそうな気がする。

　何せ明日からは冒ぼう険けんが始まるのだ！

　だいぶ忘れかけていたが、俺の目的は勇者になり、遊び人のレベルを上げ、賢けん者じやとなる資格を得ることだった。そうだった。

「明日に備えて、今日はさっさと寝ねようぜ！」

　早々に部屋に引き上げたが、明日が楽しみで、なかなか寝付けなかった。




　──そして次の日。

　朝早くから起こされ、牧場へと連れて行かれた。

　この世界の生き物。

　それはこの世界の固有種である牛と羊。

　すなわち、

　家か畜ちくの世話。酪らく農のう家の仕事が待っていた。

　そして俺たちはその日の晩、

　夜よ逃にげした。
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「ここが……プレシャス界の町！」

　俺たちはやっとのことで自由になり、待望の現地ツアーを実じつ施し中。

　宿舎から歩いて一時間ほどのところに町があった。

　完全拘こう束そくで労働に従事していたので、こんな近くの地理も知らなかった。

　時間は日付が変わる少し前だが、そこかしこから人々の賑にぎわいと笑い声が聞こえてくる。通りに並んだレストランやビヤホールには、まだまだ活気があふれていた。

　月の明るい星空に街のシルエットが影かげ絵えのように浮うかび上がる。その影に街灯の光と、家々の窓から漏もれる光が輝かがやき、街並みをロマンチックに彩いろどっていた。

　鶯うぐいすはその風景を見て、目を輝かせている。

「本当にステキね……舞まい浜はまの王国みたいだわ」

「そこはせめて、ヨーロッパみたいとか言おうぜ……」

　使い古された表現ではあるが、いわゆる中世ヨーロッパ風のとても美しい街だった。実際の中世の街はだいぶ汚きたなかったという話もあるが、この街はとても清潔だ。通りにゴミ一つ落ちていない。

　ひよりは、辺りを警けい戒かいするニチアサのヒーローのような動きで、道から道へと移動していた。

「どこに敵が潜ひそんでいるか分からないのです。みんな、気を付けるのです」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ここは街中だから」

　街中にモンスターは入ってこないと相場が決まっている。しかしひよりは、怪あやしげな動きのままだった。まあ、楽しそうだから好きにさせておこう。

　治安がいいのか、真夜中だというのに女性の一人歩きも多い。一人でふらふらしているひよりを見ても、微笑むだけで注意する様子もない。

　こちらに歩いてくる町まち娘むすめ風の服を着た女性を見て、俺はあることを思い付いた。

「そうだ。あれやってみようぜ」

　すぐに合が点てんがいったのか、マリアはにっこり笑って両手を合わせた。

「いいわね！　練習の成果を見せるときだわ」

　俺は手を上げ、女の人を呼び止めた。

「あの、すみません」

「はい？」

　その人は足を止め、愛あい想そ笑いを浮かべた。どうやら警戒している様子はない。

「えっと……この村、いや町かな。何ていうところなんですか？」

「えっ、町の名前ですか？　アインですけど」

「おおっ！　一発でちゃんと答えてくれたぞ！」

「さすが別の世界ね！　あたしたちが住んでいた世界とは違うわ！」

　顔を見合わせて喜ぶ俺たちに、女の人は不思議そうな顔をした。しかし俺たちの身なりをまじまじと見て、ああと納なつ得とくしたような声を上げた。

「もしかして、勇者の方たち？」

　そう言われると、まだ勇者志望の学生です、とは言いづらいな。

「ええ、まあ……そんなところです」

「それじゃ、ツヴァイの町へ行かれるのですね？」

　え？　何それ？

「勇者の許可や申しん請せいをするお役所があるじゃないですか。魔ま物もの退治の手続きも、そこでするんですよね？」

　俺はマリアと鶯に顔を寄せた。

「知ってたか？」

　しかし二人とも首を横に振ふる。

「初耳だわ」

「あたしも知らなかったわ。でも適当に話を合わせておきなさいよ」

　それもそうだ。俺は女の人に向き直ると、笑え顔がおを作った。

「そうなんです。ツヴァイの町まではどれくらいかかりますかね？」

「歩きですと一日か二日はかかりますね。夜のフィールドは危ないですから、今日はこの町で休んだ方がいいと思いますよ？」

　女の人にお礼を言って、俺たちは別れた。

　この世界に来て初めての現地人との交流、いわばファーストコンタクトを終えた。その成果に、俺たちはテンションが上がりまくった。

「ウグイスちゃん、何だかすごくファンタジーっぽいわ！」

「ホントね！　やっぱりああいう会話って本当にあるのね！」

「ああ、それに元の世界じゃ全然うまくいかなかったけど、こっちの世界じゃ、まったく問題ないな」

「これがあたしたちの実力なのよ！　やっぱり元の世界で強ごう引いんに研修しようってのが、間ま違ちがってたんだわ！」

　鶯の言うことではあるが、それには同意せざるを得ない。そこへ、ひよりが戻もどって来た。

「あっちに屋台がいっぱいあるのです。人も大勢集まっているのです」

　ひよりが指さした先に、露ろ店てんが並んでいる一角があった。大勢の人が集まって、いかにも活気にあふれている。

「市場かな？　酒や食い物が沢たく山さん売ってそうだ」

　その様子を見つめるマリアの瞳ひとみが輝いていた。

「見に行きたいわ！　明日あしたの朝ご飯の食材も用意したいし！」

「でも、もうこの時間だからな……素す直なおに宿を探そうぜ。それに明日は、夜明け前に出発しなきゃならないし」

　マリアは頰ほおに手を当て、残念そうに眉まゆを寄せた。

「そうなの？　随ずい分ぶん急ぐのね」

「そりゃあ……夜逃げしてきたからな。追っ手が来る前に逃げないと」

　俺の言葉を聞いて、鶯も表情を曇くもらせた。

「そうよね……黙だまって出て来ちゃったし。後で問題になるかしら」

「心配いらないさ。要は結果を残せばいいんだ。勇者としての活かつ躍やくをして、文句を言えないくらいの実績を残すんだ。そうすりゃ、こっちのもんだ」

「そうなのです！　いっそのことこの世界の魔王を倒たおしてしまうのです！」

　威い勢せいのいいことを言うひよりに、俺たちは意外とその気になった。

「……確かにそうね。それもあたしの力なら、不可能じゃないわ」

　鶯は調子に乗ると、ばっと長い黒くろ髪かみをはらった。

「じゃ、とりあえず宿屋を探そう」

　だが、探すまでもなく、ベッドの絵が描かかれた看板を掲かかげる店がすぐ目の前にあった。さすがに寝しん具ぐ屋ということもないだろう。

　入り口の横には張り紙があり、一いつ泊ぱく１２８００Ｐｒｅと書かれていた。

　Ｐｒｅというのは、プレシャス界の貨か幣へい単位で『プレス』の略だ。ほぼ１円が１プレスと考えていいらしい。

「もう時間も遅おそいし、みんな寝不足になっちゃうものね。この宿でいいんじゃないかしら？」

　マリアの提案に、鶯が気付いたように言った。

「そういえば、お金はどうするの？」

　マリアが「あっ」と声を上げた。

「そうだったわ……今まで食事も泊とまるところも用意されていて、お金がなくても暮らせていたから、すっかり忘れていたわ」

「ど、どうしよう……このままじゃ野宿じゃない。暖かいから風邪かぜは引かないかもしれないけど、何日も野宿はイヤよ」

「それにお食事も何とかしなきゃね。食材を買うのにもお金がかかるし……狩かりをして自給自足とか出来るのかしら？」

　困り果てた仲間を前に、俺は思わず含ふくみ笑いを漏らした。

「フフフ……まったくありがちな躓つまずきをしてくれるよな、諸君」

　髪をかき上げカッコ良くキメる俺を、鶯は奇き妙みようなモノを見るような目で見つめた。

「何よ、気持ちが悪いわね」

「別の世界へやって来て、金がない！　なんてもはやテンプレート。そんな展開を書いた小説を編集者に見せようものなら、この展開多すぎて陳ちん腐ぷだし、もういい加減見たくないよと言われるのがオチ」

「……言われたんだ」

　ジト目で俺を見る鶯に、俺は声を荒あらげた。

「バッ、バッカ！　ちげーし！　ただの喩たとえだし！　別に俺小説なんか書かないし！」

　俺は懐ふところから、じゃらっと音を立てる袋ふくろを取り出した。

「金ならある！」

「「「おおっ!?」」」

「薬草採りのバイトとか、色々やってた成果だ！　ちゃんとプレスに換かん金きんしてある！」

「なによ、ダメ人間のニートでもたまには役に立つこともあるんじゃない！　褒ほめてあげるわ！　でも今度あたしを褒めるときに倍返しでね！」

　マリアはそっとハンカチを目め頭がしらに当てた。

「エーちゃん……なんて立派に成長したのかしら。自分に言い訳をして、遊んでいるだけでも人は成長するものなのね……お母さん嬉うれしい」

「えいたんも別世界へ来たことで、覚かく醒せいしたのです。悪魔の力を身に付け、第二段階の形態へ移行したのです」

「おい、ひより。それ俺モンスターになってね？　つか鶯、あまり偉えらそうなこと言ってると、明日の朝寝ねている間にお前だけ残して出発するからな。あとマリア、ツッコミどころは色々あるが、とりあえずお前お母さんじゃねえ」

　それから俺たちは宿屋へチェックイン。幸い、併へい設せつのバーが深夜営業していたので、そこで軽く祝しゆく杯はいと夜食を取ることが出来た。

　つい盛り上がって、明け方近くまで騒さわいでしまったのは誤算だった。

　おかげで次の日、寝ね坊ぼうした。
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　寝坊はしたが、俺たちは無事にアインの町を出ることが出来た。

「いやー今日が休日で良かったな」

　恐おそらく研修生の仕事も、今日は休みなのだろう。でなきゃ、今いま頃ごろは十じゆう条じよう先せん輩ぱいが探しに来ているはずだ。

「そうね。ツキもあたしたちに味方してるってことよ」

　町から一歩出ると、そこにはのどかな田園風景が広がっている。天気もいいし、旅立ちの日にはぴったりだ。

　しばらく行くと、分かれ道に差し掛かかった。

「ねえ、エーちゃん。ツヴァイの町へ行くってことでいいのかしら？」

　道案内の標識を見上げて、マリアが訊きいた。

「そうだな。昨日の女の人のセリフは、次の展開を示し唆さしていると判断するのが妥だ当とうだ」

「それも遊び人修しゆ行ぎようの成果なの？」

「ああ。それに光峰での実習もな。あのときはバカバカしいと思ったが、ＲＰＧゲーム的な行動は、確かに必要なんだと今になって実感している。失礼な話だが……草くさ薙なぎ《レジェンド》ミレイを、中二病をこじらせたまま中年になったエロいおばさんと思っていた」

「エーちゃん、それは確かに失礼だわ」

　マリアは母性あふれる笑顔で、意外と切れ味の鋭するどい返しをした。

　俺たちは標識に従って、ツヴァイの町への道を進んだ。

　しかし、研修で公共事業に勤いそしんだせいか、標識や今歩いている道も、誰だれかが作ったんだろうなあ、と考えると不思議とありがたいもののように思えてくる。

　こういった気持ちが、成長というものかも知れない。

「フフフ……またもや俺は人間としても、勇者としても、成長してしまったようだな」

　そんな俺に、鶯は気味の悪いものでも見るような視線を向けた。

　……何か言いたいことがあるなら、言ったらどうだ。

　そのとき、ひよりが「あ」と声を上げた。

「あれは！　あれは何ですか!?」

「ん？」

　草原に木の柵さくで囲われた一角がある。その中に、丸くてぷよぷよしたものが幾いくつもうごめいていた。

　──スライムだ。

「えっ！　なになに？　もしかして、あれが有名なスライムなの？」

　鶯は目を輝かがやかせ、柵の方へと走って行った。

「はじめてのモンスターなのです！　狩りの時間なのです！」

　続けてひよりも駆かけ出した。

「おい！　ちょっと待てよ」

　俺とマリアも二人を追って、柵に囲われたスライムのところまでやって来た。ぱっと見た感じで、百匹ぴき以上は軽くいそうだ。

「エーちゃん、スライムってモンスターよね？」

「ああ。冒ぼう険けんの初期段階で経験を積むのに丁度いい弱いモンスターだ。こいつでレベルを上げて、徐じよ々じよに強いモンスターと戦って行くのがお約束だな。しかし、最近は別のトレンドもある」

　柵に肘ひじを乗せて、楽しげにスライムを眺ながめていた鶯が、俺の方を向いた。

「別のトレンド？」

「ああ。どこの世界でも弱いモンスターは似たようなもんだからな。世界としての個性を出すために、普ふ通つうは弱いとされているモンスターを実は強い、という風に設定するところも増えている。そういった意外性は勇者としても面おも白しろいところだしな」

「へーそうなんだ。じゃ、このスライムも実は強いの？」

「いや……こいつらは伝統的なスライムだな。多分すごく弱い」

　今の俺でも、問題なく倒せるだろう。

「そう考えると、遊び人のレベルを上げるのに、スライムみたいな弱いモンスターだけを相手にして、コツコツやるのも手だな……」

　しかし鶯はあからさまにイヤそうな顔をした。

「それって飽あきない？　やっぱり色々なモンスターと戦いたいけど」

「いやいや、スライムしか相手にしない勇者とか、ゴブリンだけを相手にする勇者とかもいるんだぜ？　特定のモンスターに特化することで、専門性や効率を上げるんだ。すると、利益率も上がるし、自分のキャラクター性を際きわ立だたせることも出来る」

「キャラ性って……そんなのいるの？　実力さえあれば……」

「分かってないな、鶯。勇者だって人気商売だ。キャラクターが立っていると、人気者になるし、仕事の依い頼らいも増える。どこの世界からも引っ張りだこだ。特に、特定の世界に所属していない、フリーで活動する勇者ならな」

　鶯はふたたびスライムに視線を移すと、少し遠い目をした。

「フリーかあ……それもいいけど、でも、安定してないもんね」

「腕うでさえあれば、フリーの方が稼かせげるけどな。ただ、保証はないし、自分で営業もしなきゃならないし……まあ、向き不向きがあると思うぞ」

　鶯は考え込むような仕草をしたが、頭を切り替かえたように顔を上げた。

「……で、どうするの？　このスライム」

「まあ、倒していいんじゃないか？　町から出てすぐの場所にこれだけいるってことは、どうぞ倒して下さいってことだろ」

「わかったのです！　では早さつ速そく倒すのです！」

「ちょ、ちょっと待って！」

　はやるひよりと鶯に、マリアが待ったをかけた。

「モンスターだけどあの子たちも命の一つよ？　意味もなく虐ぎやく殺さつするなんていけないことだわ」

　うーむ、やはりそう来たか。

　ここは一つ、マリアに納なつ得とくしてもらうしかない。

　俺はマリアの肩かたに、優やさしく手を置いた。

「マリア、気持ちは分かるが……これもアインの町の人々のためなんだ」

「え……？」

「町の近くにこれだけのモンスターがいる。それだけで十分危険だ。もし子供たちが野原で遊んでいて、このスライムたちにちょっかいを出したら……」

　はっとマリアは息を吞のんだ。

「……そういうことだ。大勢の子供たちが犠ぎ牲せいになる。マリアはそれを見過ごすのか？」

「そんな……でも、でも」

　涙なみだを浮うかべて、マリアは頭を振ふった。

「許してくれマリア。俺たちは勇者なんだ。幼い命を、この世界の明日を作る子供たちをみすみす死なせることは出来ない」

　マリアはうつむいたまま、コクリと小さくうなずいた。

　よっしゃ！　説得完かん了りよう！

「よーし！　殺やるぞーっ!!　鶯！　ひより！　スライムを皆みな殺ごろしだ!!」

「「おーっ!!」」

　俺の号令に鶯とひよりは腕を突つき上げる。そして柵を跳とび越こえると、一いつ斉せいにスライムに襲おそいかかった。

「え？　え？　え？」

　マリアだけが、目に涙を溜ためたまま、俺の豹ひよう変へんぶりを呆ぼう然ぜんとして見つめている。

　だが知ったことか。

　なにせこのスライム、普通に殴なぐったり、蹴けったりするだけで、この俺でも勝てるのだ。

「うおおおおお！　勝てる！　勝てるぞぉお!!　ヒャッハ────ッ!!」

　踏ふみつけたとき、ちょっと耐たえてからプチッと潰つぶれる感かん触しよくが、堪たまらなく気持ちいい。でかいプチプチを潰しているような快感がある。

　鶯も狂きよう気きの笑えみを浮かべ、スライムを踏み潰していた。

「あはははははははははははは！　すごい！　すごいわ、あたし！　モンスターを駆く逐ちくしてる！　いまあたしモンスターを駆逐してるの！　あはははははは」

　そしてひよりは杖つえをぶんぶん振り回して、面白いようにスライムを叩たたき潰している。

「一いち撃げき必殺なのです！　ひより強すぎるのです！」

　そんな二人を見て、俺も負けてられるかと気分がアガる。

「うひゃひゃひゃひゃ！　死ね死ね死ねぇええ！　ぶるぁあっころしてやるぅううう!!」

　と、そのとき、

「きゃぁあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

「なんだ？」

　振り向くと、そこには真っ青な顔をした女の人と、涙を流す十数人の子供たち。

　女の子がしゃくりあげながら、悲痛な声を上げた。

「う、うわ、うわぁああんっ、す、すらいむさんが、スライムさんが、死んじゃったよぉおおおおおおっ」

「ぁあぁあああんっ……こ、殺されちゃってる。ころされ……うわぁああああん！」

「ひどい、ひどいよぉおぉ……ぐすっ、ぅぇええええん」

　──え？

　何これ？

　どういうこと？

「あ、あなた方は、な、な、なんてひどいことをしてるんですかっ！」

　蒼あおい顔をした引いん率そつの女の人が、震ふるえる声で叫さけんだ。

「い、いや……町の近くにモンスターがいたので……危険かなって。特に、ほら……子供とか……」

「このスライムたちは子供たちのお友達なんです！」

「……は？」

　女の人の目からも涙が溢あふれ出した。

「ここはスライムふれあい牧場です！　子供たちの情操教育のための施し設せつなんです！　そ、それを……それをっ!!」

　お友達？　ふれあい牧場？

　……そういえばモンスターにも、無害で情報を提供する役とかって、たまにいるよな。

　やべえ。

　すげえ気まずい。

「そうか……そういうことだったのか」

　俺は柵を乗り越えた。

「なぜ町の近くにモンスターがいるのか。それも、こんな柵の中に……その謎なぞが、今やっと解けたよ……」

　俺は悲しげな表情で、青い空を見上げた。

「悲しいよな……人と魔ま物ものが分かり合うのは、本当に難しい。だが、俺たちはこうした悲劇が繰くり返されないようにしなければならないんだ」
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　そう言って、俺は悲しげな微笑ほほえみをみんなに向けた。

　マリアはショックのあまり、気絶したように突っ立っているし、鶯も蒼い顔でガタガタ震えている。ひよりは何のことか分からないのか、首を傾かしげていた。

　──そして俺は、

　地面を蹴って、猛もうダッシュ！

　脱だつ兎との如ごとく逃にげ出した！

「あっ！　ま、待ちなさい！　この人でなし!!」

　後ろで引率の女の人が叫んでいるが、知ったことか！　俺は過去を振り返らない！

　俺は前だけを見て進むんだ！

　未来へ向かって！

　俺は一度も後ろを振り返ることなく、全力疾しつ走そうで道を駆けていった。
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　ひよりが眉まゆを寄せて言った。

「えいたん。一人で逃げるなんてずるいのです」

　森の入り口で休んでいると、すぐにひよりと鶯が追いついてきた。

　鶯は力ちから尽つきたように木の下に腰こしを下ろすと、切れ切れに文句を言い始めた。

「ホントに……あ、あんたって……男は……」

「マリアは？」

　荒あらい息で鶯が答えた。

「さあ？　何だか、子供たちに……謝ってたけど」

　それから一時間ほどして、マリアがやっと現れた。

「うぅ……ごめんなさい、みんな……ごめんなさい……私たちのせいで」

　目に涙を溜め、うわごとのようにつぶやいている。

「マリア、辛つらいだろうが、俺たちは前に進まなければならないんだ。俺たち勇者の到とう来らいを待ち構えている、戦う術すべを持たない人々のために！」

　自分でも何を言っているのか良く分からないが、そんなことを言いつつ、森の中へ入った。それほど深い森ではなく、しばらく行くと急に視界が開けた。目の前には川が流れていて、そして──、

　その川辺に緑色の肌はだをした人間がいた。だがよく見ると、豚ぶたと人間を足したような顔をして、錆さびだらけの鎧よろいを身に着けている。

　──ゴブリンだ。

　いきなりのエンカウントか！

　やり過ごそうかとも思ったが、相手に気付かれた。

　ゴブリンは牙きばを剝むきだし、開いた口から悪あく臭しゆうを放つヨダレを垂らしている。

　そしてゴブリンは、錆だらけの剣けんを抜ぬいた。

「みんな気を付けろ！」

「ウガァアアアアアアッ!!」

　唸うなり声を上げて、斬きり掛かかってきた。

　俺に向かって剣が振り下ろされる。

　──ヤバ!?

　目の前で火花が散った。

　マリアのミレニアムマリアージュが、ゴブリンの剣を受け止めていた。

「私の仲間には、指一本触ふれさせません！」

　さすが、頼たよりになる盾たてだ。

　──ここからが反撃だ。

　だが──、

　俺は俺を守るように立ちふさがるマリアの背中を見つめた。

　こいつは頼りになる盾であるが、同時に邪じや魔まな盾でもあるのだ。

　そこで俺には秘策がある。

「マリア！　頼たのみがある！」

「なに？　エーちゃんのことなら命がけで守るから、安心して！」

　俺は懐ふところから一枚の紙を取り出した。

「これはスーパーのチラシだ！」

「えっ!?!!!!」

　マリアの目の色が変わった。

「プレシャス界でチェーン展開をしているキドクニヤというスーパーだ。昨日、町を歩いているときに手に入れておいた。どうやらツヴァイの町にも支店があるらしいぞ」

「そ、それって……エーちゃん！」

「ああ！　安売り情報を調べてくれ！」

「分かったわ！」

　俺の手からチラシを奪うばうと、マリアは少し離はなれた場所にある大きな石に腰こし掛かけた。そして蛍けい光こうペンを片手に、チラシに視線を走らせる。

「さすが別の世界ね……知らないお野菜やお肉がいっぱいだわ！　これは手て強ごわいわね……でも、卵は安そう……あ！　お肉の四割引セールがあるのね！」

　バトル中にもかかわらず、マリアは全力でスーパーのチラシチェックを始めた。

　この隙すきに襲われたら困るな……と思っていたのだが、どういうわけか、ゴブリンは襲ってこなかった。

　──よし、あとは鶯の魔法で、

「『ローリングサンダー』！」

　既すでに鶯が魔法を唱えていた。

「バカァアアアっ！　無む駄だ打ちしやがってぇええええ！」

　雷かみなりの音を聞き、ゴブリンは首をすくめた。

　さすがに電撃魔法を恐おそれているようだが、効果はゼロ。

　なにせ鶯の魔法は、遥はるか数十メートル先の岩に命中。ゴブリンにかすりもしなかったからだ。

「くっ……頼むぞ！　ひより！」

「かしこま！」

　ひよりは地面を蹴けって大きく飛び上がると、ハンマーのような杖を振ふりかぶった。

「アクセル・ウィザード!!」

　強きよう烈れつな杖の一いち撃げきをゴブリンに叩たたき込んだ。

「グハァアアッ!?」

　さすがにこたえたらしく、後ろに数歩よろけた。しかし鎧を着ているせいか、倒たおすほどのダメージは与あたえられなかった。

　ゴブリンはにたりと笑うと、再び俺に向かって斬り込んできた。

　ゴブリンは剣を振り上げた。

　力任せの一撃を叩き付ける気だ。

「ウゴォオァアアアアアアアアアァアッ!!」

　──くそっ！　ここまでか!?

　雄お叫たけびを上げるゴブリンの横っ面つらに、

「メテオ・ウィザード!!」

　ひよりの跳とび蹴りが決まった。

「んぎゃぁああああああああああああああああああああああっ!?」

　ゴブリンはもんどり打って、地面を転がっていった。

「ひよりに背中を向けるとは、油断大敵なのです」

「よしっ！　よくやったぞ、ひよりっ！」

　とどめを刺さそうと、ひよりがゴブリンに歩み寄る。

　するとゴブリンは顔をしかめ、手の平を前に出した。

「ちょ、ちょっと！　ちょっと待ってって！」

「──え？」

　喋しやべった？

「まったくもう……まいったなぁ。なんで連続攻こう撃げきとかするかなぁ」

　ひよりに蹴られた顔をさすり、ゴブリンはぶつぶつ言いながら立ち上がった。

「ねぇちょっとあんたたち、どこの勇者？　何でターン制守らないの？　何なの？　バトルはターン制って常識だよね？」

「……た」

　ターン制、だと？

「ほんっとに野や蛮ばんにもほどがあるよ。もう、信じらんないなぁ」

　じゃあ、さっき隙だらけだったけど攻撃してこなかったのは、そういうこと？　いや、でも何で？

　頭をぼりぼり搔かくゴブリンに向かって、俺は片手を上げた。

「ちょ、ちょっといいか？」

「ん？　なに？」

　不ふ機き嫌げんそうなゴブリンに俺は混乱しつつも質問をした。

「これって練習じゃないよな。実戦だよな」

「そうだよ？」

「それで、何でターン制なんだ？」

　ゴブリンは引きつった笑いを浮うかべた。

「何でって……いや、そうでしょ？　普ふ通つう。昔からそうじゃん。てか、そんな質問されるほうがビックリだよ。あんた、どこの田舎いなかモンだよ？」

　え、なに？　本当にバトルって交こう互ごに攻撃するの？　それって何の意味があるの？

　ゴブリンは呆あきれた顔で、俺たちをジロジロ見つめた。

「あんたたち正式な勇者じゃないな？　どうせ冒ぼう険けんの申しん請せいも出してないでしょ？」

　……申請？

「無許可の勇者と戦うのイヤなんだよね。トラブルに巻き込まれる元だし。あと、こっちも上司に稟りん議ぎを上げなきゃいけないから、面めん倒どうなんだよね」

　……上司？　稟議？

　俺の頭の中でぐるぐる疑問が渦うずを巻き、処理能力がパンクした。




　そして俺は考えるのをやめた。




「ひより！」

「かしこま！」

　杖つえの一撃がゴブリンの後頭部に直撃。ゴブリンはつんのめって前に倒れた。

　チラシのチェックを終えたマリアが、蛍光ペン片手にやって来る。

「ひ、ひよりちゃん！　ダメよ、そんな乱暴したら！」

　バトル中になに寝ね言ごといってんだ、この聖母。

　そんなマリアに、ひよりは見得を切ってドヤ顔を決める。

「大だい丈じよう夫ぶなのです。峰みね打うちなのです」

「そ、そうなの？　だったら……大丈夫かしら」

　魔法の杖に峰打ちもくそもないが、マリアが納なつ得とくしたなら良しとしよう。

　俺は白目を剝いているゴブリンの側そばにしゃがむと、鎧の内側や、腰に付けた袋ふくろなど、持ち物を漁あさり始めた。

「金が三千プレスに……あとは薬を持ってるな。傷薬と頭痛薬か」

　鶯は戸と惑まどったように、俺の手元を覗のぞき込んだ。

「ちょ、ちょっと、エイジ？　あんた、何ためらわずに荷物漁ってんのよ」

「いや……俺も前々から疑問だったんだが、モンスターを倒して何で金が手に入るのかなって……それって、こういうことだったんだな」

　なぜか鶯は頭を抱かかえた。

「こういうことだったんだな……じゃないわよ！」

「さすがえいたん。外げ道どうなのです」

　えっ？　外道？　何言ってんの、この人。

「あ、あのね、エーちゃん」

　アイテムを回収して立ち上がった俺に、マリアが言いづらそうな顔で話しかけた。

「もしかしたら、もしかしたらよ？　これって、『強ごう盗とう』……とか『追い剝はぎ』……とかいう行こう為いなんじゃないかしら？」

　俺はマリアの肩かたに手を置くと、爽さわやかに笑った。

「バカだなあマリアは。そんなことあるわけないじゃないか。こんなのファンタジー世界では常識だぞ？」

　マリアは不安そうな顔で、うつむいた。

「そ、そうかな……そうなのかな……」

　思い悩なやむマリアに、俺は一点の曇くもりもない笑え顔がおを向ける。

「そんなことより、先に進もう。急げば、今日中にツヴァイの町に着けるかもしれない」

　微び妙みような空気感のまま、俺たちは先を急いだ。
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　なだらかな丘おかの続く草原に、夕日が沈しずもうとしていた。その夕日を背に、ツヴァイの町のシルエットが浮かび上がっている。

　どうやら、今日中に辿たどり着けそうだ。

　──というタイミングで、またもやモンスターとエンカウント。

　今度は、犬のような頭を持つ人型モンスター、コボルトである。

　今度の敵は一いつ匹ぴきではない。四匹という群れでの襲しゆう撃げきだ。

「マリア、防ぼう御ぎよは頼たのむぞ！」

「まかせて、エーちゃん！　でも、相手を殺しちゃダメよ！」

「ああ、わかった。鶯！」

　マリアには生返事をして、鶯を抱だき寄せる。

「きゃっ！　エ、エイジ？」

　電撃魔ま法ほうで血祭りに上げてやる！

　俺が鶯を口説き始めたとき、ツヴァイの町から、鐘かねの音が聞こえてきた。

　──時を知らせる教会の鐘の音か……お前らのレクイエムには勿もつ体たいないな。

　と、ニヒルでクールでカッコイイ俺様セリフを心の中でつぶやき、あ、これ声に出して言いたい、と思った時、コボルトたちは一いつ斉せいに構えていた棍こん棒ぼうを下ろした。

「──ん？」

　コボルトたちは俺たちに、軽く会え釈しやくをした。

「っしたー」「お疲つかれでーす」「じゃ、失礼しまーす」「どもー」

　そして俺たちに背中を向けた。

「今日どうする？」「あの店寄ってかね？」「お、いいね」

　などと言い合いながら、ぞろぞろと歩いて行こうとした。

　お、おい？

　こいつら、どこへ行くんだよ？

「ちょ……ちょっと待てよ！」

　俺の呼び掛かけに、コボルトたちはきょとんとした顔をして振り向く。

「なんすか？」

「なんすかって……ど、どこへ行くんだよ!?　戦せん闘とう中だろ？」

　するとコボルトたちは、あー、とうんざりした声を上げた。

「あ、すんませんけど、うち定時なんで」

　──て、定時!?

　俺の頭はこんらんした！

「あ、あのな……定時って、どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔をして、コボルトたちは顔を見合わせている。

「どういうって……さっき鐘が鳴ったっしょ。うち六時上がりなんすよ」

　はぁっ!?

「いやいや！　戦闘中だから！　命のやり取りしてるから！　定時とか関係ねえだろ!?」

　コボルトたちは、ぷっと吹ふき出した。

「マジメっすねー。でも、俺っちサービス残業とかしない主義なんで」

「最近、総務もうるさいんすよ」

「そーそー残業時間が四十時間超こえると、書類書かされるんだよな」

「あれ体調崩くずしても魔王軍のせいじゃないって証しよう拠こにされるんだぜ。何でも労災も下りないって噂うわさだよ」

「マジか？　やってらんねーな」

　──な、

　何なんだ、こいつら。

　さっきのゴブリンといい！

　コボルトといい！

　そりゃ、世界を企き業ぎように喩たとえることはよくあるけど、そういうんじゃねえだろ!?

　第一、お前ら魔物じゃん！　悪魔の手下じゃん！

　何で、俺たち研修生よりホワイトなんだよ!?

　やってらんねーのはこっちだよ!!

　ファンタジー舐なめんじゃねえぞ!!

「いくぞ鶯！」

「え？　ええ？　ろ、ろーりんぐさんだー？」

　コボルトたちを一撃で戦闘不能にした。
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　日が暮れた頃ころ、俺たちはツヴァイの町に入った。

　道中それなりに稼かせげたので、今回も金に困ることなく宿屋にチェックイン。それから街に繰くり出し、酒場で祝しゆく杯はいを上げた。

「「「「おつかれーっ！」」」」

　グラスをカチンと合わせ、俺たちはプレシャス界のビールをごくごく飲んだ。

　ぷはーっ！　たまんねえな、この一いつ杯ぱい！

「えーっと、お姉さんちょっと」

　胸を強調した刺し激げき的なコスチュームのウエイトレスを呼び止める。俺はメニューを開き、料理の注文をした。

「えっと、コカトリスの唐から揚あげ、串くし焼やき盛り合わせ、刺さし身み盛り合わせ、ツヴァイ特製サラダ、プレシャス牛のステーキ……あと何かオススメとかあります？」

「そうですねえ、今日は活いきの良いゴールド・サーモンが入ってるんで、炙あぶりとかオススメっすよ」

「じゃ、それ。とりあえず以上で」

「ありがとうございましたーご注文頂きましたー」

　元気な声を出しながら、ウエイトレスは厨ちゆう房ぼうの方へ去って行った。

　マリアはメニューを興味深そうに眺ながめている。

「私たちの世界とあまり変わらないのね……でも外食続きだと、とても贅ぜい沢たくをしている気持ちになるわ」

　ほんのり頰ほおを染めて鶯が笑った。

「いいじゃない、お金も入ったし。旅先なんだから、ちょっとは贅沢しないと」

「でも、明日の朝は私が朝食を作りたいな……」

　マリアは、ちらちらと俺の方に視線を送ってくる。

「分かったよ。じゃあ、明日の朝はマリアの部屋で集合だな」

　一応、部屋に備え付けの台所もあったし。

「ありがとう！　後で、お店が閉まる前に買い物行ってくるわね！」

　にこにこ笑って、昼間に渡わたしたチラシを広げて見せた。チェックした商品に蛍けい光こうペンで丸が付いていた。

「──聞いたか、あの噂」

　ふと、隣となりのテーブルの会話が耳に入った。

「ああ、なんかすげえヤバイ大悪党が現れたみたいだぜ」

　……何の話だ？

　見ると、商人風の男と、鍛冶かじ職人風の男が向かい合って酒を飲んでいる。

　──そうか、これが街で行う情報集め。

　元の世界では全然うまく行かなかったが、見てみろ？　やっぱり別世界へ来れば、こんなに簡単だ。やっぱり俺が悪いんじゃない。環かん境きようが悪かったのだ！

　商人風の男が、苦々しい顔でつぶやいた。

「出会い頭がしらにいきなり襲おそいかかるらしい。んで金目の物は根こそぎやられるってよ」

「ああ……それに、子供たちの友達が大量虐ぎやく殺さつされたとか」

　なるほど、確かにヤバそうだが……勇者候補としては、聞き捨てならない話だな。

「ひどい……」

　ぽつりとつぶやくマリアの声が聞こえた。

　俺だけじゃなく、マリアや鶯、ひよりまでもが隣に聞き耳を立てていた。

　俺も、隣に聞こえないように声をひそめて言った。

「罪もない人々から略りやく奪だつ、それに虐殺か……治安がいいように見えて、そんな暗い事件もあるんだな」

「そうね……こんなに平和そうに見えるのに……」

「光あるところに闇やみがあるのです」

　鶯は沈ちん痛つうな面おも持もちで、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

「そんな奴やつらがいるなんて……許せないわ」

「ああ……平和で幸せなプレシャス界の闇を見た思いがするな」

　優良世界のプレシャスとはいえ、やはり別の世界なのだ。俺も、胸の中がやりきれない思いでいっぱいになると同時に、改めて気持ちを引き締しめた。

　商人の男が険しい顔でつぶやいた。

「こいつは当分、アインの町には近付けないな……」

　だが鍛冶職人は首を横に振ふった。

「そいつがここへ向かって来てるらしいぜ」

「な……にっ!?」

「街かい道どう沿いに、次々犠ぎ牲せい者しやが出ている。徐じよ々じよにここへ近付いているって噂だ。そろそろ俺たちもどこかへ避ひ難なんした方が良さそうだ」

　俺はマリアたちと顔を見合わせた。

「どうやら、とんでもない奴が近付いてるらしいな」

「エイジ、これはあたしたち勇者の出番よ！」

「悪を滅めつするのです！」

「でも、危なくないかしら……かなり危険で凶きよう暴ぼうな相手みたいだし」

「ああ、俺たちもまだルーキーだからな……」

　俺は再び隣のテーブルに耳をそばだてた。

「……それにしても、そいつらまるでバーサーカーだな。一体何人組なんだ？」

「四人組らしい。悪わる賢がしこくて人の心を持たない、口先だけのド悪党をリーダーに、地じ獄ごくの聖母。雷かみなりを操あやつり、歩いた後には草木一本生えないという魔女。子供の姿で相手を騙だまし、容よう赦しやなく捻ひねり殺す小さな巨きよ人じん」

　聞くだけで恐おそろしい連中だ。

　正直、そんなヤバげな連中と関かかわり合いたくない。

　──だが、

「俺たちは勇者だ。いや、少なくともこの世界で勇者になろうとしている。ならば、悪を恐れ、逃にげることなど出来ない。ここは俺たちの手で、その大悪党を倒たおし、勇者としての実績を挙げるんだ。そうすれば──」

　鶯が言葉を引き継つぐように言った。

「勇者として認められるのね！　褒ほめられるのね！」

「そうだ。大手を振って、十条先せん輩ぱいのもとへ帰れる。そして、このプレシャス界に彗すい星せいの如ごとく現れた大型新人として、華はな々ばなしいデビューを飾かざるんだ！」

　その後、テンションの上がった俺たちは、さんざん飲み食いをして、宿屋で爆ばく睡すい。

　そして次の日、例のヤバイ連中を迎むかえ撃うつべく、俺たちは町の入り口で日がな一日待ち続けた。
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「……来なかったな」

　結局、原っぱでシートを敷しいて、ゴロゴロしたり遊んだりしながら、マリアの弁当を食べた一日だった。どう考えても、ただのピクニックだった。

　そして今夜も飲み屋でミーティング。

　マリアは頰に手を当てて首を傾かしげた。

「ええ、ヤバイ連中さんたち一体どうしたのかしら……急用でも出来たのかしら？」

「お待たせしましたーっ」

　ウエイトレスが運んできた料理を次々とテーブルに並べてゆく。おいしそうな香かおりが湯気と共に立ちのぼり、鼻と胃い袋ぶくろを刺激した。

　鶯が目を輝かがやかせて、早さつ速そく料理に手を伸のばす。

「きっとあたしたちに恐れをなしたのよ！　いただきまーす！」

「そうか！　戦わずして勝つ俺たち最強！　祝勝会だ！　食おうぜ!!」

「戦いの後のごはんはおいしいのです！」

「味を覚えて、プレシャス料理をマスターしなきゃ！」

　ご機き嫌げんで料理を平らげる俺たちに、ウエイトレスは明るく微笑ほほえんだ。

「お客さんたち、ずいぶん盛り上がってますねー。旅の人ですかぁー？」

「ああ。勇者として旅をしている。今日は話題の凶悪犯を撃げき退たいしたところだ」

「ええーっ!?　そうなんすか？　すっごいっすねー!!」

　いいねーこの素す直なおに驚おどろいてくれる反応。

「他ほかに何か困っていることはないか？　たとえば悪い魔ま物ものが出しゆつ没ぼつしてるとか」

「うーん……すんません、あたしちょっとそーゆー噂うわさにうとくて」

　え？　そうなの？

　酒場のウエイトレスから情報を仕入れるとか、定番かと思ったけど。

「あーでも、悪い奴って言えば、アレっすかねー」

「アレ？」

「この町から北に行ったところに小さな城があるんすよ。それが魔王軍の拠きよ点てんらしいっす」

「なに!?　魔王軍の拠点だと!?」

「えー。そこを支配してるのが、魔王の片かた腕うででサイクロプスって呼ばれてる奴だそうっす。まあ、みんな怖こわがって近付かないんすけどね」

　サイクロプス──一つ目の巨人のことだ。図ずう体たいはデカくパワーはあるが、知性はそれほどでもない。ファンタジーでは定番のモンスターだな。

　──なるほど。これが次の行動への手がかりか。

　ふっと笑えみを漏もらすと、俺はキメ顔でウエイトレスを見上げた。

「心配いらない。俺たちがそのサイクロプスを倒す」

　ウエイトレスは一いつ拍ぱくおいてから、びっくりしたように目を見開いた。

「えぇえええええ!?　や、やめといた方がいいっすよ！　危ないっすよ、お客さん！」

　俺は立ち上がると凜り々りしく言い放った。

「いや！　俺たちは勇者だ！　この世界を脅おびやかす者は、全すべて敵!!」

　鶯も、はっと気付くと慌あわてて立ち上がった。

「そう！　あたしこそ神が遣つかわした正義の守護者！　電撃の魔術師、初はつ音ね鶯！　人々に仇あだなす者はこのあたしが殲せん滅めつするわ！」

　酒場の客たちから、おおっという感かん嘆たんの声が漏れる。そして、たちまち歓かん声せいと拍手が沸わき起こった。

「いいぞーっ！　勇者さま！」

「カッコイイぜ！　頼たのんだぞ勇者！」

　そんな歓声に、鶯はうっとりした表情を浮うかべた。

「ああ……すてき……これよ、あたしが望んでいたのはこれなのよ！」

　そしてひよりもテーブルの上に上がり、見得を切る。

「我が名はひより！　幾いく星せい霜そうを超こえてあらゆる神と戦い、その果てに究極の悪を身に付けし、反逆の剣けん。そして今は何の因果か魔王から人々を救済する一筋の光!!」

　客たちはさらに盛り上がり、店に口笛と喝かつ采さいが鳴り響ひびいた。

「すげえ！　俺たちの町にこんなに勇者が！」

「応おう援えんしてるぞ！　頑がん張ばれよーっ！」

　俺たちは手を振って、その声援に応こたえた。

　その内、次々と俺たちのテーブルに飲み物や食い物が運ばれてきた。

「前祝いだ！　一いつ杯ぱい奢おごらせてもらうぜ！」

「おいおい、そんなに飲みきれないって」

「いいから飲め！　食え！　そんかわりサイクロプスを頼んだぞ！」

　そして勇者コールが酒場に鳴り響いた。

「ゆ・う・しゃっ！　ゆ・う・しゃっ！　ゆ・う・しゃっ！」

「ふ、ふふ……みんなが、あたしを尊敬してる……みんなあたしのファン……ふふふへ」

　鶯はあまりの幸福感に、絶頂を迎えたように恍こう惚こつとしている。

　ひよりはテーブルの上で、奇き妙みようなポージングをキメていた。

　マリアは控ひかえめに手を振っている。

　そして俺は拳を天に突つき上げた。

「うおおおっ！　倒す！　倒すぞ！　サイクロプスは俺たちが倒す!!」




　　　　×　　×　　×




　酒場で前祝いをした次の日、俺たちはサイクロプスの討とう伐ばつに向かった。

　飲み過ぎ＆食い過ぎで夕方近くまで寝ねていたが、どちらにしろ討伐は夜に行こうと思っていたので、何の問題もないぜ。むしろ計画通りだぜ。

「ここが魔王の拠点か……」

　森の中にある、こぢんまりとした城だった。

　慌ててツヴァイの町を出発したのは夕方だったが、思いのほか近かった。森の入り口に着いたときはまだ明るかったので夜を待ち、辺りが暗くなった頃ころを見計らって、城の近くまでやって来た。

　今は木の陰かげから、鉄てつ格ごう子しの門を見つめている。

　静まり返っていて、本当にここが拠点なのかと疑わしく思う。それに、森の入り口で時間待ちをしているとき、森から大勢のモンスターが現れ、各方面へ散っていったことが気になった。

「なあ、さっきのモンスターたちは、何をしに出で掛かけたんだろうな？」

「さあ？　でも、その中にサイクロプスはいなかったわよ」

　サイクロプスは一つ目の巨人だ。森から出て来たモンスターたちの中に、そんな奴やつは一いつ匹ぴきもいなかった。

「となると、サイクロプスは城に残っているはずだ。モンスターが出で払はらって手て薄うすだろうし、願ったり叶かなったりな状じよう況きようだな」

　鶯が少し表情を曇くもらせた。

「ちょっと都合が良すぎて、恐こわいくらいね」

　確かに。罠わなということも有り得る。

　──どうする？

　行動を決めかねている俺に、マリアが言った。

「城に潜せん入にゆうする前に、お弁当食べる？」

「そんな場合じゃ……え？　弁当作ってきたのか？」

「ええ。簡単に食べられるように、サンドイッチにしてきたわ」

　マリアは手に持っていたカゴから、サンドイッチを一つ取り出すと俺に差し出した。

「エーちゃんの好きなツナサンドよ」

「……もらおうかな」

　受け取ると、一口囓かじる。

　うまい。

　あっという間に平らげてしまった。

　そしてふとマリアを見ると、とても嬉うれしそうな顔で俺を見つめていた。

「うふふ。もっと食べる？」

「あ、いや……さすがに」

　後にしようと言う前に、鶯が割り込んだ。

「ねえマリア。タマゴサンドとかある？」

「ひよりはハムカツかメンチカツかコロッケがいいのです」

「はいはい、ちょっと待っててね。シートを敷くから」

　マリアが広げたレジャーシートに座り、俺たちは夕食のサンドイッチを食べ始めた。

「はい、お茶」

　水すい筒とうに入っていた紅茶を、カップに入れて渡わたされた。

「ああ、さんきゅ……他ほかのももらえるか？」

「どうぞ、めしあがれ♪」

　お茶を片手に、ＢＬＴサンドを食べる。シャキシャキのレタスと甘いトマトがコショウの効いたベーコンとマッチして美味うまい。

「タマゴがいっぱいでおいしい～♡」

「このメンチカツサンドもおいしいのです。絶品なのです」

　鶯とひよりも、もりもりサンドイッチを食べていた。

　魔王軍の拠点である城の前で、レジャーシートを広げて弁当を食べる俺たち。

　全て平らげると、シートの上で足を伸ばしくつろいだ。

「あー……満足」

「結構、量あったわよね」

「おいしかったのです」

「おそまつさま。現地の食材だからうまく出来るか心配だったけど、良かったわ♪」

　俺たちに食事を振ふる舞まうことが出来て、マリアも嬉しそうだ。

「ああ、夜のピクニックも悪くないな……」

　あーこれからどーすっかな……。

「……えっと」

　何かすることがあったような……？

「……」

　何するんだっけ？

「──……」




　城に潜入することにした。




　俺たちは森の陰から出ると、城を囲む壁かべへ近付いた。

「とはいえ、どこから忍しのび込むか」

　周りは高い壁に囲まれ、入り口は正面だけ。そこには鉄格子の門が、がっしりとはまっている。

　壁を飛び越こえるか……あるいはひよりに門を破は壊かいさせるか……しかし、それではさすがに見つかってしまう。

　悩なやんでいると、アイディアが閃ひらめいたように、ピンポーンと音がした。

　何だ？　俺の閃きには効果音が付くようになったのか？

　しかし、何もアイディアが浮かんでいない。

　不思議に思っていると、もう一度ピンポーンと音がした。

　ふと横を見ると、マリアが呼び鈴りんを鳴らしていた。

　──ファッ!?

「マッ、マリアッ!?　おま、な、何して──」

　マリアは不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「えっ？　門を開けてもらおうと思って……」

　何やってんだ、こいつはぁあああああああああああ!!

「そんな簡単に開けてくれるわけねーだろ！　つか、密ひそかに潜入して、サイクロプスの寝首を搔かくつもりだったんだからさ!!　台無しじゃねーか!?」

　鶯が汚きたないものを見るような目で、俺を見つめた。

「やけに自信満々の割にコソコソしてると思ったら……そんなことを考えてたのね」

「さすがえいたん。邪じや道どうなのです」

「う、うるせえ！　勝てばいいんだよ！　勝てば！」

　そのとき、城の入り口に剣を携たずさえた人ひと影かげが現れた。

　その影は、革かわ靴ぐつの足音を響かせ、中庭を突つっ切り門へとやって来る。

　確かに背が高い。身長百九十センチ近くはある──が巨きよ人じんというほどではない。筋骨隆りゆう々りゆうないかつい体格──ではなく、逆三角のスリムな体型にタキシードっぽい貴族的なコスチューム。

「え？　あれがサイクロプス？」

　清潔感のあるミディアムカットの髪かみ型がた。その前髪の下に光るのは、確かに巨大な単眼。だが、むちゃくちゃイケメンオーラを放っている。

　モンスターというよりは、エリートビジネスマンか青年実業家といった雰ふん囲い気きだ。

　何というか……その一挙手一投足から自信が滲にじみ出ている。実際この若さで魔ま王おうの片かた腕うで。いわゆるデキる男で勝ち組なんだ。くそが。

「確かに俺がこの城の主、サイクロプスだ。貴様らは何だ？」

　低く響く、無む駄だにいい声だった。サイクロプスのくせに。

　予想していたのと、ちょっとタイプが違ちがうが……これはこれでムカつくし、見つかった以上はやり合うしかねえ！

「俺たちは勇者だ！　人々を苦しめる魔王の片腕サイクロプス！　今日が貴様の命日だ。泣いて土下座して謝っても許さねえ！　絶望にのたうちまわらせて、苦しみの限りを与あたえてから殺してやる！」

「エイジ！　セリフが完全に悪役よ！」

　ぐわぁ！　緊きん張ちようして妙みようなセリフを口走ってしまった！

　サイクロプスは腰こしに手を当て、溜ため息を吐ついた。

「来るなら、営業時間内に来てくれないか？」

「……は？」

「うちはホワイトな職場を目指しているので、定時で部下も全員帰宅させているのだ。こんな時間に来られても困る。それに、アポは取ってあるのか？」

「ア、アポ？」

　それって……アポイントメント、的な？

　サイクロプスはわざと音を聞かせるような、大きな溜め息を吐いた。

「予約もないのか。一体、どこの勇者だ」

「え……あの、どこのっていうか……僕たち、インターンシップでプレシャス界に来てて、ですね」

　サイクロプスは頭痛でもあるように、片手を額に当てた。

「まいったな……とにかく貴様らとは戦うことは出来ん。さっさと帰れ」

「ふざけんな！　怖おじ気づいたか!?」

「貴様らと戦うことは、契けい約やくに含ふくまれていないのだ」

「……」

　──契約ってなに？

　俺たちはアイコンタクトでお互たがいに質問し合ったが、マリアも鶯もひよりも、困こん惑わくした顔で首を横に振った。

「あ、あの……申しわけないんですが、契約って……何のことです？」

　呆あきれたような声で、サイクロプスは答える。

「そんなもの、魔王との契約に決まっているだろう。俺たちが戦うのは、この世界の正式な勇者だけだ。そういう契約内容になっているのだ」

　な、何言ってんの？　この魔王の片腕。

「うちは女め神がみプレシャスと違って真っ当な組織なのだ。貴様らのようなブラックな環かん境きようで働く連中とは違う。貴様らと同じ感覚で話をされても、話が嚙かみ合わん」

　は？　ちょ、女神プレシャスより真っ当って……悪魔が？

　勇者って、マジでモンスターよりも過か酷こくな環境なの!?

「で、でも、実際こうして戦いを挑いどみに来てるわけだし。そう、門もん前ぜん払ばらいにしなくても、いいんじゃないかな？」

「ダメだ。うちも慈じ善ぜん事業じゃないんでね。とっとと帰った、帰った」

　サイクロプスは面めん倒どう臭くさそうに言うと、犬を追い払うように手を振った。

　こ、この野や郎ろう、バカにしやがって。

　マリアが眉まゆを寄せて、俺の服の袖そでを引っ張った。

「ねえ、エーちゃん。出直した方がいいんじゃないかしら？」

「そ、そうね。マリアの言うとおりかも。あたしたちの知らない事情とかありそう」

「……大人の事情なのです」

　──畜ちく生しよう。このまま帰るしかないのか？

　しかし、せっかく見つけた大物だぞ？　こいつを倒たおせば、この世界で正式な勇者になれるかも知れないし、レベルだって上がる。

「──ひより」

「なんですか？　えいたん」

　俺はサイクロプスを指さした。

「……ファイア・バレットだ」

「エーちゃん!?」

「ちょっ!?」

　驚おどろきに固まるマリアと鶯の前で、ひよりはランドセルを背中から下ろした。そして中からこぶし大の石を二つ取り出し、再びランドセルを背負う。

　そして「何をしてるんだこいつは？」という顔をしているサイクロプスに向かって、

「ファイア・バレット！」

　門の鉄てつ格ごう子しが弾はじけ飛び、サイクロプスが後ろに弾き飛ばされた。

「ぐぬぁっ!?」

　地面を転がったものの、サイクロプスはすぐに体を起こす。そして、大きな一つ目を驚きよう愕がくに見開いた。

「な……今のは、何だ？」

　あの頑がん丈じようさ。見た目はイケメンでも、中身は確かにサイクロプス。ひよりのファイア・バレット（物理）を喰くらってもダメージが少ないとは。

「もう一発だ！」

　俺が叫さけぶと、ひよりが投球モーションに入る。

「いくです！」

　戸と惑まどうサイクロプスの胸に二発目が直ちよく撃げきした。

「ぐぉおおおおおおおッ!!」

　サイクロプスの体がのけぞり、後ろへ倒れる。

「今だ！　追撃しろ！　ひより！」

「かしこま！」

　ひよりは杖つえを握にぎりしめると、地面を蹴けった。

　血相を変えた鶯が、大おお股またで俺の方へ歩いてくる。

「ちょっとエイジ！　あんた何やって──」

　俺は手を伸のばし、カウンターのように鶯を抱だきしめる。

「きょああっ!?　なっ、なにすんのよぉおおっ！」

「鶯、お前の才能と力の前には、どんな契約も無意味だ。魔王との契約？　そんなものどうでもいい」

「え？　え……で、でも」

「俺の可愛かわいい鶯。君はまさに地上に降りた女神！　その女神の如ごとき力が俺には必要なんだ！　戦ってくれ！　俺と君の未来のために！」

　鶯は、とろんとした目でうなずいた。

「う、うん……いいわよ♡」

　チョロイ。

　鶯と手をつなぎ、指先を目標に向けると、そこでは剣けんを抜ぬいたサイクロプスが、ひよりと激げき突とつしていた。

「マリア！」

　俺が叫ぶよりも早く、マリアはひよりとサイクロプスの間に飛び込んでいた。

「ぬ!?」

　サイクロプスの剣を、マリアのミレニアムマリアージュが受ける。

「貴様……この俺の剣を」

「うちの子には、傷一つ付けさせません！」

　火花が散って、両者が離はなれる。

　そのマリアの肩かたに手を突つき、頭上を飛び越こえ、ひよりの体が宙を舞まう。

「──!?」

「メテオ・ウィザード!!」

　サイクロプスの頭に、強きよう烈れつなかかと落としが決まった。重々しい打撃音が響ひびき、サイクロプスが膝ひざをつく。

「二人とも！　下がれ!!」

　俺の叫び声に、二人はサイクロプスから離れる。

　俺と鶯の周りを、膨ぼう大だいな量の稲いな妻ずまが渦うず巻まいていた。放電が回転するスピードが上がり、巨大な電撃のトンネルが形成された。

　その中心に立つ鶯の声が、鋭するどく響く。

「ローリングサンダー!!」

　青白い稲妻は竜たつ巻まきとなり、ドリルとなり、サイクロプスに向かって撃うち出される。

「──なっ!?」

　サイクロプスが驚きに目を見はる。

　己おのれに向かって襲おそいかかる、凄すさまじい閃せん光こうがその巨大な瞳ひとみに映る。

　──やった！

　俺がそう思った瞬しゆん間かん、電撃魔法はサイクロプスの横をかすめた。

　なにぃ!?

　──そして、

　サイクロプスの城に直撃──大だい爆ばく発はつが発生した。

「うわあぁああぁあああああっ!?」

　鶯の電撃魔法は、城を構成する石材を一瞬で爆ばく砕さいさせた。それはまるで大型の爆ばく弾だんが爆発したのに等しかった。大規模な衝しよう撃げき波はと突風が、森の木々をなぎ倒してゆく。

　俺と鶯は吹ふき飛ばされて、地面を転がり背の低い木々の中に突っ込んだ。

「く……外したか」

　時間がなかったので、しっかり口説かないで撃ってしまったのが原因だろうか。

　俺は立ち上がると、鶯に手を貸した。

「あ、ありがと……エイジ、マリアとひよりは？」

「無事とは思うが……早く探そう」

　煙けむりが立ち込めていてハッキリと見えない。うっすらと瓦が礫れきの山と、炎ほのおの明かりが見える。

　かつて城があったであろう方向に歩いて行くと、聞き慣れた声が聞こえた。

「エーちゃん！」

「マリア！　無事か!?」

　声のする方へ行くとマリアがいた。その腕うでの中には、ひよりが抱かれている。

「エーちゃんが注意してくれたから逃にげられたわ。ひよりちゃんもケガはない？」

　ひよりはマリアの胸にむにむにと顔を押し付けて、その感かん触しよくを味わっていた。

「今日もマリアのおっぱいは、いい感触なのです。Ａ５ランクなのです」

「もう、ひよりちゃんったら」

　マリアは愛いとおしそうにひよりの髪かみを撫なでる。

「それでサイクロプスは……」

　徐じよ々じよに晴れる煙の向こうに、地面に倒れてもがいている姿が見えた。

「うわぁあああ！　目が！　目がぁあああああっ!!」

　サイクロプスはでかい目を両手で押さえて、地面を転げ回っていた。

　ああ……いかにも光に弱そうな目をしてるもんなあ。

　さすが鶯の自爆魔ま法ほう。思わずバルス！　とつぶやきたくなるくらいだ。

「くっそぉおおお！　昼間ならサングラスをしてたのに！　だから日が暮れてからの残業はしない主義だったのに！」

　そんな泣き言を言いながら転げ回る勝ち組エリート。よし、潰つぶそう。

「ひより！　やるぞ！」

「かしこま！」

　ひよりは杖でぶん殴なぐり、俺は足で踏ふみ潰しまくった。

「ぎゃぁああああ！　き、貴様らぁあああ！　これは、明確な条約違い反はんだぞ！　もはや悪魔と人間の全面戦争も避さけられないものと思え！」

「またワケの分からんことを！　悪魔と人間は、とっくに戦争状態だろ!?　今とどめを刺さしてやるからな！　勝ち組エリートは滅ほろびろ！　滅びれろ！」

　サイクロプスはもの凄すごい勢いでゴロゴロ転がり、俺たちから離れた。

「きっ、貴様らァアアアアアアア！　さっきから一方的にタコ殴りにしおって！　ターン制すら守れないのか!?　この蛮ばん族ぞくがァア!!」

「はぁ？　ったくこの世界の魔物はどうなってんだよ。ターン制とか寝ね言ごと言ってんじゃねーよ。命の取り合いなんだぜ？　甘ったれるんじゃねーよ」

　サイクロプスは震ふるえる足で立ち上がると、目を押さえていた手を開いた。その隙すき間まから俺を睨にらむ。

「こっ、この！　無知で野蛮な人間どもがァ!!」

　……まだよく見えないらしいが、徐々に回復してるらしいな。なら今のうちに！

「よーし。とどめを刺すか！」

「待ちなさい!!」

　鋭い声が聞こえた瞬間──俺の体が動かなくなった。

　──これはっ！

『バインド』!?

　倒たおれた森の木々の向こうから、十数人の人ひと影かげが現れた。

　その先頭に立つのは、見知った顔だった。

「じゅ、十条先せん輩ぱい？」

　十条先輩は真っ青な顔で、辺りを見回していた。

「こ、これは……一体……？」

　俺は満面の笑えみで叫んだ。

「十条先輩！　やりましたよ！　魔王の片腕であるサイクロプスを倒しました！　ついでに拠きよ点てんである城もぶっ壊こわしてやりましたよ！」

「な……何てことを……!!」

　十条先輩は何をそんなにうろたえてんだ？

「ははーん。そっか、そっか。研修生の俺が魔王の幹部を倒して、先輩をかるーく抜いちゃったから、焦あせってるんですね？　心配しなくても、俺は先輩をないがしろになんて、しませんから」

「あ、あなた……何を言って──」

「いいんですよ、先輩。実力の世界なんですから。年功序列じゃないんで、俺の方が先輩より優すぐれていても、それは恥はずかしいことじゃないんです。ただ、まあ、サイクロプスを一研修生の俺が倒したことは事実で──」

　そのとき俺は、サイクロプスの姿がないことに気が付いた。

「!?　奴やつはどこに？」

「エーちゃん！　あそこよ！」

　いつの間にか、城の瓦礫の上に立っていた。

「く……まさかこれ程ほどの暴挙に出るとはな……上にも報告を上げさせてもらうぞ！　いずれ正式なクレームと賠ばい償しよう問題の話になる！　プレシャス界の平和もこれまでだ！　せいぜい覚かく悟ごをしておくことだな!!」

　十条先輩は血相を変えて瓦礫の下まで駆かけ寄った。

「ま、待って下さい！　あの子たちはこの世界の人間じゃないんです！　ただの旅行に来ているようなもので、プレシャス界の責任ではありません！」

「あんな凶きよう悪あくな生き物を、なぜこの世界へ入れた!?　入国管理は貴様らの管かん轄かつだろうが！　それに昨日から報告の上がってきていた、モンスター狩がりの野や盗とうとは、こいつらのことだな!?」

「そ、それはお互たがい様というか、うちも被ひ害がい者しやでして！　作業の度たびに問題を起こすわ、子供たちのペットを虐ぎやく殺さつするわ、大変なんですから！」

　なにこの流れ。

　まるで俺たちが悪者みたいな言い方されてない？

　おかしくね？

「知ったことか！　とにかく俺はもうこいつらに関かかわるのはごめんだ！　上司に報告した後、異動願いを出す！　絶対出す！　最初からこんな地方赴ふ任にんイヤだったんだ！　部下たちは地元の妙みような仲間意識があって扱あつかいづらいし、時間にルーズだし、稟りん議ぎを出さずに勝手に現場判断するし！　あーもうムカつく！　こんな地方にいられるか！」

　という捨て台詞ぜりふを残し、サイクロプスは消えた。

　あれが魔王の片腕か……。

　見た目はホストだが、中身はストレスの溜たまった中間管理職のようだった。

「それで、あなたたち……」

　十条先輩が鬼おにのような顔で、俺たちを振ふり向いた。

「脱だつ走そうした上に、ずいぶんとやりたい放題やってくれたわねぇ？」

　ヤバイ。

　なんかイヤな汗あせが出て来た。

「い、いえ、滅めつ相そうもない。やりたいことの半分も出来てませんよ。ははははは」

　十条先輩のこめかみに血管が浮うかび上がった。

「へ……これだけやって、まだ半分？　ずいぶんと大きな野心を持っているのねぇ」

　血走った目で十条先輩は俺を睨み付ける。

「プレシャス界では、かつて長い戦いが続き、多くの血が流された……そして、やっと女神様と魔王の間で一定の条約が結ばれたの。だからこそ平和なのよ」

　そういえば……プレシャス界は平和で、リスクがとても低いのが特とく徴ちようとか、合同勇者説明会で言ってたっけ。

「平和な世界だからこそ、魔物との戦闘にも厳格なルールがある。出会い頭がしらに、片っ端ぱしから殺していいわけじゃないのよ！　ターン制も厳守！」

「ぼ、僕たちは、あの、結果を急ぎ過ぎましたかね？　魔王の幹部を倒して、認めてもらおうと思っただけで……な、なあっ!?　みんな？」

　しかしマリア、鶯、ひよりは、さっと視線をそらした。

「私もずっと疑問には思っていたんです……けど、エーちゃんに説得されて」

「ええ……あたしもイヤだったんだけど、エイジの命令に逆らえなくて……」

「ひよりはえいたんの命令に従っただけなのです」

　おまえらぁああああああああああああああああああああああああああ!!

「急に保身に走ってんじゃねえよ！　お前らだってノリノリだったろ!?」

　マリアは涙なみだを浮かべた瞳ひとみで、俺の手を取った。

「エーちゃん。過あやまちから目を背そむけてはいけないわ。一いつ緒しよに罪を償つぐないましょう？」

「そうよ。あんたが刑けい務む所しよから出てくるのを待っていてあげるから。多分……まあ、先のことは分からないけどね」

「差し入れは何がいいですか？」

「うぉおおおおおお、お前らぁああああああっ!!」

　バインドで縛しばられてなければ、飛びかかっていたはずだ。

　醜みにくくお互いに罪をなすりつけ合う俺たちに、十条先輩がぶち切れた。

「いい加減にしなさい！　あんたたち全員同罪よ!!」

　そのときバインドが解け、俺は泣いて十条先輩の足にすがり付いた。

「ま、待って下さい、先輩！　お慈じ悲ひを！　カワイイ後輩に、どうかお慈悲を!!」

　だが十条先輩はサディスティックな笑みをたたえ、俺を見下ろした。

「今度は前みたいなヌルい職場じゃないから、覚悟しなさい！　劣れつ悪あくな環かん境きようで家か畜ちくの如ごとくこき使ってやるわ！　世界中のブラック企き業ぎようを凝ぎよう縮しゆくしたような、本物の地じ獄ごくに送り込んでやるから!!」

　えぇえっ!?　ちょ、なにそれ!?　地獄ってなに!?　学生の研修場所に使う表現じゃないですよね!?

　そして俺たちは、この世の地獄に落とされた。
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　目め隠かくしを外され、馬車から引きずり出された。

　目の前には崖がけ。そこに大きな穴が口を開けている。

「えっと……ここは、何ですか？」

　俺たちにヘルメットを渡わたすと、十じゆう条じよう先輩は凶悪な笑みを浮かべた。

「ここが今日から、あなたたちの仕事場よ」

「仕事って……え？　この穴が？」

「そうよ。ただの穴じゃないわ。このプレシャス界を根底で支える、大事な仕事よ。すなわち──」

　俺たちは、ごくりと喉のどを鳴らし、十条先輩の言葉の続きを待った。

「ダンジョン掘ほりよ!!」

　──ダ、

「「「「ダンジョン掘りぃいいいい!?」」」」

　俺たちは、そう叫さけんだきり、絶句した。

「なあに？　ダンジョン掘りをバカにしてるの？」

「い、いや……バカにする以前に、そんな仕事があったことに驚おどろきですよ」

　鶯うぐいすも冷や汗をかきながら、目の前に開いた穴を見つめている。

「まさかダンジョンが人工的なものだとは思わなかったわ……人が掘ってたのね」

　十条先輩は腰こしに手を当て、叱しかるように言った。

「元は自然の洞どう窟くつを使ってたんだけど、足りなくなって、炭鉱の跡あとなんかを流用したりもしたわ。でも足りないの！　勇者も魔ま物ものも、ダンジョンがないとやっていけないの！　それって世界中の人が困るってことよ？　なのに需じゆ要ように対して、供給が圧あつ倒とう的てきに不足している。常に新しいダンジョンが求められている現状に対して、稼か働どうしているダンジョンはむしろ減少。ダンジョンの掘り師も年々減っているの。これって伝統と文化の喪そう失しつよ!?　そう思わない!?」

　熱く語る十条先輩に思わず圧倒された。

「いや、話は分かるんですけど……俺たち勇者の研修で来てるんで、そんな炭鉱夫みたいなことは……」

　マリアが頰ほおに手を当て、深刻な表情でうなずいた。

「そんな大事なお仕事だなんて……そんなに大勢の人が困っているなら、やらないといけませんね」

　鶯がカッと目を見開いて叫ぶ。

「そこ！　簡単に説得されてるんじゃないわよ！」

　そのとき、穴の中から人の声が聞こえてきた。それは徐じよ々じよに大きくなり、やがて穴の中から大勢の人が走り出してきた。

　十条先せん輩ぱいは血相を変えて、逃にげ出してきた一人を捕つかまえる。

「どうしたの!?」

　顔を真っ黒に汚よごしたおじさんが、口から泡あわを飛ばしながら叫んだ。

「ら、落らく盤ばんだ！　中に、何人か生き埋うめに……」

　嫌いやな予感に震ふるえていると、十条先輩が俺を見つめてニヤリと微笑ほほえんだ。

「あんたたち、助けに行きなさい！」

　えぇええええ!?　い、嫌すぎる!!

　しかしマリアはキリッとした顔で即そく答とうした。

「分かりました！　行こう、エーちゃん！　みんな！」

「い、いや、マリア？　ここは専門家に任せてだな──い、いたい痛い！　そんなに強く引っ張るな！　腕うでが抜ぬける!!」

　俺はマリアに引きずられ、結局、落盤処理と閉じ込められた人の救出に当たることになった。

　初日からひどい目に遭あった。っていうか、明日もまだ続くのかよ、これ。




　　　　×　　×　　×




　そう、翌日からが本番だった。

　俺たちは朝四時に起こされると宿舎を出る。

　宿舎と言っても、以前のような立派な建物ではない。ダンジョンの崖の下に建つ、木造のボロ屋である。今となっては、ファンタジー感のないコンクリートの宿舎が実に恋こいしい。

　そして、ダンジョンの入り口の前で点呼を取る。

「よーし！　各班の班長は報告！」

　そう叫ぶのは、オークと言われても信じそうな顔をした現場監かん督とくである。俺はその現場監督にエイジ班全員出席と報告した。

「よーし！　朝の体操だ!!　手を抜くと、ぶっ飛ばすからな！」

　そしてラジオ体操。しかも第二まで。

　それからいよいよ、ダンジョンの中へ入る。

　ツルハシやノミ、ハンマーなどを入れたザックを背負い、下へとおりてゆく。暗いトンネルに、魔宝石を使ったランプが一定間かん隔かくでぶら下がっている。

　枝分かれした道が途と中ちゆうにいくつもあり、だいぶ工事が進んでいるのが分かる。

　奥に行けば行くほど、気温が高くなり汗が噴ふき出す。空気が薄うすいのか、息も苦しくなってきた。もう、働く前からギブアップしそうだ。

　泣き言を我が慢まんしながら百メートルほど進むと、ダンジョンの一番奥に到とう着ちやくした。

「よーし！　キサマらの現場はここだ！　死ぬ気で掘り進め！」

　と言われても……。

「ちょっとエイジ、どうすんのよ？　このままじゃ、本当に穴掘り職人にされちゃうわよ」

「俺に言われてもな……」

　とはいえ、俺だってこんな仕事はごめんだ。もう少し命に優やさしい環境というか、せめて地上に出させて欲しい。

「あ、あの、現場監督？　掘るって言われても俺たち素人しろうとですし……それに掘くつ削さくの機械も、ドリルも、ダイナマイトもないじゃないですか」

「バカヤロウ！　キサマの腕は何のために付いてんだ！」

「色々な用途のために付いているとは思いますが！　ダンジョンを掘るためには付いていないと思います！」

「だったらメシ抜きだ！　そしてこんなヌルい現場じゃなく、最下層の地獄へ落としてやる！」

「さ、最下層？」

　現場監督は、豚ぶたのような顔に凶きよう悪あくな笑えみを浮うかべた。

「そうよ。マグマが近い灼しやく熱ねつ地獄。酸素が少なく、常にガスが噴き出し、次々と穴掘りの命を奪うばってゆく、文字通りの地獄よ」

　俺はツルハシを摑つかむと、岩を砕くだき始めた。

「ここが自分を一番活いかせる場所のような気がしてきました！　いえ！　むしろ自宅のような居い心地ごこちの良さです！」

「よーし！　キサマ見込みがあるな！　他ほかの連中もキリキリ働け!!」

「は、はい」

「あーもう！　信じられないっ！」

「掘るのです」

　とにかくここで生き残るには掘るしかない。そうしなければメシすら食えないのだ。

　そして数時間掘り続け、やっと休きゆう憩けいの時間が来た。

　穴の中から出ることを許されず、出された昼メシは塩おにぎりが二つと、タクアンが二きれだった。

「これで……この過か酷こくな労働を乗り切れというのか……」

「本当だわ！　もっとちゃんと栄養を考えた食事にしないとダメよ！　私、文句を言ってくるわ！」

　立ち上がりかけたマリアの腕を摑む。

「待て。今は波風を立てるな。様子を見るんだ」

　しぶしぶマリアは納なつ得とくし、再び岩の上に座った。

　──そしてまた、作業開始。

　俺たちはツルハシを、或あるいはノミとハンマーを使って岩をくり貫ぬいてゆく。

　完全に人力なので、その工法はまるで江え戸ど時代。

「まるで佐さ渡どの金山に流る刑けいになった囚しゆう人じんの気分だ──」

　ツルハシが岩に食い込んだとき、妙みような手て応ごたえがあった。

「ん？」

　岩の間から、ちょろちょろと水が流れてきた。

「おー水だ、水だ」

　俺の声に、みんな集まってきた。

「あっ本当！　ねえこれって飲めるのかしら？」

　鶯がごくりと喉を鳴らした。

　この暑さの中、肉体労働しているので喉が渇かわく。思わず飲みたくなるのも分かる。

　しかしマリアがぴしゃりと注意する。

「ダメです。病気になっちゃうかも知れないもの」

　でも手を洗うくらいならいいだろう。そう思って、湧わき出す水に手を出した。

「おおー気持ちいい！　さすが地下水だな、冷たくて気持ちいいぞ」

「あたしも！　あたしも！」

　鶯に続き、マリアとひよりも湧き水に手を伸のばす。

「おいおい、そんなに一度に手を出しても、この水の流れじゃ……ん？」

　水の量が増えたような？

　岩のひび割れが、みるみる広がってゆく。

　おい、

　──これって、

　次の瞬しゆん間かん、岩の壁かべが砕け、大量の水が溢あふれ出した。

「うぉわぁああああああああああああああああああああああああっ!?」

　地下の洪こう水ずいだった。

　凄すさまじい量の水が、あっという間に地下の通路を満たしてゆく。

「やっ！　やべえ！　ま、マリアッ！　う、うぐっ……ごぼっ！」

　濁だく流りゆうに飲まれ、体の自由がきかない。泳ぐことも出来ずにただ流されてゆく。

　死ぬ！

　地下で溺おぼれて死んでしまう!!

　薄れ行く意識の中、目の前がだんだん明るくなってきた。

　──ああ、あそこへ行けば楽になれるのか。

　一瞬、意地の悪い微笑ほほえみを浮かべる女め神がみが見えた気がした。

　次の瞬間、俺の体は地面に投げ出された。

「うぉおっ!?　げ、げほっ！　がはぁあっ！」

　運良く俺たちは、ダンジョンから吐はき出されるように、水と共に地上まで吹ふき上げられたようだった。

「みんな……大だい丈じよう夫ぶか？」

「え、ええ……」

「もー最低！　ぜんっぜん大丈夫じゃないわよ!!」

「まいったのです」

　さすがにその後は休憩にしてくれた。

　──が、一時間後には、ダンジョンから水を抜く作業を手伝わされた。
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　夜、風ふ呂ろの時間になって、やっと地下水で冷えた体を温めることが出来た。それに、一日地下にいると全身真っ黒になる。風呂の時間は貴重だ。

　しかし各パーティ十分という時間制限つき。

　なので、同時に入るしかない。

「エ、エイジ。ちゃ、ちゃんと目め隠かくし出来てるの!?　見えてないんでしょうね！」

「心配するな。タオルでこれだけ巻かれたら、何も見えん」

　タオルを二重に巻かれているので真っ暗だ。隙すき間まから覗のぞけるんじゃないかと思っていた俺が甘かった。

　ふわっと柔やわらかい手が、俺の手を包んだ。

「足あし下もとに気を付けてね、エーちゃん」

　マリアが俺の手を引いてくれているようだ。

「悪いな、時間がないのに」

「私たちのために目隠ししてるんだもん。背中も流してあげるわね」

「ああ、ありがとなマリア」

「もう、それ言わない約束でしょ？」

　そんな約束した覚えはないがな。つか、それじゃ俺、おじいちゃんみたいじゃん。

「マリア！　目隠ししても体くらい洗えるわよ！　そんなに甘やかしちゃダメよ！　大体、あたしたちがダンジョン送りになったのだって、エイジのせいなんだから！」

「でもウグイスちゃんが恥はずかしいって言うから、目隠ししてもらってるわけだし……私とひよりちゃんは別にいいのに……」

「ぐ……あ、あんたたちも、少しは恥じらいってものを持ちなさいよ！」

　ざばっと湯船から出る音がして、足音が近付いてくる。

「ほらっ、マリアどきなさいよ。それなら、あたしが責任取ってこいつの面めん倒どう見るから」

　しかし背後の人の気配は退く様子がない。

「大丈夫。エーちゃんの面倒は、お母さんが見ますから」

「だ……だから、あたしのせいなんでしょ？　だったら、あたしが……」

　何か背中でぐいぐい押し合っている気配がする。

「心配しないで。それよりウグイスちゃん、まだあったまってないでしょ？　ちゃんと肩かたまで浸つかって百数えないとメッですよ」

「だから子供扱あつかいしないで！　マリアはあたしのママじゃないでしょ!?」

「またそんなイジワル言って……お母さんも怒おこりますよ？」

「お、おこ……って、じ、事実よね？　あたし事実を言ってるだけよね？」

　どうでもいいけど、時間がなくなるから早く背中流して欲しいなあ……。

「そんなにエーちゃんの背中を流したいの？　もしかして、ウグイスちゃんったら、エーちゃんのことを……？」

　ちょ、マリア！　お前、何てところに切り込むんだ！

「ちっ！　ちがっ！　あたしは単に、借りを作りたくないの！　あたしのせいで迷めい惑わくがかかると、あたしの価値が落ちるような気がして……それで、尊敬してくれなくなるとイヤというか……」

「そうなの？　良かった。いつもエーちゃんに口説かれて、ふにゃふにゃになってるから、お母さんてっきり──」

「あれは流されてるだけよ！」

　お前、それ自じ慢まん気げに言うことじゃねえだろ……。

「だったら、ひよりちゃんを見習って？　ほら、口までしっかり浸かって気持ちよさそう。カピバラさんみたいでカワイイわ♡」

　そうなのか。見えないけど。

　ふと気になって、ひよりに訊きいてみた。

「ひより。今日の地下水もそうだけど、お前は風呂ってＯＫなの？　レプリカントの耐たい水すい性がよく分からないんだけど」

　すると、うっとりしたひよりの声が聞こえてきた。

「ひよりは丸洗いＯＫなダッチワイフなのです……」

　大丈夫らしい。

　何だかんだで風呂の時間が終わり、俺たちは部屋に戻もどってきた。

　宿舎の部屋は四人一部屋で、各パーティごとに割り当てられている。

　窓には鉄てつ格ごう子しというナイスな飾かざり付き。出入り口も鉄の扉とびらで、セキュリティも万ばん全ぜん。そして脱だつ走そうも不可能。

　そして二段ベッドが二つ並ぶ狭せまい部屋で、女子三人とのドキドキワクワクお休みタイム。

　しかしムラムラする間もなく爆ばく睡すいした。

　体力の限界だった。
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　しかし仕事を続けていく内に、体力もついてきた。

　二日目、三日目と過ぎ、一週間が過ぎると完全に穴あな掘ほり職人が板に付いてくる。

　コツやノウハウが溜たまると、不思議なもので、だんだんこの仕事が面おも白しろく感じるようになってきた。

　──そして、さらに数週間が過ぎた。

　俺たちエイジ班は、急きゆう遽きよあるダンジョンに呼び出された。

　岩山の中腹に、ぽっかりと穴が開いている。その周りを血相を変えた連中が大勢走り回っていた。

「エ、エイジ！　おお、よく来てくれたな！」

　やって来た俺たちを出で迎むかえたのは、例のオーク顔の現場監かん督とくだ。汗あせを搔かきながら、走ってやって来た。

「一体何があったんですか、監督」

「それが……トラブってな。手て強ごわい岩がん盤ばんがあって、ルーベンス班が一週間がかりでやってたんだが……」

「しくじったのか」

「あ、ああ……その影えい響きようで他ほかの箇か所しよが崩ほう落らくして、中に三人閉じ込められている」

　俺は目の前で口を開けている悪あく魔まのような穴を見つめた。

「ルーベンス……奴やつの掘りは甘い」

「あ、ああ。だがトップクラスの掘り師だ。そりゃ、お前たちと比べたら──」

「なぜ、俺たちを呼ばなかった」

　現場監督が滝たきのような汗を流した。

「い、いや、エイジたちの担当しているスケルガのダンジョンは、国家事業だ。重要度が違ちがう。お前たちしかやれる奴はいない」

　俺の後ろで、鶯が大きな溜め息を吐いた。

「でも結局呼び出されるんじゃない。だったら、最初から呼びなさいっての」

　現場監督は言い訳出来ず、うつむいた。

「う……す、すまん」

「そうですね。そのせいで苦しんでいる人がいるなんて……私耐たえられません」

　マリアが悲しげにつぶやいた。

　ひよりはクールなまなざしで、ダンジョンの工事マップを見つめている。

「急いだ方がいいのです。多分、また崩落があるのです」

　現場監督の顔色が真っ青になった。

「お、終わりだ……俺はもう、おしまいだ……」

　そんな現場監督の肩に、ぽんと手を置いた。

「心配するな。俺たちが来たんだ。あんたの失策なんてなかったことにしてやるよ」

「エイジ……お前って男は……」

　涙なみだを浮うかべる現場監督を置き去りに、俺たちはダンジョンの入り口へ向かった。俺たちの姿に気付いた掘り師たちが、驚おどろきの声を上げる。

「エ、エイジだ！」

「エイジ班が来てくれたぞ！」

「やったぁあ！　助かる！　助かるぞ！」

　お通つ夜やのような空気が、一転お祭り騒さわぎになる。

　降り注ぐ喝かつ采さいの中を、俺たちは進む。

「まったく、気の早い連中だ」

「仕方がないわよ。だって、あたしたちが来たんだもん」

　歓かん喜きの掘り師たちに、鶯が手を振ふって応こたえる。

　そして俺たちは地下百メートルまで潜もぐり、そこから横穴を進む。

「ここか……」

　崩くずれた岩が折り重なり、道を塞ふさいでいた。

「ひより、行けるか？」

「おまかせなのです」

　ひよりは岩をいとも簡単にどけてゆく。やがて小さな隙間が開き、そこから人の声が聞こえた。俺はその隙間に口を近付けて怒ど鳴なった。

「今助けてやるから、離はなれていろ！」

　俺は振り向くとマリアを見つめる。

「マリア、岩を固定だ」

「分かったわ」

　マリアが愛あい剣けんミレニアムマリアージュを岩の隙間に差し込んだ。マリアを中心に金色の輝かがやきが広がる。

「よし、いいぞ！　ひより！」

　ひよりは岩に向かって走り出した。わずか数歩で人間では不可能な速度へ加速、そして飛び上がった。

「メテオ・ウィザード!!」

　ひよりの跳とび蹴げりが、積み重なった岩の壁かべに突つき刺ささった。岩が爆ばく砕さいし、ひよりの体が壁の向こうへと突き抜ぬける。

　ひよりが開けた穴がぽっかりと開いていた。

　マリアのミレニアムマリアージュの力が、その空間を守っている。だから、岩が落ちてこない。

　俺と鶯は、その穴を通って中へ入った。

　するとそこには、涙を流して俺たちを拝む三人の男たちがいた。

「バカ！　拝んでいる暇ひまがあったら、さっさと脱出するんだ！」

　俺がそう怒鳴ると、三人は慌あわてて穴から出て行く。

「マリア、もう穴はふさいでいい。後はもしもの時の為ために、天てん井じようだけ支えてくれ」

「ええ、任せておいて！」

　俺は奥に進むと、ルーベンス班が突とつ破ぱ出来なかった岩盤の前に立った。

　いかにも強固な岩の壁。

「だが、俺たちを止めることは出来ない。だろ？　鶯」

「当然よ」

　そう言って黒くろ髪かみをはらうと、俺の手を取った。

「あんな岩なんか、早く魔法で粉砕して、喝采を浴びに戻りましょう？」
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　俺たちは、ダンジョン掘りのプロとしての名声を極きわめた。

　そして今では、このプレシャス界のあらゆる国から、ダンジョン制作の依い頼らいが引きも切らない。

　現在手がけているダンジョンは六カ所。

　中でも『ゼログラード地下大だい迷めい宮きゆう』は、複数の国家が絡からむ一大プロジェクトだ。

　そして俺は今、そのゼログラード地下大迷宮の掘くつ削さく現場を、遥はるか上空から見おろしている。この迷宮は、巨きよ大だいな穴を縦に穿うがち、そこから全方位に掘り進めることになっている。

　その中心となる直径百メートルの縦穴を、隣りん接せつする塔とうの最上階から眺ながめているのだ。燃えるように熱い地下と違い、ここは魔法による冷れい房ぼうの効いた涼すずしいオフィス。

　そして俺は毛皮のガウンを羽織り、最高級のワインを片手に、アリのように働く掘り師たちを見おろしている。

「フフフ、人がゴミ……いやアリのようだ」

　かつては俺もあの中の一いつ匹ぴきだった。

　しかし俺はのし上がり、成功を収めた。ダンジョン建設の頂点を極めた今、プレシャス界一のゼネコンとなる日も近い。

　ドアをノックする音がした。

「失礼します。エイジ様」

　オーク顔の現場監督が入って来た。

「現場監督か。どうかしたか？」

「はい。進しん捗ちよくの報告に参りました」

　俺は黙だまって書類を受け取った。その内容をパラパラとめくり、俺は書類を床ゆかに叩たたき付けた。

「何だこのスケジュールの遅ち延えんは！　それに無む駄だも多い！　費用を半分に削減しろ!!」

　滝のような汗を流し、現場監督はしどろもどろに言い訳をした。

「し、しかし、エイジ様の計画は過か酷こくすぎます。もちろんエイジ様のパーティなら可能ですが、我われ々われ普ふ通つうの人間ではとてもとても……」

「ならば勤務時間を延ばせ。効率が悪い分は、作業時間で解決しろ」

「しかしそれでは費用がさらに増えてしまいますが……」

「ノルマを達成出来ないものに、残業代など出せるか！　通勤時間も無駄だ。地下に宿舎を造り、そこに住まわせろ。一歩も地下から出すな！　監視を強化して脱走者は厳げん罰ばつにしろ！」

　震ふるえ上がった現場監督は、逃にげるようにオフィスから出て行った。

「あいかわらず鬼き畜ちくなのです」

「ん？　ひより、いたのか」

　応接セットのソファに、だらーんとした格好でひよりが寝ねていた。

　俺はひよりの言葉を反はん芻すうすると、自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべた。

「鬼畜……か。ふふふ、かつてはブラックな仕事に文句を言っていたこの俺が、今ではブラックな仕事を強しいる側とはな……」

「えいたんは変わったのです」

　俺はふっと鼻先で笑った。

「かもな。だが人間とは立場によって作られるのだ。俺が変わったのではない。立場が俺を変えたのだ」

「エイジ～♪」

　断りもなく扉とびらを開けて、超ちよう高級なオーダーメイドのドレスを着た鶯が入って来た。

「ねえ聞いてよ、あたし新しいファンクラブを作ったの」

「またか？」

　鶯は人を雇やとい、自分をチヤホヤする集団を組織している。その集団は、鶯の行く先々で鶯を褒ほめ称たたえ、喝采を送るのが仕事だ。また、鶯がいないところでは、いかに鶯が素す晴ばらしいかを人に広める活動をしている。

「もう七軍団くらい作ったろ？　まだ必要なのか？」

「ええ。今度はあたしが家にいるときも、側そばで褒めてくれる軍団を作ろうと思って。名前も考えてあるのよ？　『喜び組』っていうんだけど」

「悪いことは言わないから、そのネーミングはやめておけ」

「あと、あたしに会えた感激の余りに泣き崩れる『泣き組』とかどうかな？　って思うんだけど」

　……ホント、承しよう認にん要求の化け物だなあ、お前。

「まあ、鶯の好きにしていいんじゃないか？」

「本当!?　ありがと！」

　あっ、と何かを思い出したように、鶯が声を上げた。

「そういえば、さっき帰ってくるとき、マリアを見かけたわよ？」

「なに？」

「うん。現場の前でプラカード持った集団と一いつ緒しよに、何かヤジってたわ」

「またか……」

　俺は渋しぶい顔をした。

「まったくあいつは……労働者の待たい遇ぐう改善とか、基本的な人権とか、くだらんことを要求しやがって」

　マリアは俺たちと決別し、労働組合を作った。そして、労働者の環かん境きよう改善を目指し、様々な要求を俺たちにしてくるのだ。

「かつての仲間も、今は敵か……」

　俺は遠い目をして遠くの地平線を見つめた。

　窓ガラスに、ふと見覚えのある影かげが映った気がした。

　そして、その場にいるはずのない人の声が耳に飛び込んで来た。

「まったく同感だわ。私の場合は、後こう輩はいに手を嚙かまれるってところかしら？」

「──え」

　振り向いた瞬しゆん間かん、目の前に魔ま法ほうの光がきらめいた。

「!?」

　膝ひざの力が抜け、部屋がぐるりと回転する。

　な、

　何が起きた？

　今の声は、

　……十条、せんぱい？

　体が何かにぶつかった。

　ぶつかったのではなく、床に倒たおれたのだと理解する前に、俺は意識を失った。
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「お目覚めかしら？」

「……う？」

　頭が朦もう朧ろうとする。

　かすむ目で辺りを見回す。

　辺りは暗く、時間は夜のようだ。石のタイルで出来た床はヒビだらけで、ところどころタイルが剝はがれている。壁にはステンドグラスの窓。但ただし、ほとんどが割れている。見上げると、崩くずれ落ちた天井から月の光が差し込んでいた。

　朽くち果てた……教会？

「ここは……？」

「あなたたちの死に場所」

　そうか……死に場所──え？

「なっ!?」

　俺は椅い子すに縛しばられていた。そして隣となりには同じように椅子に縛られている、マリア、鶯。ひよりは鎖くさりでがんじがらめにされた上に、封ふう印いんの札が貼はられていた。

「その子の馬ば鹿か力ぢからには何度も痛い目に遭あわされたからね。念入りに封印させてもらったわ」

　かつて祭さい壇だんがあったであろう一段高くなった場所に、十条先輩が立っていた。

　──誰だれだ、こいつは。

「じゅ、十条先輩……なのか？」

　外見はどう見ても十条先輩。しかし、まとう雰ふん囲い気きがまるで違ちがう。

「もちろん、十条詩し織おりよ。あなたの先輩のね」

　俺は腕うでに力を入れたが、びくともしない。足は椅子の脚あしに縛られ、体は椅子の背に、そして両腕は後ろ手に回され、手首を縛られている。ずいぶんな念の入れようだ。

「だったら解いて下さいよ！　一体、何の真似まねなんです？」

「無論、あなたたちの口を封じるためよ？」

　──く、口封じ、だと？

「一番過酷なダンジョン掘ほりに送り込んで、死ぬまで働かせようと思ったのに……何でのし上がってんのよ！　もう、余計に腹が立って仕方がないから、直接この手で殺してあげようと思ったの」

　十条先輩は、指先をパチンと鳴らした。

「ぐあっ!?」

　なっ、何だ!?　まるで体の奥から背骨や内臓を引っこ抜ぬかれるような、この感覚は!?

　俺の全身から光り輝かがやく粒つぶが抜け出し、十条先輩の方へと流れてゆく。

「な……何を、してるんだ!?」

　十条先輩の手には、水すい晶しようのような球体が握にぎられている。光の粒はその球体へと吸い込まれてゆく。

「これは生命の宝玉。他ほかの生き物の力を吸い取り、私の体に注入してくれるの。今は、あなたたちの生命力、体力や気力、魔力を吸い尽つくしてあげる」

「なっ、何だと！　十条先輩、あんたもう若くないからって、俺たちから体力や生命力を奪うばおうってのか!?」

「失礼なこと言うんじゃないわよ!!　私はまだ二十歳はたち……ちょっとなんだからね！　あんたたちとそんなに変わらないのよ！」

　そう言う間にも、俺の体から、何か大事な物が失われてゆく。

　周りを見ると、俺だけじゃなく、マリアや鶯、ひよりの体からも、キラキラ光る粒が吸い出されていた。特に鶯からの光が尋じん常じようじゃなく多い。

「心配しなくても、ちょっと吸われたくらいなら一日寝ていれば回復するわ。でも、全部吸い尽くされたら……ふふ、そのときは死んじゃうけどね」

　残ざん虐ぎやくな笑みを浮うかべる十条先輩に、背筋がぞくりと寒くなった。

「おい、やめろ！　一体、何の口封じをしようってんだ!?」

「とぼけないで！　私が研修生と称しようして学生を連れてきては、奴ど隷れいとして働かせていることくらい、分かってるでしょ!?」

「……」

　え？

　マジで？

　長く続く沈ちん黙もくに、十条先輩の顔が引きつった。

「まさか……気付いて、なかった？」

「え、ええーっと、確かに、ちょっと労働が長いなーとは思ってましたけど……あ、そう。そうだったんですか」

　十条先輩が歯ぎしりするギリギリという音が、ここまで聞こえた。

「そうよ！　そうだったのよ!!　だって、合同勇者説明会のときも、その子に意味深なこと言わせたりしてたじゃない！」

「何か言ってたかなあ……」

「言ってたの！　『さらに多くの生いけ贄にえを彼かの世界へ捧ささげようというのか……』とか何とか！」

　俺は必死に記き憶おくの糸をたぐり寄せた。そして、

「申し訳ないんですが……これっぽっちも覚えてません」

「う[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！　だからあんたたちをこの世界に呼んで、死ぬまで働かせようとしたのに、それが意味がなかったとでも言うの!?　問題ばかり起こして、私がした苦労は無意味だったとでも言うの!?」

「まあ……言いづらいんですが、多分無意味だったんじゃないかと……」

　十条先輩は金切り声を上げて、髪かみを搔かき毟むしった。

「働かせれば必ず問題を起こすし！　脱だつ走そうして、罪を犯おかしまくるし！　魔王軍との関係は最悪の状態になるし！」

「いや……それは本当にすみません──じゃねえよ！」

　俺の中に、裏切られた怒いかりが込み上げてきた。

「夢と希望を抱いだく若者の弱みにつけ込むようなことをしやがって！　挙げ句、非人道的な条件で労働させるなんて、あんたそれでも人間か!?」

「あんただけには言われたくないわよ！　あんたのダンジョン建設なんて本当に地じ獄ごくじゃないの！　よくあんな非人道的な環境と条件で、人を働かせられるわね！」

　──くっ！　痛いところを！

「だ、だがな……十条先輩！　それは違う！」

　俺の言葉に、十条先輩は警けい戒かいするように身構えた。

「ダンジョン建設か……確かに、そんなこともあったよ。長い人生の一ページにはな、そんなこともあったさ。人は過あやまちを繰くり返す生き物だ。過去に囚とらわれるんじゃない。過去の失敗から何を学び、何を活いかしてゆくか。それこそが人生！」

「じ、人生？」

「そう！　早い話が」

　俺は十条先輩に決然と言い放った。

「もう忘れた!!」

　滅ほろんだ教会に、静せい寂じやくが流れた。

　十条先輩は、呆ぼう然ぜんとした表情で立ち尽くしていた。

　そして、

　ぶちっという何かキレたような音が──、

「死ねぇええええええ！　このクズ野や郎ろうがぁああああああああああああああ!!」

　命が吸い取られる速度が倍になった！

「ぎゃぁああああああああ！　や、やめてやめて！　死んじゃうから！　本当に死んじゃうから！」

「殺す気でやってんのよ！　このゴミがァアアアアアアアアアッ!!」

　悪魔のような形相で、十条先輩が雄お叫たけびを上げる。

　や、やべえ、

　気が遠くなってきた。

　このままじゃ、マジで、死ぬ。

　俺だけじゃない。

　マリアや、

　鶯、

　ひより、

　俺の、




　──俺の大事な仲間たちが。




　薄うすれゆく意識の中で、俺は叫さけんだ。

「イシタァア────────────────────────────アッ!!」

　目の前が真っ暗になった。

「聞こえてるんだろぉ！　イシタァーッ!!」

　もう、口を開けているのか、声を出せているのか分からない。

「封印を！　俺のリミッターを外せ!!　イシター!!」

　だが、俺は、

　魂たましいの叫び声を上げ続けた。

「このままじゃ、俺の、俺の仲間が死んでしまうんだ！　俺の大事な仲間たちが！　今の、何の力もない、器うつわの小さい俺でも、見捨てないで付き合ってくれる、あいつらが！」

　俺は、あいつらを、救うためなら──、

「頼たのむ！　イシタァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　その時、

　暗くら闇やみの中に光が差した。

　その光の中に、

　意地の悪そうな微笑ほほえみを浮かべた、とてつもなく美しい女め神がみの姿があった。

　その女神は手を伸のばし、俺の顔を包み込む。

　そして、

　俺の額にキスをした。




　──封印解除。




　戒いましめが解き放たれた。

　俺の目の前が突とつ然ぜん開け、広大な世界が視界に、頭に、飛び込んでくる。

　思考能力が本来の働きを取り戻もどし、

　記憶領域が解放され、

　運動能力を取り戻し、

　魔ま法ほう回路のリミッターが解除された。

　そして、

　俺は、俺を取り戻した。




「なにっ!?」
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　十条先せん輩ぱいが驚おどろきの声を上げた。

　俺を拘こう束そくしていた縄なわが勝手に切れた──ように十条先輩には見えただろう。

　実際には、『ブレイド』の魔法だ。

　物質の組織を切り離はなし、あたかも剣けんで切り裂さいたような効果を得る魔法。ただし、こういった細かい作業は苦手だ。日本刀で切り絵細工を作るようなものだからだ。

　俺は立ち上がると、腕うでを振ふった。

「『ディスペル』」

　十条先輩が持つ宝玉の魔法効果が打ち消された。

　俺たちの体から生命や魔力を吸い取る、魔術的な道筋が断たち切られた。

「な……何なの？　あなた」

　震ふるえる声で、十条先輩がつぶやく。

「さっきまでと……まるで、別人……」

　俺は苦笑いを浮かべると、髪をかき上げた。

「嫌いやだな。俺は日ひ暮ぐれ英えい治じですよ。正しよう真しん正しよう銘めい、同一人物です」

「雰ふん囲い気き、気配……いえ、そんなあやふやなものじゃない。確かに同じ人間なのに、全然違ちがう……魔力量が桁けた外はずれ……それに、魔法回路が広大で、精細で、全然分からない……あなた、今まで正体を隠かくしていたの？」

　俺は思わず感心した声を漏もらした。

「さすが。十条先輩は優ゆう秀しゆうな人だ。後輩として誇ほこらしく思います」

「……私を、舐なめてるの？」

　冷や汗あせを流しながら、十条先輩は手にした宝玉を握にぎりしめる。

「いえ、まさか」

　十条先輩が宝玉に吸い取った魔力を使っている気配を感じる。

　この魔力の流れ。別の空間から武器、或あるいは炎ほのおや氷などを取り出すか、それとも──、

　十条先輩は宝玉を叩たたき割った。

「来たれ！　ワイバーン!!」

　──召しよう喚かん魔法。

　朽くちた教会が崩くずれそうな、凄すさまじい咆ほう哮こうが轟とどろく。

　天空と教会の床ゆかに浮かんだ魔ま法ほう陣じん。その二つの作用が空間を歪ゆがめ、存在しないはずのモンスターを呼び寄せる。

　突とつ如じよ舞まい降りたのは、巨きよ大だいな竜りゆうの眷けん属ぞく。

　竜よりは一回り小さいが、それでも人間とは比ひ較かくにならない巨大さ。大きな翼つばさを広げると、幅はばは十メートルを軽く超こえる。強固な鱗うろこは、剣や槍やりを通さず、物理的な効果を与あたえる魔法にも耐たえる。

　そして獰どう猛もうな口からは、全すべてを焼き尽つくす炎。

「あははははは！　どう？　自分たちの魔力で呼び出したモンスターに殺される気分は」

　普ふ通つう、ワイバーンを討とう伐ばつするときは、複数パーティで挑いどむ。ましてや一人でなど、言語道断。自殺行こう為いだ。

　だからこそ、十条先輩は勝ち誇っているのだ。

　俺は肩かたに留めたマンガ雑誌を外し、表紙を撫なでた。

「ん？　何よ、マンガ本なんか。死ぬときは好きなマンガでも読みながらって？」

　俺は微笑むと、十条先輩を見つめた。

「本は何でもいいんだ」

「は？」

「魔導書は物質じゃない。本に宿らせるんだ。だから、紙を綴とじたものなら何でもいい」

　資源ゴミになるはずのマンガ雑誌が、一いつ瞬しゆんにして革かわと金属で装そう丁ていされた、古びた魔導書へと変わる。

「な……!?」

　さて、何の魔法で倒たおそうか。

　そう思案していると、十条先輩がうわずった声で叫んだ。

「そ、そんな魔導書……どうせハッタリなんでしょ!?　あの、ひよりって子が説明会でやったエセ魔法みたいに！　何か他ほかの方法で逃にげ出す気ね!?」

　使う魔法が決まった。

「なるほど、ファイア・バレットがご所しよ望もうか。いいだろう」

「え？」

　十条先輩がきょとんとした顔をしているので、俺はもう一度繰り返した。

「ファイア・バレットでワイバーンを倒す」

「バ、バカじゃないの!?　そんな初心者魔法で、倒せるわけないじゃないの！　仮に倒せるにしても、夜が明けるわ！」

「じゃあ、さっさと済まそう。深夜残業は感心しないからな」

　俺は魔力を溜ため、ファイア・バレットを撃うつための魔法回路を作り上げる。

　初級魔法のファイア・バレットで、ワイバーンを倒すための回路を。

　──完成した。

　左手に魔導書を持ち、右手を天に掲かかげる。

　俺の用意した魔法回路に魔力が流れ込み、魔法が発動する。

　十条先輩の瞳ひとみが大きく見開かれた。

　その瞳に、俺の背後に浮うかぶ無数の炎の球が映る。

　俺が用意した回路は全部で二百五十六。

　一発の効果によるダメージは誤差込みで平均８。ワイバーンを倒すのに必要なダメージは統計で約４０００。単純計算で斉せい射しやが２回。ファイア・バレットに対するワイバーンの防ぼう御ぎよ率30％を考こう慮りよに入れて──、

「三回斉射で、二秒くらいかな」

「な、し、『シールド』!!」

　──遅おそい。

　俺の初級魔法が火を噴ふいた。

　無数の炎が一カ所に向かって集約する。

　一瞬で教会内の温度が上じよう昇しようする。空気の温度変化で、突風が吹ふき荒あれた。

　二百五十六発のファイア・バレットは目が開けていられないほどに眩まぶしかった。

　それはまるで真横に噴き出した火山の噴ふん火かのように、ワイバーンを飲み込んだ。

　一発一発は弱い効果しかない。

　ワイバーンの強固な鎧よろいが弱い炎を弾はじく。しかし七割は着ちやく弾だんし、わずかながらダメージを与える。それが絶え間なく続く。

　わずか二秒が、ワイバーンにとっては永遠に感じられたことだろう。

　断末魔の叫び声を上げ、ワイバーンの体から力が抜ぬける。地じ響ひびきを立てて、教会の床に倒れた。そして召喚魔法の効果が切れ、その姿が消えてゆく。

「そんな……そんな、バカな！」

　十条先輩が剣を抜き、斬きり掛かかってきた。

「剣か……ちょっと持ち合わせがないな」

　辺りを見回すと、祭さい壇だんの横にミレニアムマリアージュが置いてあるのが目に付いた。マリアから奪うばったものだろう。

「マリア、借りるぞ」

　俺はマリアの愛剣に向かって手を伸ばす。

「『リース』」

　次の瞬間、俺の手の中にミレニアムマリアージュがあった。

　間かん一いつ髪ぱつで、十条先輩の剣を受ける。

「な……何で!?」

　十条先輩は慌あわてた顔で、祭壇の方を振り返った。

　俺は剣を押し返しながら、苦笑いを浮かべた。

「あの、先輩。いくら何でもよそ見はマズいんじゃ……」

「うるさぁあああああああいっ!!」

　俺は腕を捻ひねり、十条先輩の剣を弾く。

「──あ」

　十条先輩の顔に、しまったという表情が浮かんだ。

　マリアの剣は──剣ではない。

　盾たてだ。

　故ゆえに、剣としては使いづらく効果も薄うすい。

　──だが、

　俺は剣の形をした盾を振り抜いた。

　一いつ閃せん、十条先輩の体を斬り伏ふせた。

「ぐっ──!!　ぁ……」

　十条先輩の体から力が抜け、がくりと床に倒れる。

　死んではいない。

　俺はミレニアムマリアージュを両手にとって見つめた。

　これは盾と剣を結婚マリアージユした、稀き少しような逸いつ品ぴん。盾でありながら剣としても使うことの出来る、珍めずらしい装備だ。

　だが剣としては使いづらい上に、殺傷能力がない。

　だからこれは──不殺の剣。

「マリアらしいな」

　俺は微笑ほほえむと、椅い子すに縛しばられたままのマリアの横にミレニアムマリアージュを置いた。

　そして同じように縛られている鶯を見つめる。

　十条先輩の宝玉に吸い取られた魔力は、あらかたが鶯のものだ。鶯に比べれば、俺が奪われた魔力は微び々びたるものだ。

　ワイバーンの召喚は、魔力の限界ではなく、十条先輩の限界……いや、あの宝玉の限界なのだろう。もっと高機能な宝玉なら、より強力なモンスターを呼び出すことも出来ていたはずだ。

　俺は鶯の頰ほおに、指先で触ふれた。

「まったく……底なしの魔力を持っていやがるなぁ。お前は」

　次に俺はひよりの側そばにしゃがみ、その拘束を解いた。

「お前なら、いつか本当に魔法が使えるようになるかもな」

　ひよりの小さな頭を軽く撫でる。

「──あ」

　俺の頭の中で、回路が次々閉じてゆくのを感じた。

　畜ちく生しよう、あの性しよう悪わる女め神がみめ。こんな時だけマメに仕事しやが──、

　……。

　──……。

「お」

　さっすが俺！

　ワイバーンも倒して仲間を救い、十条先せん輩ぱいの悪わる巧だくみを打ち砕くだくとは！

　さすがリミッター解除した俺様はひと味違う。ってゆーか、無敵？

「ん……エーちゃん？」

「お、気が付いたかマリア」

「えいたん、おはようなのです」

「あ、あれ……？　あたし、なんで……え？　縛られてる!?」

　それから俺は、マリアと鶯の拘こう束そくを解いてやった。

　気を失っている間に、何かしたんじゃないかと鶯がうるさかったが、何もしてねーよ。よく覚えてないけど、多分そう、きっとそう。

「ん……あ、あら？」

　倒れていた十条先輩の意識が戻もどった。

「みんな、気を付けろよ！」

　俺たちは臨戦態勢で十条先輩を睨にらみ付ける。十条先輩は上体を起こし、きょろきょろと辺りを見回した。

「えっと……私は……」

　焦しよう点てんの定まらない目が俺たちをとらえると、はっと気付くように目を見開いた。

「……思い出した。思い出したわ……ああ、私はとんでもないことを……」

　俺は十条先輩の側まで寄ると、見下すように言った。

「十条先輩、自分の罪を認めるんですね？」

「え、ええ……でも、何であんなことをしていたのかしら……まさか、魔法で操あやつられて……そうだわ、プレシャス界に採用されたとき、あの時から記き憶おくがはっきりしない」

　俺は十条先輩の片かた腕うでを摑つかみ、立ち上がらせた。

「ありがとう……恐おそらく別の世界から人間を連れてきて、この世界の舞ぶ台たい装置を作り上げる労働力として酷こく使しする……これは一大事よ。プレシャス界を揺ゆるがす事件だわ」

　俺は自分が縛られていたロープを拾い上げ、十条先輩の腕を縛った。

「それだけじゃないわ。本来悪あく魔ま側が使用するダンジョンもこちらで造るなんて、悪魔側との完全な癒ゆ着ちやく……あ、あの、エイジくん？　何をしてるの？」

「あー言い訳は署で聞こうか」

　俺はロープを引いて、無む理り矢や理り十条先輩を歩かせる。

「ちょ、ちょっと！　だから自分の意志じゃなくて、催さい眠みんの魔法で……」

「はいはい、みんな言うんだよね。記憶にございませんーとか、心神喪そう失しつ状態でしたーとか」

　俺に引きずられながら、十条先輩は必死の形相で訴うつたえてきた。

「ち、違ちがうの！　話を聞いて！」

　マリアが気の毒そうな顔で、俺を見上げた。

「あ、あのね、エーちゃん？　少しはお話を聞いてあげた方がいいんじゃないかしら？」

　マリアの仲ちゆう裁さいに、十条先輩は千の味方を得たような笑え顔がおになった。

「私は操られていたの！　恐らく真相は、プレシャス界の勇者を統とう括かつ管理する部門と、魔王軍の共きよう謀ぼうよ。そして、外から見るといかにも優良世界に見せておきながら、その実は超ちようブラックな世界!!　すぐにこのことを光峰に連れん絡らくしないと！」

　だが俺は鬼おにのような顔で十条先輩を怒ど鳴なりつけた。

「そんな白々しい噓うそで、言い逃のがれが出来るとか思ってんじゃねえぞ!!」

「ひっ！」

　十条先輩が震ふるえ上がった。

　あー気が晴れる。くっそ、人を騙だましてこんなところに連れてきた挙げ句、散々こき使いやがって！　もっといじめてやる！

「あ、あのね、謝るから。私の意志じゃなかったとしても、やったことに変わりはないから。罪は償つぐなうから！　でも、今は優先することがあるでしょ？　すぐに手を打たないと、黒幕が証しよう拠こを隠いん滅めつしたり、逃にげてしまうかも──」

　目に涙なみだを浮かべ、十条先輩は悲痛な声を上げた。

「なかなかの演技派だな。だが、相手が悪かったな！　俺にそんな芝しば居いは通用しないんだぜ！　わはははははは」

「どうしたの!?　さっきはあんなにデキる人っぽかったのに！　何でそんなにバカっぽいの!?」

「おっ、おま！　バカって言った！　バカって！　バカって言う奴やつの方がバカなんだからな！　やーい、バーカバーカ」

「もうっ！　わけがわかんない！　もういやぁあああああああああああああっ!!」

　十条先輩が泣き崩くずれた。

　これが悪人のなれの果て。かつてのエリートも見る影かげがないな。

　やはり人は悪いことは出来ないものだ。

　鶯がめっちゃ引いた顔でつぶやいた。

「エイジ……あんたって男は……何ていうか、控ひかえめに言って最低ね」

「さすがえいたん。非道なのです」

　そして十条先輩は監かん獄ごく送りになった。







[image: エピローグ]




　結局何だか分からない間に研修期間を終しゆう了りようし、良く分からない理由でプレシャス界からの退去命令を受け、俺たちは光峰勇者学校へ戻って来た。

　そして遊び人コースの教室で、ぐだぐだしている俺とマリア、鶯うぐいすにひより。

「なあ、お前らは授業とか出なくていいの？」

「ちょうど空き時間なのよ」

「あたしは休講」

「自習なのです」

「あっそ」

　俺は肩かたに留めたベルトから本を外すと、ページを開いた。

　月刊コミックメジェド。一風変わった作風のマンガばかりが載のっている通好みの雑誌だ。ただ、どう考えても売れないと思うので、いつ休刊になるかヒヤヒヤしている。

　鶯が思い出したようにつぶやいた。

「そういえば、十じゆう条じよう先輩が今度うちに講演に来るんだって」

「まあ、そうなの？　また会えるのは嬉うれしいわね」

「まあ……誰だれかさんのせいで、若じやつ干かん気まずくはあるけどね」

　鶯がギロヌと俺を睨んだ。

　俺は雑誌で視線をさえぎり、素知らぬ顔をする。

　あの後正式に調査が入り、十条先輩は催眠の魔法で操られていただけだったことが判明した。よって無罪放ほう免めん。

　今にして思えば、合同勇者説明会で初めて十条先輩と会ったときに、ひよりが言った中二病セリフ──、

『く……遅おそかったか。既すでに敵の手に落ちていたとは……その洗脳を解くのは我が力をもってしても困難』

　──というのが、奇くしくも真実を言い当てていたとは。

　しかし、安心して欲しい。

　ひよりが深い洞どう察さつ力を持っていた、などという事実はなく、ただの偶ぐう然ぜんである。

　それはそれとして。

　プレシャス界の運営にも問題があるという事実が発覚した。

　世界の運営側が、悪魔と共謀しているという証拠が出たのだ。一定の条約どころか、完全にズブズブだった。悪質な利益供きよう与よである。

　さらに他ほかの世界からの研修生を、無賃で肉体労働に従事させているという事実が発覚。問題視された。

　そういった問題があり、光峰勇者学校としては当分生徒の斡あつ旋せんを控えることになった。

　もっともプレシャス界の方からも、光峰とは縁えんを切りたいとの申し入れがあったとか、なかったとか。

　研修生の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな暴れっぷりが目に余るということだったが、そんなバカな。恐らく色々ヤバイ事実を掘ほり起こされると困るからなのだろう。

　草くさ薙なぎ《レジェンド》ミレイ先生からは、俺たちが暴れまくったのが原因だと言われたが、冗じよう談だんも休み休み言って欲しい。俺たちはマジメに研修に臨のぞんでいただけなのだから。

　勇者就職雑誌を読んでいたマリアが、顔を上げた。

「エーちゃん！　来月に東京ドームで大規模な勇者セミナーが開かれるんだって！」

「なに!?」

　俺はマリアの手からひったくるように雑誌を奪うばうと、その広告に目を走らせた。

「おう……すごいな。名だたる世界が協賛している。こいつは絶対に行かないと」

　鶯も顔を寄せて、雑誌を覗のぞき込んできた。

「そうね！　今度こそあたしの素す晴ばらしさを理解させてみせるわ！」

「ひよりも！　ひよりも連れてって欲しいのです！」

　またこいつらに足を引っ張られるかも知れない。

　だが、一いつ緒しよだと心強くもある。

「分かった、分かった。じゃあ、早さつ速そく今日から対策を練るとするか！」

　俺たちは拳こぶしを突つき上げた。

「「「「おーっ!!」」」」

　また、一から地道に頑がん張ばるしかないのだ。

　全力で頑張る。それだけだ。

　そして俺は──、

　どうやったら楽に勇者に採用されるか、半分も働かない頭で必死に考えた。








あとがき






「えーでは反省会を始めます」

　この俺、日ひ暮ぐれ英えい治じがそう切り出すと、遊び人コースの教室にいるマリア、鶯うぐいす、ひよりは、きょとんとした顔をした。しばらくして、マリアがそっと手を上げる。

「あの、エーちゃん？　反省会って？」

「反省会は反省会だ。この記念すべき第一巻を振ふり返り、俺たちが成し遂とげた良かった点、そして反省して二巻以降に改善すべき点を挙げ、検討する会のことだ」

　俺の回答を聞いて、鶯は目をつり上げた。

「反省会の意味を訊きいてるんじゃないわよ！　普ふ通つう、あとがきは作者の言い訳とか、誰だれも知りたくもない作者の身の回りの出来事とか、あざとい宣伝告知とかをするものじゃないの？」

「う、ウグイスちゃん？　その言い方は、お母さんどうかと思うな……」

「だって、本当のこと──って、マリアはあたしのママじゃないでしょ！」

　ひよりがキッと顔を上げた。

「あと、作者自身のイメージ戦略に使われることもあるのです。謀ぼう略りやくなのです。陰いん謀ぼうなのです。策略なのです」

　俺はパチンと指を鳴らすと、ひよりを指さした。

「いい指し摘てきだ。たとえば作者は読者に対して、『ふざけた内容の作品を書いてるけど、実はマジメで品行方正な人なんだ』アピールをしたい場合は、作品の面おも白しろ部分よりもキャラの感情や生き様や、作品を書くに至った熱い思いを語ったりする。逆に『作品通り、自分も面白い人間なんだよ』アピールをしたい場合は、妙みようにハイテンションな語り口だったり、ちょっと気の利きいた面白い言い回しを工く夫ふうしたりする──っていう話はどうでもいいんだよ!!」

「あんたこそ、ノリツッコミなんていらないわよ！　それより反省会をやるんじゃなかったの!?」

　鶯め、つい１Ｐ前には何で反省会をするのかと訊いてきたくせに、いつの間にか反省会をすることが前提になっている。やはりこいつ、バカなのか……それとも流されやすいのか……まあ、両方か。鶯、可哀かわい想そうな子！

　俺は咳せき払ばらいをすると、改めて訊いた。

「えーでは良かった点、悪かった点を挙げてください。はい、マリア・ノーランさん」

「えっ、私から？」

　マリアは驚おどろいたように目をぱちくりさせた。

「そうね……あまりいい仕事は出来なかったかな」

　ほう、剣けん士しとしてあまり活かつ躍やくしていないことに気付いたか。それなら成長する見込みがあるな。

「結局、お料理はサンドイッチを作るくらいしか出来なかったし、お掃そう除じとか洗せん濯たくとか、お母さんっぽいことがあまり出来なかったわ。本当はお買い物もして、特売セールも攻こう略りやくしたのに、そこは紹しよう介かいしてくれなかったし」

「っていうか、反省ポイントそこなのかよ……剣士としての仕事じゃないのかよ」

　そう訊くと、マリアはぱっと明るい笑え顔がおを見せる。

「あ！　それは良かった点ね。みんなに大きなケガをさせることなく、無事に守ることが出来たわ」

「あのな、なぜ根本的な問題をスルーするのかと……じゃ、次は鶯どうだ？」

「あたし？　そんなの全て完かん璧ぺきに決まってるじゃないの」

　鶯は自じ慢まんの黒くろ髪かみをさらっとはらうと、ドヤ顔をキメた。

「さあ！　ここからあたしを褒ほめる時間ね！　心置きなく褒めなさい！　と言うか褒めて！　褒めちぎって！　もっとあたしを認めて！」

　お前って奴やつは……本当に承しよう認にん要求の化け物だよなあ……。

「いやいや都合良く記き憶おくを改かい竄ざんするなよ。お前、俺に何回電でん撃げきを喰くらわせた？　それと合同勇者説明会でのコネ作りをダメにしやがって」

「そ、そんなの、あたしの活躍に比べたら大した問題じゃないわ！　大事の前の小事よ。それにちゃんと魔ま法ほうを制せい御ぎよ出来たこともあったでしょ!?」

「それは俺が……あ」

「あ」

　鶯の顔が、ぼっと火が点ついたように真っ赤になる。

「あ、あれはエイジが……その、あんなことするから……」

　そのときのことを思い出しているのだろう。細い指先を絡からみ合わせ、もじもじと体をくねらせた。そしてうるんだ瞳ひとみで俺を見上げる。

「ね……エイジ。あのときのことって……」

　く、くそっ！　このチョロインめ！　このままではまずい！

「ひより！　お前はどうだ!?」

　ひよりはクールなまなざしで俺を見上げた。

「ひよりの魔法の描びよう写しやが甘いのです。もっと魔法らしく書いて欲しいのです」

「まさかの作者にダメ出し!?　しかもかなりの無む茶ちや振ぶりじゃね!?」

「ね、ねえ……エーちゃん？」

　マリアが恐おそる恐る、手を上げた。

「あのね、もしかしたら……もしかしたらよ？　本屋で買おうかどうか迷いながら立ち読みをするとき、あとがきから読む人っているじゃない？　そのあたりの配はい慮りよはしなくていいのかな……って」

「……」

「あ、あの……エーちゃん？」

「おっと、ここで作者である久く慈じマサムネのコメントを紹介しよう！」

「大だい丈じよう夫ぶ!?　大丈夫なの？　エーちゃん！　何だか私たち、重大なネタバレをしてなかったかな!?　してなかったかな!?」

「では久慈マサムネ先生のコメントを聞きながらお別れです。また二巻でお会いしましょう！　さよなら、さよなら」




　黒ハロー、久慈マサムネです。この本が初めての久慈マサムネ作品という方は初めまして。魔装やエクスタスを読んで頂いている方は、いつもありがとうございます！　待望の新シリーズですよ！　しかもずっと書いてみたかったコメディです！　デビューして五年目ですが、初めてエロスのない作品です（笑）。

　とにかく初めて尽づくしの作品ですが、まるで今までずっと書き続けていたかのように、違い和わ感かんがなく書けました。書いている自分が一番楽しいかも？　と思いつつ、読者のみなさんにもその楽しさが伝わって欲しいと願っています。

　それでは謝辞を。ゆーげんさん！　素晴らしいキャラクターデザインとイラストの数々！　本当にありがとうございます！　今回はキャラデザに触しよく発はつされた部分がとても大きく、大変感謝しております！　スニーカー編集部の担当編集Ｉさんには、新たな視点をいくつも教えて頂きました。ありがとうございます！

　そして、買って頂いた読者のみなさん！　初めての方も、以前から読んで頂いている方も、本当にありがとう!!　これからますます斜ななめ上の方向にぶっ飛んでゆくので、覚かく悟ご……じゃなくて期待しててね！

『魔装学園Ｈ×Ｈ』『エクスタス・オンライン』ともども『暗黒ハローワーク！』をよろしく!!


久く慈じマサムネ


















暗黒ハローワーク！　俺と聖母とバカとロリは勇者の職にありつきたい　電子版特別ショートストーリー

『ベストドレッサーは誰だ　ヤバイ編』







　東京駅で警官に追われたが、どうにかこうにか振り切ることに成功した。

　そして俺たちは別の駅から電車に乗り、学校に戻ることにした。

　来るとき同様、山手線の電車の中で乗客の視線を独り占め状態。あからさまにジロジロ見るのではなく、こっそりと盗み見る感じ。

「相変わらず目立ってるよなぁ、俺たち」

　鶯は得意げな顔で、さらりと黒髪をはらった。

「ふふ、やっぱりあたしが目立ちすぎなのかしら？　装備のコーデも完璧だし、やっぱり注目を集めちゃうわよね」

「確かにお前かもなー。アニメや美少女ゲームの制服を着て出歩いちゃってる痛々しい子、という意味で」

　俺の首を絞めようとする鶯との熾烈な攻防が、二駅の間続いた。

　お互い疲れ果てて、休戦状態になったタイミングで、マリアが不思議そうにつぶやく。

「でも、私たちの格好はそこまで変じゃないと思うんだけど……何でかしらね？」

　恐らく一番視線を集めているであろう、異常に露出度の高い十七歳美少女は、のうのうとそんなことを言ってのける。天然か。

「本当にそう思うのか？　マリア」

　俺はマリアの姿を改めて見つめた。

　肩出しはもちろん、そのまま背中まで大きく開いたドレス風の装備。脇の下から、脇腹、そしてパンツのラインギリギリまで途切れなく続く素肌。そしてスカートは鶯のことはとても言えないミニ。そして生地が薄いので、太ももが透けて見える。

　毎日見ていたのでやや麻痺しがちだったが……やっぱりこれはヤバいです。

　しかし俺や、電車内の全男性の思いなど知る由もなく、マリアは何か思い出したように、ぴんと人差し指を立てた。

「あ！　ほら、あの人……私たちなんかよりもずっと目立つ人だっているじゃない。えっと……剣士科コースのあの人。プレート・メイルの人」

「ああ！　あの鎧おじさんか！」

　剣士科コースにいるちょっとした有名人。西洋甲冑というか、全身を金属のプレートで覆った鎧をいつも着ているおじさんだ。

　座学の授業もその格好で受けているし、通学もその格好で通している。驚くべき事に、兜すら取ったことがない。

　なので、実は誰も顔を知らない。

　魔法科コースでも有名なのか、鶯も話題に乗ってきた。

「知ってる、知ってる！　あの人、この前ビックサイトでやった合同勇者説明会にも来てたでしょ？」

「そうなのか？　気が付かなかったけど。って言うか、よく捕まらずに辿り着けたな」

「そーよねー。通学もよく捕まらないわよね」

「でも心配だわ。プレート・メイルは熱いから……特にこれからの季節は大変よ？」

「そういや、夏場はしょっちゅう倒れるって話を聞いたな」

　いや、鎧おじさんの話はいい。

「確かにアレも目立つしヤバイが、うちのパーティの場合は、ちょっとヤバさの方向性が違う」

　鶯は「あー」と唸るように言った。俺の言いたいことを察したようだが、マリアはきょとんとしている。

「じゃあ、誰が一番ヤバげか、一斉に指を差そう。せーの」

　マリアは鶯を指さし、

　俺、鶯、ひよりはマリアを指さした。

　圧倒的多数でヤバイ人決定。

「ちょ、ちょっと待って！　ど、どういうことか、お母さん全然分からないわ！」

　おろおろするマリアに、鶯が不本意そうな顔で迫る。

「マリアこそ、何であたしなのよ!?　全っ然、意味分かんないんだけど！」

「だって、その服……ちょっと胸を強調しすぎじゃないかしら？　スカートも短いし……」

「あ、あ、あんたにだけは言われたくないわよ!!」

　確かにマリアの言うことも一理ある。

　鶯の制服風コスチュームは、上着というよりコルセット風で、胸の部分はシャツのみ。しかもたすきのような赤い紐が、胸を下から持ち上げるように食い込み、胸の柔らかな肉感を表現する格好になっている。

　これはこれでエロス。しかし、その横にマリアが並んだ瞬間に、それくらいなら許せてしまう。

　鶯は顔を赤くしてマリアにまくしたてた。

「マリア、前々から言おうと思ってたんだけど、あなたの格好おかしいから！」

「ええっ!?」

　マリアは自分の体を見おろし、体をひねって後ろを覗いたりしている。

「どこもおかしくないけど……ボタンを掛け違えているとか、スカートがまくれてるとかもないし……」

「そーゆー次元の話をしてるんじゃないの！」

「私に比べたら、むしろひよりちゃんの方が危ない気がするわ。ちょっと薄着過ぎるというか、体にぴったりし過ぎだし」

　ひよりのコスチュームは、何というか子供がバレエの練習の時に着る、スカート付きのレオタードっぽい。ロリキャラが好きな人には、大好物かもしれない。

「確かにそれもそうかもな……子供だけに、余計に危険性を感じる人もいるかも知れん。なあ、ひより？　お前はどう思うんだ」

　ひよりは首を横に振った。

「全然やばくなどないのです。これが動きやすいのです。この格好でないと、魔法がうまく使えないのです」

　ああ……確かにお前の魔法（物理）は激しい運動を伴うからなあ……。動きやすさ最優先ってわけか。

「それよりも、マリアの方がエロすぎるのです。煽情的すぎるのです。男を惑わせすぎなのです」

「──やはりか」

　俺は深刻そうな顔でうなずいた。

「我がエイジパーティ最高の知性であるひよりがそう言うのだ。間違いあるまい」

「ちょっとエイジ！　いつの間にひよりがそんなポジションになってんのよ!?」

　うむ、俺も今知った。というか、ノリで言った。

「ああ。これは我がエイジパーティ一の残念な頭脳の持ち主、鶯さん」

「残念とか言うな！」

　そしてまた一駅の間、殴りかかる鶯ともみ合って過ごした。

　いい加減疲れた俺は、なげやりに話を切り上げるべく、マリアに言った。

「というわけでマリア。栄えあるヤバイベストドレッサー　ｉｎ　エイジパーティはお前に決定した！　おめでとう！」

「え？　え？　そ、そうなの？　ありがとう……って、喜んでいいのかな？　いいのかな？」

「いいわけないでしょ！」

　鶯のツッコミが電車内に響いた。
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